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【海軍関係資料】

反省会（事務局）

1 海軍反省会主要議題案 昭和55年3⽉1⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

2 海軍反省会実施計画 昭和55年3⽉1⽇ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

3 海軍反省会研究項⽬ 昭和55年12⽉9⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

⼩委員会資料。書込あり

4 海軍反省会研究項⽬ 昭和55年12⽉22⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

第9回例会資料

5 各委員項⽬分担(案) 明治38年6⽉3⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

「別紙第2」とあり

6 反省会各委員分担表(案) 昭和56年7⽉14⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

7 野元会研究項⽬ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

8 反省会報告⽬次並びに担当主任案 昭和57年6⽉9⽇ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

9
反省会報告⽬次並びに担当者記述紙数期限
等案

昭和57年7⽉7⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

10 反省会報告資料並びに担当者等 昭和57年8⽉1⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 413に収納

11 反省会報告資料担当者・提出期限案 昭和57年9⽉9⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

12 57年9⽉までに受領の各委員所⾒ 5枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 413に収納

13 昭和60年度反省会研究項⽬及び担当者 昭和59年12⽉10⽇ 1枚 ワープロ

14 反省会研究項⽬および担当者 昭和60年1⽉28⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり
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15 昭和61年反省会研究計画(案) 反省会事務局 昭和60年12⽉16⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

16 昭和61年反省会研究項⽬ 反省会事務局 昭和61年2⽉24⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

17 62年度研究に関する各委員所⾒ 反省会各委員 昭和62年1⽉26⽇ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

18 昭和62年反省会研究要領案 明治38年6⽉9⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

19 反省会幹事書翰 反省会幹事
反省会委員各
位

昭和63年1⽉19⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

反省事項取りまとめ案および担当
委員⼀覧配布のお知らせ

432に収納

20
反省会として反省事項を取纏めるべき題⽬
及び担当委員(案)

昭和63年4⽉25⽇ 1枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

A4⽤紙、書込あり 432に収納

21
反省会として反省事項として取りまとめる
べき事項及び担当者案

反省会 昭和63年5⽉14⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

「63.1.23松⽥委員提案」とあり 432に収納

22 反省項⽬取りまとめの⼀案 平塚 明治38年6⽉10⽇ 1枚 ワープロ 432に収納

23 反省事項の取り纏め要領について(提案) 反省会幹事 反省会各位 昭和63年6⽉20⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 432に収納

24
反省会として反省事項を取りまとめるべき
題⽬及び担当委員(案)

昭和63年6⽉20⽇ 1枚 ワープロ Ｂ4⽤紙、書込あり 432に収納

25
反省会として反省事項を取りまとめるべき
題⽬及び担当委員(案)

昭和63年6⽉20⽇ 1枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

B4⽤紙、「反省会参考資料
（63.6.20）」の書込あり

432に収納

26 研究問題提案 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

防衛研究所⽤箋 432に収納

27 今後の反省会の運営について(提案)
平塚清⼀（反
省会事務局）

平成2年3⽉16⽇ 1枚 ワープロ 437に収納か

28 先般提出の研究項⽬中未研究の項⽬ 反省会事務局 平成1年8⽉29⽇ 1枚 ワープロ 429に収納

29 委員意⾒ 反省会事務局 1枚 ワープロ 429に収納

30 提案追加反省項⽬⼀覧表 反省会事務局 平成1年2⽉7⽇ 2枚 ワープロ 年代は書込から 433に収納
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31 反省会反省項⽬取り纏め案 反省会事務局 4枚 ワープロ 書込あり

32 反省会研究・参考資料分類⼀覧表 反省会事務局 平成1年6⽉1⽇ 1部 ワープロ 434に収納

33
反省会今後の研究重点項⽬、運営について
の意⾒

反省会事務局 平成1年10⽉16⽇ 1枚 ワープロ

34 反省会資料関係経費について 反省会事務局 平成2年1⽉15⽇ 1枚 ワープロ 436に収納

35 御挨拶 藤村義朗 反省会各位 昭和63年7⽉20⽇ 2枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

427に収納

36 反省会を去るの弁 野元為輝 昭和62年8⽉29⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

419に収納

反省会（名簿）

37 反省会名簿 昭和56年8⽉20⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

38 反省会名簿 反省会 昭和57年9⽉1⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

39 反省会会員名簿 反省会 昭和63年11⽉22⽇ 1枚 ワープロ 432に収納

40 反省会会員名簿 平成2年1⽉25⽇ 1枚 ワープロ

41 名前リスト 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

集合写真の説明か

反省会（開催通知）

42 第⼆⼗⼆回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉3⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

10⽉1⽇開催分。議題︓内⽥⼀⾂
委員「開戦の経緯」

43 第⼆⼗四回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉3⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

12⽉1⽇開催分。議題︓⼩島秀雄
委員「第⼆次⼤戦前の独逸に対す
る⽇本の施策について」

408に収納

44 第⼆⼗七回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 扇⼀登 明治38年6⽉4⽇ 1枚 封筒
⼿書（電⼦
式複写）

2⽉18⽇開催分。議題︓有⽥雄三
委員「⽔雷関係反省事項」

45 第⼆⼗九回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉4⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

3⽉8⽇開催分。議題︓黛治夫委
員「術科の研究、教育機関として
の海軍砲術学校を反省する」
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46 第三⼗回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 扇⼀登 昭和57年3⽉21⽇ 1枚 封筒
⼿書（電⼦
式複写）

4⽉5⽇開催分。議題︓⼤井委員
「池⽥清君の『海軍と⽇本』に対
する所⾒」

47 第三⼗⼆回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉4⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

6⽉9⽇開催分。議題︓各委員の
分担項⽬について

48 第三⼗四回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉4⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

9⽉9⽇開催分。議題︓分担の検
討並びにとりまとめの要領につい
て

413に収納

49 第三⼗五回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉4⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

10⽉26⽇開催分。議題︓各委員
の報告資料の印刷配布及其検討

50 第三⼗六回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉4⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

11⽉24⽇開催分。議題︓中島委
員「通信、情報、GFの所在等に
ついて」、三井委員「科学技術、
研究開発、⼯業⼒、資源」、⿃巣
委員「潜⽔艦作戦について補
遺」、今井委員（⼟肥代読）「陸
戦について」

411に収納

51 第83回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉8⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

11⽉25⽇開催分。議題︓曽我委
員（⽊⼭、牧野、永塚委員）「総
動員計画」「燃料（艦船、航空
機）」「海軍技術の貢献」、泉委
員「海洋国家問題」、三代委員
「航空作戦（特攻を含む）の補
⾜」ほか

417に収納

52 第84回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉8⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

12⽉17⽇開催分。議題︓曽我委
員「総動員計画」、⼤井委員「終
戦への努⼒⼯作」、安井委員「三
式通常弾について」、寺崎委員
「昭和62年度反省会研究要領案
について」

416に収納

53 第86回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉9⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

2⽉25⽇開催分。議題︓⼤井委員
「改選を阻⽌することは出来なか
ったか」、各委員「62年度研究
に関する所⾒」
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54 第87回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉9⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

3⽉24⽇開催分。議題︓佐薙委員
補⾜説明、⼤井委員「開戦阻⽌」
の続き、三代委員「ミッドウェイ
後遺症」、各委員「62年度研究
について」

55 第88回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉9⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

4⽉23⽇開催分。議題︓⼤井委員
所⾒、三代委員前回の続き、各委
員「反省会今後の⽅針」

421に収納

56 第89回反省会ご案内 [⼟肥⼀夫] 明治38年6⽉9⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

5⽉22⽇開催分。議題︓「反省会
資料の整理⽅法について」「今後
の反省会の研究要項」ほか

423に収納

57 第93回反省会の御案内 反省会事務局 明治38年6⽉9⽇ 1枚 活字

9⽉25⽇開催分。議題︓豊⽥委員
「戦争裁判について」の続き、佐
薙委員「陸軍将官のみた敗因と反
省」ほか

419に収納

58 第95回反省会ご案内 反省会事務局 昭和62年11⽉11⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

11⽉24⽇開催分。議題︓末国委
員「追加すべき重要研究問題につ
いての提案及び批判すべき根本と
思われる項⽬の指摘」ほか

59 第96回反省会及び忘年会について 反省会事務局 昭和62年12⽉13⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

12⽉17⽇開催分。議題︓泉委員
「潜⽔艦作戦の失敗の考察」、⾼
須委員「海軍と哲学的・美学的考
察」

424に収納

60 第98回反省会のご案内 反省会事務局 昭和63年2⽉15⽇ 1枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

2⽉22⽇開催分。議題︓市来委員
「⽔交会談話収録（⼩柳資料）に
ついて（その1）」ほか。会計報
告の記載あり

426に収納

61 第99回反省会のご案内 反省会事務局 昭和63年3⽉18⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

3⽉28⽇開催分。議題︓市来委員
「⽔交会談話収録（⼩柳資料）」
の続き、ほか

427に収納

62 第100回反省会のご案内 反省会事務局 昭和63年4⽉15⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

4⽉25⽇開催分。議題︓末国委員
「急遽作成した⼤東亜戦争戦訓調
査委員の調査した戦訓」、中島委
員「作戦実施上研究を要すると思
われる点」、ほか。会計報告の記
載あり

432に収納
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63 第101回反省会のご案内 反省会事務局 扇⼀登 昭和63年5⽉6⽇ 1通
謄写版（⼿
書）

5⽉14⽇開催分。議題︓今後更に
研究すべき研究項⽬について、反
省会として取纏るべき研究項⽬及
び担当委員について、ほか

432に収納

64 第102回反省会のご案内 反省会事務局 昭和63年6⽉10⽇ 1通
謄写版（⼿
書）

6⽉20⽇開催分。議題︓反省会と
して反省項⽬を取り纏めるべき議
題及び取り纏め担当者、ほか

432に収納

65 第103回反省会案内 反省会事務局 昭和63年8⽉1⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

8⽉22⽇開催分。議題︓反省項⽬
の取り纏めについて

428に収納

66 第104回反省会のお知らせ 反省会事務局 昭和63年9⽉16⽇ 1枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

9⽉26⽇開催分。議題︓豊⽥委員
「反省会反省事項のとりまと
め」、松井宗明「⽇本海軍の電波
探信儀」ほか。会計報告の記載あ
り。

67 第108回反省会のご案内 反省会事務局 平成1年1⽉14⽇ 1枚 ワープロ

1⽉23⽇開催分。議題︓前回の議
題「政党と政党⼈」「軍⼈と政
治」補⾜「最⾼戦争指導会議」の
討議の続き、松⽥「国家総⼒戦の
⾒地に於いて太平洋戦争の敗因を
分析する」について討議、⼩池委
員「太平洋戦争における和平⼯
作・終戦⼯作の推移」ほか

432に収納

68 ご連絡︓第109回反省会 反省会事務局 平成1年2⽉7⽇ 1枚 ワープロ

2⽉27⽇開催分。議題︓「今後更
に追加研究すべき反省項⽬」「太
平洋戦争における和平⼯作・終戦
⼯作の推移」「国家総⼒戦の⾒地
に於いて太平洋戦争の敗因を分析
する」。会計報告の記載あり。

433に収納

69 第110回反省会の御案内 反省会事務局 平成1年3⽉18⽇ 1通 ワープロ

3⽉27⽇開催分。議題︓松⽥委員
「国家総⼒戦の⾒地に於いて太平
洋戦争の敗因を分析する」、⽥⼝
委員「天皇の戦争責任問題」、千
早委員「昭和の御代における海軍
の役割」

432に収納

扇一登関係文書目録

6



資料
番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

70 第111回反省会のご案内 反省会事務局 平成1年4⽉14⽇ 1枚 ワープロ

4⽉24⽇開催分。議題︓千早委員
「昭和の御代における海軍の役
割」、⿃巣委員「永野軍令部総⻑
と第⼀委員会」ほか

435に収納か

71 第112回反省会のご案内ほか 反省会事務局 平成1年5⽉15⽇ 1枚 ワープロ

開催⽇は4⽉29⽇とあるが、5⽉
29⽇の誤りか。議題︓末国委員
「同盟国依存程度の問題点」、
「⽇本の天皇制と統帥権」、鈴⽊
委員「満州事変後⽀那事変、⼤東
亜戦争と続いた国策の錯誤を顧み
て」。会計報告の記載あり。

433に収納

72 第113回反省会のお知らせ 反省会事務局 平成1年6⽉12⽇ 1枚 ワープロ

6⽉29⽇開催分。議題︓「⽇本の
天皇制と統帥権」、「満州事変後
の国策の錯誤」、「ハワイ攻撃の
功罪」

434に収納

73 第114回反省会のご案内 反省会事務局 扇⼀登 平成1年7⽉10⽇ 1枚 ワープロ
7⽉21⽇開催分。議題︓保科「海
軍の伝統」、末国委員「ハワイ攻
撃の功罪について」ほか

74 第115回反省会のご案内 反省会事務局 平成1年8⽉15⽇ 1枚 ワープロ

8⽉29⽇開催分。議題︓⿃巣委員
「特攻と原爆の功罪」、⾼須委員
「歴史哲学」、⽥⼝委員「今後研
究すべき重点項⽬」ほか

429に収納

75 第116回反省会の御案内 反省会事務局 平成1年9⽉12⽇ 1枚 ワープロ

9⽉26⽇開催分。議題︓「特攻と
原爆の功罪」についての質疑・討
議、｢歴史哲学序論」についての
質疑・討議、末国委員「⽇ソ関
係」ほか

431に収納

76 第117回反省会の御案内 反省会事務局 平成1年10⽉16⽇ 1枚 ワープロ
10⽉31⽇開催分。議題︓内⽥委
員「海軍の伝統・体質について」

77 第118回反省会のご案内 反省会事務局 平成1年11⽉17⽇ 1枚 ワープロ
11⽉27⽇開催分。議題︓内⽥委
員「海軍の伝統･体質について」
の続き

430に収納

78 第119回反省会及び懇親・忘年会の御案内 反省会事務局 平成1年11⽉29⽇ 1枚 ワープロ
12⽉18⽇開催分。議題︓内⽥⼀
⾂委員「⽇本海軍の伝統・体質に
ついて」の続き
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79 第120回反省会のご案内 反省会事務局 平成2年1⽉15⽇ 1枚 ワープロ
1⽉26⽇開催分。議題︓千早委員
「『戦藻録』について」、内⽥委
員「海軍の伝統・体質」の続き

436に収納

80 第121回反省会のご案内 反省会事務局 平成2年3⽉6⽇ 1枚 ワープロ
3⽉16⽇開催分。議題︓内⽥委員
「海軍の伝統・体質」の続き、⽥
⼝委員「⽶ソの対決」

81 第122回反省会のご案内 反省会事務局 扇⼀登 平成2年4⽉2⽇ 1枚 ワープロ

4⽉26⽇開催分。議題︓内⽥委員
「海軍の伝統・体質」の続き、⽥
⼝委員「⽶ソの対決」「東欧⾰命
とソ連の対応」についての討議、
今後の反省会の運営についてほか

82 第123回反省会のご案内 反省会事務局 扇⼀登 平成2年5⽉11⽇ 1枚 ワープロ

5⽉21⽇開催分。議題︓内⽥委員
「海軍の伝統・体質」の続き、⿃
巣委員「『⽇本海軍失敗の研究』
について」

83 第124回反省会のご案内 反省会事務局 平成2年6⽉13⽇ 1枚 ワープロ
6⽉27⽇開催分。議題︓⿃巣委員
「『⽇本海軍失敗の研究』につい
て」

84 第125回反省会の御案内 反省会事務局 平成2年7⽉13⽇ 1枚 ワープロ

7⽉23⽇開催分。議題︓『⽇本海
軍失敗の研究』の討議の続き、
「海軍関係図書・資料の保管、整
理、収集」

85 第126回反省会のご案内 反省会事務局 平成2年9⽉12⽇ 1枚 ワープロ

9⽉28⽇開催分。議題︓海軍関係
図書・資料の保全活⽤の具体策、
第2次世界⼤戦の経緯に鑑み今次
湾岸戦争に関する所⾒

もと193と⼀括

86 第128回反省会のご案内 反省会事務局 扇⼀登 平成2年11⽉8⽇ 1枚 ワープロ

11⽉22⽇開催分。議題︓第2次
世界⼤戦の経緯に鑑み今次湾岸戦
争に関する所⾒、反省会の今後の
運営

87 第128回反省会の議題について 反省会事務局 扇⼀登 平成2年11⽉14⽇ 1枚
謄写版(⼿
書）

議題のお知らせ。議題︓第2次世
界⼤戦の経緯に鑑み今次湾岸戦争
に関する所⾒、『⽂芸春秋』⼗⼆
⽉号所載「昭和天皇戦争を語る」
について、反省会の今後の運営に
ついて
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88 第131回反省会のご連絡 反省会事務局 平成3年4⽉13⽇ 1枚 ワープロ

4⽉25⽇開催分。議題︓『⽂芸春
秋』⼗⼆⽉号所載「昭和天皇の独
⽩⼋時間」及び同新年号所載「独
⽩録を徹底研究する」についての
続き

443に収納

89 第132回反省会のご案内 反省会事務局 平成3年5⽉14⽇ 1枚 ワープロ
5⽉23⽇開催分。議題︓「千早委
員帰国報告」ほか

442に収納

90 第133回反省会のご案内 反省会事務局 平成3年6⽉17⽇ 1枚 ワープロ
6⽉28⽇開催分。議題︓「『東京
裁判』について」ほか

441に収納

91 反省会ご案内 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

10⽉24⽇開催分。議題︓佐薙委
員「戦略」、千早委員「防衛」ほ
か

417に収納

92 反省会御案内 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

6⽉23⽇開催分。議題︓⿃巣委員
「統帥と輔弼」ほか

反省会（開催記録）

93 第⼆回海軍反省会記録要旨 昭和55年4⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

94 第四回海軍反省会記録 全⽂ 昭和55年7⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

95 第五回海軍反省会記録 全⽂ 昭和55年8⽉28⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

96 第九回海軍反省会記録(全⽂) 1980年12⽉ 1冊
⼿書（電⼦
式複写）

「沢本⼤将⼿記に対する討論」と
表書

97 第⼗⼀回海軍反省会記録 昭和56年2⽉13⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

98 第⼗⼆回海軍反省会記録 昭和56年2⽉27⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

99 第⼗四回海軍反省会記録 昭和56年4⽉7⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

100 第五三回、第五四回反省会記録 昭和59年5⽉14⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

第54回は5⽉14⽇。議題︓「海
軍航空軍備」

848に収納
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101 第五四回、第五五回反省会記録 昭和59年6⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

第54回は5⽉14⽇、第55回は6⽉
25⽇。議題︓「⼈事⾏政」

848に収納

102 第五六回、第五七回反省会記録 昭和59年8⽉27⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

第56回は7⽉30⽇、57回は8⽉
27⽇。議題︓「作戦全般」

103 第94回反省会記録 反省会事務局 昭和62年10⽉30⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

議題︓「航空特攻作戦」

104 第96回反省会記録(その⼀) 反省会事務局 昭和62年12⽉17⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

議題︓「潜⽔艦作戦の失敗の考
察」

426に収納

105 第96回反省会記録(その⼆) 反省会事務局 昭和62年12⽉17⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

議題︓「帝国海軍︓その哲学的・
美学的考察」

106 第98回・第99回反省会記録 反省会事務局 昭和63年3⽉28⽇ 1綴
⼿書（電⼦
式複写）

第98回は2⽉22⽇、第99回は3⽉
28⽇。議題︓「⽔交会談話収録
（⼩柳資料）について」

107 第98回・第99回反省会記録 反省会事務局 昭和63年3⽉28⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

第98回は2⽉22⽇、第99回は
1988年3⽉28⽇。議題︓「⽔交
会談話収録（⼩柳資料）につい
て」。「重要」他書込あり

428に収納

108 第98・第99回反省会記録について 反省会事務局 扇⼀登 昭和63年6⽉20⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

432に収納

109 第100回反省会記録(その⼀) 反省会事務局 昭和63年4⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

議題︓「作戦実施上研究を要する
と思われる点」。⾚線あり

428に収納

110 第100回反省会記録(その⼆) 反省会事務局 昭和63年4⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

議題︓「⼤東亜戦争戦訓調査委員
の調査した戦訓」。書込あり

428に収納

111 第100回反省会記録案修正依頼 反省会事務局 扇⼀登 昭和63年7⽉4⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

112 第103回反省会記録 反省会 昭和63年8⽉22⽇ 1部 活字 議題︓「南東⽅⾯作戦について」

113 第⼀〇五回・⼀〇六回反省会記録 反省会事務局 昭和63年11⽉22⽇ 21枚 ワープロ
第105回は10⽉24⽇、第106回
は11⽉22⽇。議題︓「反省会反
省事項のとりまとめ」

114 第⼀〇七回反省会記録(その⼀) 反省会事務局 昭和63年12⽉19⽇ 3枚 ワープロ 議題︓「思想戦軽視について」 433に収納
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115
第⼀〇七回(その⼆)・第⼀〇⼋回反省会記
録Ⅰ

反省会事務局 平成1年1⽉23⽇ 1部 ワープロ
第107回は1988年12⽉19⽇、第
108回は1989年1⽉23⽇。議
題︓「政党と政党⼈」

433に収納

116
第⼀〇七回(その⼆)・第⼀〇⼋回反省会記
録Ⅱ

反省会事務局 平成1年1⽉23⽇
同⽂2

部
ワープロ

第107回は1988年12⽉19⽇、第
108回は1989年1⽉23⽇。議
題︓「軍⼈と政治」

433に収納

117
第⼀〇七回(その⼆)・第⼀〇⼋回反省会記
録Ⅲ

反省会事務局 平成1年1⽉23⽇
同⽂2

部
ワープロ

第107回は1988年12⽉19⽇、第
108回は1989年1⽉23⽇。議
題︓「最⾼戦争指導会議」

433に収納

118 第⼀〇九回反省会記録 反省会事務局 平成1年2⽉27⽇ 1部 ワープロ
議題︓「太平洋戦争における和平
⼯作・終戦⼯作の推移」ほか

434に収納

119 第⼀⼀〇回反省会記録(その⼀) 反省会事務局 平成1年3⽉27⽇ 1部 ワープロ
議題︓「国家総⼒戦の⾒地におい
て太平洋戦争の敗因を分析する」

429に収納

120 第⼀⼀〇回反省会記録(その⼆) 反省会事務局 平成1年3⽉27⽇ 1部 ワープロ 議題︓「天皇の戦争責任問題」 431に収納

121 第⼀⼀⼀回反省会記録(その⼀) 反省会事務局 平成1年4⽉24⽇ 1部 ワープロ
議題︓「昭和御代における海軍の
役割」、書込あり

429に収納

122 第⼀⼀⼀回反省会(その⼆)記録 反省会事務局 平成1年4⽉24⽇ 1部 ワープロ
議題︓「永野軍令部総⻑と第⼀委
員会」

431に収納

123 第⼀⼀⼆回反省会(その⼀)記録 反省会事務局 平成1年5⽉29⽇ 1部 ワープロ 議題︓「⽇本との同盟関係」 431に収納

反省会（レジュメ）

124 潜⽔艦作戦、建造、装備の失敗と反省 泉雅爾 1⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

125 海洋国家⽇本の絶対国防圏 泉雅爾 1部
⼿書（電⼦
式複写）

422に収納

126 海洋国家⽇本の絶対国防圏 泉雅爾 1部 ワープロ

127 ⽔交会談話収録(⼩柳資料)について 市来俊男 1部
⼿書（電⼦
式複写）

426に収納

128 ⽔交会座談収録(⼩柳資料)について(2) 市来俊男 昭和63年3⽉28⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

反省会資料、書込あり 427に収納

129 シーメンス事件 市来俊男 1部 ワープロ 年表 440に収納
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130 航空基地の造成
伊藤義夫（62
期）

6丁
活字（電⼦
式複写）

「海空会編の『海鷲の航跡』に寄
稿したもの」とあり

131 伊藤義夫講演メモ
伊藤義夫（62
期）

昭和61年9⽉26⽇ 1枚 ワープロ

132 象徴︓歴史が⽣んだ知恵 猪⽊正道 1部 ワープロ 433に収納

133
発明家松⽥千秋⽒の《⽉⽉⽕⽔⽊⾦⾦》
(『スタジオボイス』抜粋）

猪瀬直樹 1984年8⽉ 1部
活字（電⼦
式複写）

430に収納

134 「軍令部伝統の作戦計画」を読んで ⼤井篤 1981年9⽉ 6丁
⼿書（電⼦
式複写）

135 「潜⽔艦戦の失敗を考える」を読んで ⼤井篤 4丁
⼿書（電⼦
式複写）

136
太平洋戦争における⽇本海軍海上護衛戦の
反省の主眼

⼤井篤 1部
⼿書（電⼦
式複写）

137 終戦における海軍の役割の総括 ⼤井篤 昭和61年12⽉17⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

⾚線あり

138 ⾼松宮の対⽶開戦を回避の努⼒(静岡新聞) ⼤井篤 昭和61年2⽉7⽇ 1枚
新聞（電⼦
式複写）

139
太平洋戦争における⽇本海軍海上護衛隊の
反省の主眼

⼤井篤 1部
⼿書（電⼦
式複写）

417に収納

140 何故開戦したか、回避できなかったか ⼤井篤 1部 ワープロ

141 終戦についての海軍の反省 ⼤井篤 1部 ワープロ

142 統帥権、⼤⾂・総⻑兼務問題反省 ⼤井篤 1枚 ワープロ

143 海上護衛戦問題についての反省 ⼤井篤 1部 ワープロ

144 軍備に関しての反省 ⼤井篤 1部 ワープロ

145 軍令部戦争指導部員当時の意⾒
⼤井篤（海軍
中佐）

1部 ワープロ
⼤井は「昭和⼗⼋年軍令部部員
（戦争指導担当）」とあり

146 我海軍の伝統︓殊に陸軍のそれと⽐較して
⼤井篤（⼤
尉）

1933年4⽉ 1部 ワープロ

扇一登関係文書目録
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資料
番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

147
レイテ航空決戦における敗北主要要因の⼀
考察

岡崎守雄（戦
史部所員・⼀
等空佐）

1部 活字
副題「航空作戦基盤部隊の展開と
戦備概要」

411に収納

148 ⼆･⼆六事件と私 岡⽥貞寛 昭和62年3⽉11⽇ 1部 ワープロ 431に収納

149 太平洋戦争反省録 海軍反省会 1982年4⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

150 「海軍と⽇本」の読後感 久原⼀利 明治38年6⽉3⽇ 6枚
⼿書（電⼦
式複写）

『海軍と⽇本』は池⽥清著、中公
新書、1981.11刊

151
太平洋戦争における和平⼯作・終戦⼯作の
推移

⼩池猪⼀ 1部 ワープロ 432に収納

152
ソ連空軍に及ぼした冷戦の影響 参考資料
等/

⼩林康男（戦
史部教官）

同⽂2
部

ワープロ
昭和57年防衛研修所戦史研究発
表会

411に収納

153 統帥権についての反省 佐薙毅 昭和58年8⽉30⽇ 8枚
⼿書（電⼦
式複写）

「平塚さん加⼊、58-8-30」と書
込

154 作戦計画についての反省 佐薙毅 1部
⼿書（電⼦
式複写）

155 第⼀段作戦 佐薙毅 1部
⼿書（電⼦
式複写）

156 戦争計画について 佐薙毅 1部
⼿書（電⼦
式複写）

157 「海軍と⽇本」に対する所⾒ 佐薙毅 2丁
⼿書（電⼦
式複写）

『海軍と⽇本』は池⽥清著、中公
新書、1981.11刊

158 作戦全般 佐薙毅 1部
⼿書（電⼦
式複写）

159
48、⽶英からみたわが海軍の戦略、作戦
計画、作戦の実施等について

佐薙毅 1部
ペン（電⼦
式複写）

417に収納

160 陸軍将官のみた敗因と反省 佐薙毅 1部 活字 420に収納

161 加藤友三郎⼤将の⽇⽶開戦不可論 佐薙毅 2枚 ワープロ

162
ハル・ノートの対⽇通告の背景と開戦回避
の可能性の有無について

佐薙毅 4枚 ワープロ 書込あり

扇一登関係文書目録
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資料
番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

163
「国家総⼒戦の⾒地において太平洋戦争の
敗因を分析する」に対する所⾒

佐薙毅 3枚 ワープロ 432に収納

164 所⾒ ⽇⽶開戦と敗戦の根本原因(要旨) 佐薙毅 1枚 ワープロ 432に収納

165 真珠湾攻撃の功罪について(補追) 佐薙毅 3枚 ワープロ 432に収納

166 吉⽥海相への"悲しき誤解"の真相 実松譲 1部 ワープロ
『丸』1991年3⽉号より抜粋と
あり

443に収納

167 海軍勤務中の思い出 重川俊明 1部 ワープロ ⼤井委員提供

168
陸上⾃衛隊における戦史教育についての⼀
考察

⽩⽯博司（陸
上⾃衛隊幹部
学校・2等陸
佐/）

1部 ワープロ 411に収納

169
急遽作成した⼤東亜戦争戦訓調査委員の調
査した戦訓

末国正雄 1945年9⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

432に収納

170 ⽶国の対⽇態度と海軍の対応 末国正雄 昭和55年3⽉1⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

171 ⼈的軍備計画と⼈的軍備の実状 末国正雄 昭和57年9⽉2⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

プレジデント罫紙 415に収納

172 海軍の出師準備 末国正雄 昭和57年8⽉11⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

暁図書罫紙 415に収納

173 陸海軍の体質 末国正雄 昭和57年7⽉31⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

174 軍⼈と政治 末国正雄 1983年8⽉ 1部 ワープロ 反省会資料第43号 415に収納

175 軍⼈と政治(別紙) 末国正雄 1983年8⽉ 1部 ワープロ 反省会資料第43号 415に収納

176 海軍作戦準備 末国正雄 1984年6⽉ 1冊 ワープロ

177 研究問題提案 末国正雄 昭和62年6⽉20⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 432に収納

178
端的に根本と思われる点を指摘して批判を
したらよかろうと思ふ項⽬ ⽬次

末国正雄 昭和62年9⽉28⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

179
帝国海軍の⼈事制度及び⼈事⾏政に関する
考察(前半)写

末国正雄 1冊
⼿書（電⼦
式複写）

反省会資料
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資料
番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

180 編制策定の経緯 末国正雄 1部 ワープロ
「4304（末国委員提供）」とあ
り

441に収納

181 覚 末国正雄 1部
⼿書（電⼦
式複写）

415に収納

182
⼤東亜戦争開戦の時機選定と対⽶海軍七割
兵⼒保有との関係問題

末国正雄 1部
⼿書（電⼦
式複写）

副題「帝国海軍は七割は兵⼒に捉
われ過ぎた」

415に収納

183 海軍⼤⾂、軍令部総⻑兼職問題 末国正雄 1部
⼿書（電⼦
式複写）

415に収納

184 海軍⼤⾂、軍令部総⻑兼職問題 末国委員 1部
⼿書（電⼦
式複写）

第五⼗回反省会記録（案）

185 軍⼈と政治 補⾜ 末国正雄 1部 ワープロ 432に収納

186 政党と政党⼈ 末国正雄 1枚 ワープロ 432に収納

187 最⾼戦争指導会議 末国正雄 4枚 ワープロ 書込あり 432に収納

188 ⽇ソ関係 末国正雄 1部 ワープロ 431に収納

189
⽇本海軍がハワイ攻撃を⾏わず、⽇⽶両国
の年度作戦計画のままで両国が開戦したと
仮定した場合の作戦の推移予想

末国正雄 1部 ワープロ 433に収納

190 ハワイ攻撃の功罪についての考察 末国正雄 4枚 ワープロ 434に収納

191 昭和⼗⼆年以後の海軍枢要職補職者の経歴 末国正雄 1部 ワープロ 430に収納

192 満州事変(昭和6年)以降の陸軍⾸脳部 末国正雄 1部 ワープロ 430に収納

193 ⼀艦隊参謀の回想 末国正雄 1部 ワープロ
「9403（参考資料、末国委員提
供）」とあり

もと85と⼀括

194 帝国海軍軍備⽅針及び計画 末国正雄 1部 ワープロ 436に収納

195 昭和五年〜七年国防所要兵⼒研究要点 末国正雄 1部 ワープロ
「軍令部第⼀課の⽂書より摘記」
とあり

436に収納

196 ⽇本海軍、陸軍の体質とその教育(波涛) 末国正雄 1部
⼿書（電⼦
式複写）

197 戦艦⼤和武蔵について 鈴⽊孝⼀ 昭和61年6⽉24⽇ 5枚
⼿書（電⼦
式複写）

⽇付は書込から

扇一登関係文書目録
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番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

198 対空射撃 鈴⽊孝⼀ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

199
真珠湾攻撃計画に追加致したき事項につい
て

鈴⽊孝⼀ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

200 遠距離砲戦 鈴⽊孝⼀ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

201 ⼤鑑巨砲主義について 鈴⽊孝⼀ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

202 「開戦経緯に関する考察」に対する所⾒ 鈴⽊孝⼀ 3丁
⼿書（電⼦
式複写）

203 太平洋戦争反省録(案)に対する所⾒ 鈴⽊孝⼀ 8枚
⼿書（電⼦
式複写）

204 「海軍と⽇本」に対する所感 鈴⽊孝⼀ 7枚
⼿書（電⼦
式複写）

鈴⽊は「兵校五⼗九期」。『海軍
と⽇本』は池⽥清著、中公新書、
1981.11刊

205
「海軍の開戦決意-なぜノーといえなかっ
たか」に対する所⾒

鈴⽊孝⼀ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

｢何と云い度いのか︖」と書込

206
⼟居⽒の「⼤東亜戦争の敗因と反省」「軍
の独善横暴」に対する所⾒

鈴⽊孝⼀ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

424に収納

207 真珠湾攻撃について 鈴⽊孝⼀ 1部 ワープロ

208 対空射撃について 鈴⽊孝⼀ 1部 ワープロ

209 ミッドウェー海戦について 鈴⽊孝⼀ 1枚 ワープロ

210 遠距離砲戦 鈴⽊孝⼀ 1枚 ワープロ

211 ⼤鑑巨砲主義について 鈴⽊孝⼀ 1部 ワープロ

212 戦艦⼤和武蔵について 鈴⽊孝⼀ 1部 ワープロ

213 軍⼈と政治 鈴⽊孝⼀ 1部 ワープロ

214
満州事変後 ⽀那事変、⼤東亜戦争と続い
た国策の錯誤を顧みて

鈴⽊孝⼀ 1部 ワープロ 433に収納

215 太平洋戦争反省録第⼀編 右に対する所⾒ 曽我清 昭和57年5⽉12⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）
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番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

216 海軍の伝統と戦前戦後の貢献 曽我清 1987年1⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

422に収納

217
⽇本よ、ペレストロイカに振り回される
な。

曽我清 平成2年4⽉4⽇ 1枚 ワープロ

218
⿃巣さんの『⽇本海軍失敗の研究』を読ん
での所感

曽我清 平成2年6⽉7⽇ 1枚 ワープロ

219 燃料問題(航空燃料を含む) 曽我恒 昭和61年11⽉25⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

416に収納

220 総動員計画(物動・総⼒戦研究を含む) 曽我恒 1986年11⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

416に収納

221 歴史哲学序論 ⾼須裕三 1部 ワープロ 書込あり

222 帝国海軍―その哲学的・美学的考察― ⾼須裕三 11枚
⼿書（電⼦
式複写）

223 歴史哲学序論 ⾼須裕三 1部 ワープロ

224 宣伝の計画と実施 海軍のマスコミ⼯作 ⽥⼝利介 6枚
⼿書（電⼦
式複写）

⾚線あり

225 天皇の戦争責任問題 ⽥⼝利介 2枚 ワープロ 書込あり 432に収納

226 思想戦軽視について ⽥⼝利介 1枚 ワープロ 432に収納

227 太平洋における⽇本敗戦の反省 ⽥⼝利介 1枚 ワープロ ⾚線あり 432に収納

228 ⽶ソの対決 ⽥⼝利介 2枚 ワープロ

229 昭和の終焉 千早正隆 平成1年1⽉20⽇ 1部 ワープロ 432に収納

230 ⽇本海軍の対空防衛 千早正隆 1部
⼿書（電⼦
式複写）

417に収納

231 ソロモン作戦について 千早正隆 1部 送り状
⼿書（電⼦
式複写）

232 宇垣纏『戦藻録』の再考察 千早正隆 16枚 ワープロ

233 『統帥権』むかしと今  栂博 1部 ワープロ
副題「強⼤な⼒をもつ軍隊を動か
す『最⾼指揮権』戦中戦後」

433に収納
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タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

234 ガダルカナル 辻政信 1部
⼿書（電⼦
式複写）

「三代論⽂の続き」とあり

235 情報通信について所⾒ 寺崎隆治 昭和56年11⽉10⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

第24回反省会資料 408に収納

236 ⽇本海軍の艦艇建造計画要旨 寺崎委員 昭和61年6⽉24⽇ 8枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり、⽇付も書込から

237 ⼈事に関する野元論⽂についての意⾒ 寺崎隆治 2丁
⼿書（電⼦
式複写）

第18回反省会資料

238
⼤本営海軍部開戦経緯に関する考察に対す
る所⾒

寺崎委員 5枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

239
松⽥委員の軍令部伝統の作戦計画、真珠湾
攻撃、敗戦の責任者の⼈選等に対する所⾒

寺崎隆治 昭和56年9⽉23⽇ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

240
潜⽔艦戦の失敗を考える(⿃巣論⽂)につい
ての所⾒

寺崎隆治 昭和56年8⽉26⽇ 2丁
⼿書（電⼦
式複写）

241 ⽇本海軍の伝統的精神の⼀考察
寺崎隆治（反
省会委員）

平成1年7⽉7⽇ 1部 ワープロ

242 潜⽔艦戦の失敗を考える ⿃巣建之助 昭和56年8⽉10⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり

243
真珠湾の九軍神の⼀⼈がアメリカで⽣きて
いる(切抜)(世界の艦船)（世界の艦船）

⿃巣建之助 1984年11⽉ 3丁
活字（電⼦
式複写）

244 オピニオン(世界⽇報) ⿃巣建之助 昭和62年1⽉17⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

245 特攻と原爆の功罪 ⿃巣建之助 明治38年6⽉11⽇ 1部 ワープロ

246 特攻と原爆の功罪 ⿃巣建之助 明治38年6⽉11⽇ 1部 ワープロ 書込あり、⽇付は内容より 429に収納

247 統帥と輔弼 ⿃巣建之助 1冊
⼿書（電⼦
式複写）

248 特攻の本質 ⿃巣建之助 1綴
⼿書（電⼦
式複写）

414に収納

249 永野軍令部部⻑と第⼀委員会 ⿃巣建之助 9枚 ワープロ 435に収納か
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枝番
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250 戦争裁判関係事項について 豊⽥隈雄 1987年7⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 420に収納

251 反省会反省事項のとりまとめ 豊⽥隈雄 2丁 ワープロ

252 通信、暗号の計画と実施中加除訂正 中島親孝 昭和57年11⽉2⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

411に収納

253
連合艦隊の指揮統帥、司令部の所在加除訂
正

中島親孝 昭和57年11⽉2⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

411に収納

254 情報と諜報の計画と実施並びに防諜 中島親孝 昭和57年11⽉8⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

411に収納

255 太平洋戦争暗号作戦
レートン（⽶
太平洋艦隊情
報参謀）

扇⼀登 平成1年9⽉28⽇ 3丁
封筒､送り状（中島親
孝）

活字（電⼦
式複写）

256 情報、通信等について 中島親孝 1部
⼿書（電⼦
式複写）

257 連合艦隊の指揮統帥、司令部の所在 中島親孝 1部
⼿書（電⼦
式複写）

「（38）」とあり

258 戦果の誤認・防諜 中島親孝
同⼀2

部
⼿書（電⼦
式複写）

411に収納

259 太平洋戦争反省録に対する所⾒ 中島親孝 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

260 特攻作戦に対する私⾒ 中島親孝 5枚
⼿書（電⼦
式複写）

414に収納

261
反省会として科学、技術等について検討す
べき事項

中島親孝 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

414に収納

262 作戦実施上研究を要すると思われる点 中島親孝 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 432に収納

263 総括的所⾒ 新⾒政⼀ 扇⼀登 8枚 封筒（反省会）
⼿書（電⼦
式複写）

264 ベトナム戦争
⻄村仁（戦史
部・2等陸佐）

昭和57年7⽉22⽇ 1部 ワープロ
副題「1966.7〜1967.における
⽶第3海兵師団の作戦についての
⼀考察」

411に収納
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265 随想⽚々(その四) 野元為輝 昭和55年8⽉10⽇ 4丁
⼿書（電⼦
式複写）

副題「先輩のご教⽰を仰ぎたい事
項」

266 戦訓録-⼤東亜戦争海軍反省録- 野元為輝 1980年12⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

267 太平洋戦争海軍反省録(仮称) 野元為輝 昭和56年6⽉17⽇ 3丁
⼿書（電⼦
式複写）

268 太平洋戦争の反省録 野元為輝 昭和57年10⽉5⽇ 1部 ワープロ

269 これからさきのこと 野元為輝 1984年1⽉ 1部 ワープロ 415に収納

270 昭和六⼗年をおくる 野元為輝 昭和60年12⽉8⽇ 1枚 ワープロ

271 最後の探索 野元為輝 昭和60年3⽉16⽇ 1枚 ワープロ 序⾔

272 軍⼈と哲学的教養(番号42) 野元為輝 昭和60年3⽉16⽇ 1枚 ワープロ 第⼀編

273 戦争抑⽌問題(番号46) 野元為輝 昭和60年3⽉16⽇ 1枚 ワープロ 第⼆編

274 その他(番号104) 野元為輝 昭和60年3⽉16⽇ 1枚 ワープロ 第三編、⽇付は推定

275 ⿊潮の⽖あと＝太平洋戦争反省録＝ 野元為輝 昭和61年8⽉29⽇ 6枚 ワープロ 418に収納

276 昭和六⼀年末静養⼊院中の所感 野元為輝 昭和62年1⽉4⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

422に収納

277 幕僚グループの責任についての⼀所⾒ 野元為輝 昭和62年3⽉15⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

421に収納

278 遺⾔的所⾒ 野元為輝 昭和62年5⽉20⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

416に収納

279 家族の団欒と愛国⼼ 野元為輝 1987年8⽉ 1冊 ワープロ 419に収納

280
曽我委員「海軍の伝統と戦前戦后の貢献」
正誤表

反省会 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

⿃巣建之助「反省会に関する所
⾒」添付

281 所⾒所感 福地誠夫 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

432に収納

282 史上最⾼の武勲が仇になった男 藤村義朗 1984年8⽉ 1部 ワープロ
『Will』1984年8⽉特別号からの
抜粋

441に収納

283
終戦直前 繆斌の対⽇和平⼯作 蒋総統
の“使者”だった

藤村義朗 6⽉1⽇ 1部 ワープロ
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284
昭和57年防衛研修所戦史研究発表会 発
表要旨

防衛庁防衛研
修所

明治38年6⽉4⽇ 1部 ワープロ 411に収納

285
昭和57年度防衛研修所戦史研究発表会発
表要旨

防衛庁防衛研
修所

明治38年6⽉4⽇ 1部 ワープロ 412に収納

286
昭和57年度防衛研修所戦史研究発表会案
内

防衛庁防衛研
修所

1982年7⽉ 1部 ワープロ 412に収納

287 昭和57年度防衛研修所戦史研究会案内状
防衛庁防衛研
修所

扇⼀登 1枚 ワープロ 412に収納

288 野元⽒の随想⽚々(其四)に対する所⾒ 保科善四郎 昭和55年11⽉27⽇ 5丁
⼿書（電⼦
式複写）

289 五、⼀五、事件ニ就テ
本⽥忠雄（⼤
佐）

1932年9⽉ 1部 ワープロ ⼤井委員提供

290 ミッドウェイ海戦空⺟⽕災等対策 牧野茂 昭和61年9⽉27⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

291 軍艦⼤和について 牧野茂 昭和61年9⽉27⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

292 ⼤東亜戦争は何であったか 松枝 明治38年6⽉8⽇ 1部 ワープロ 「1335」の印あり、書込あり

293 神と神 松枝司蔵 昭和60年11⽉22⽇ 1部 ワープロ 「2347」の印あり

294 第四航空戦隊の⾜跡を省みて想う 松⽥千秋 昭和54年1⽉15⽇ 1部 ワープロ 432に収納

295 太平洋戦争を省みて想う
松⽥千秋（元
海軍少将）

1980年1⽉ 1部 ワープロ 436に収納

296 追想 軍令部伝統の作戦計画 松⽥千秋 1981年8⽉ 1部 ワープロ
歴史と⼈物 昭和56年8⽉増刊号
の抜粋

432に収納

297 反省会⽴案資料の件 [...]

1 反省会⽴案資料の件 松⽥千秋 昭和57年8⽉6⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

反省会⼟肥幹事宛
413に収納、
297-1〜3合綴

2 時代の変遷と私の歩いた道 松⽥千秋 1982年7⽉ 5枚
⼿書（電⼦
式複写）

413に収納、
297-1〜3合綴

3
⼤尉(海⼤学⽣以前)に読破した外国版兵書
の⼀部

松⽥千秋 明治38年6⽉4⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

413に収納、
297-1〜3合綴
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298
国家総⼒戦の⾒地において太平洋戦争の敗
因を分析する

松⽥千秋 1982年8⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

413に収納

299 ⽐島沖海戦を回顧する 松⽥千秋 1986年6⽉ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

松⽥は、元海軍少将 417に収納

300
国家総⼒戦の⾒地において太平洋戦争の敗
因を分析する︓対⽶英開戦と同時に我惨敗
の運命は決定された

松⽥千秋 1987年4⽉ 1綴
反省会各位宛送り状 
1通

⼿書（電⼦
式複写）

423に収納

301
国家総⼒戦の⾒地において太平洋戦争の敗
因を分析する:対⽶英開戦と同時に我惨敗
の運命は決定された

松⽥千秋 昭和63年12⽉8⽇ 1部 ワープロ 432に収納

302 ⾃ら解決図る問題
松永信雄（前
駐⽶⼤使）

平成2年3⽉15⽇ 1枚 ワープロ 朝⽇新聞所載

303 ⼤艦巨砲主義 黛治夫 1部
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

304 ⽇本海軍の対⽶諜報に就いて 黛治夫 1部
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

305 連合艦隊⻑官の作戦指導 三代⼀就 昭和62年4⽉17⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

423に収納

306 沖縄の前哨戦硫⻩島作戦 三代⼀就 1部
⼿書（電⼦
式複写）

307 ガダルカナル攻防戦の終末期 三代⼀就 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

308 航空第⼀主義 三代⼀就 1部
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

309 戦后⽇本の復興に貢献した事項 三井 昭和57年12⽉22⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

414に収納

310
科学技術、研究開発、⼯業⼒、資源関係 
その⼀

三井再男、曽
我清、中島親
孝

9枚
⼿書（電⼦
式複写）

反省会資料（案） 411に収納

311
主としてドイツ側からみた三国条約締結ま
で

三宅正樹 1部
ワープロ
（電⼦式複
写）

昭和57年防衛研修所戦史研究発
表会

411に収納
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312 広島・⻑崎、爆⼼地ゼロからの報告書 安井保⾨ 明治38年6⽉12⽇ 1部 ワープロ ⾚線あり、⽇付は内容から 443に収納

313 「海軍の反省」について 柳⽥次雄 1982年4⽉ 8枚
⼿書（電⼦
式複写）

314
三国条約の締結から⽇⽶開戦まで -枢軸
同盟研究の2つの問題点-

義井博（名古
屋市⽴⼤学）

1枚 ワープロ 411に収納

反省会（扇⼀登⼿控・原稿類）

315 ノート 扇⼀登 鉛筆 1冊 ⼿書 海軍反省会のノート

316
第四章 戦争終結への悲願 1、扇海軍⼤
佐

扇⼀登 11丁
⼿書（電⼦
式複写）

原稿の⼀部（複写、p219-240）

317 メモ(⼀、時代の推移…) 扇⼀登 1部 ⼿書 420に収納

318 メモ(観念的思考構造…) 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

319 メモ(（P40上段）この要綱は…) 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

320 メモ(（7⾴上段）三⽉事件…) 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

321 メモ(（8P上段）国内には…) 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

322 メモ(資料 ) 扇⼀登 8枚 ⼿書 420に収納

323
メモ(⽂頭に｢及川⼤将」・「1、年表概
観」とある)

扇⼀登 2枚 ⼿書 420に収納

324 メモ(三国同盟の対ソ防衛に…) 扇⼀登 3枚 ⼿書 420に収納

325 メモ(総括所⾒) 扇⼀登 2枚 ⼿書 420に収納

326 所⾒ 扇⼀登 2枚 ⼿書 420に収納

327 総括的所⾒ 扇⼀登 6枚 ⼿書 420に収納

328 総括的反省と所⾒ 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

329 扇報告の総括的所⾒及各員所⾒ 扇⼀登 7枚 ⼿書 420に収納

330 ⽇独伊軍事同盟の意味するもの(廃) 扇⼀登 3枚 ⼿書 420に収納

331 序論 扇⼀登 9枚 ⼿書 420に収納

332 総論 内省上の基本的事項 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

333 ⼆、国防国策の⼆元的性格 扇⼀登 2枚 ⼿書 420に収納
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334
草稿(⾼岡P145、世界情勢の推移に伴う時
局処理要綱は…)

扇⼀登 3枚 ⼿書 420に収納

335 草稿(だから海軍が時の勢と圧⼒に…) 扇⼀登 4枚 ⼿書 420に収納

336 草稿(序⾔、⼗知れば⼗迷う…) 扇⼀登 4枚 ⼿書 420に収納

337
草稿(Ⅰ わが国の⽇独伊同盟に対する主
なる狙いは…)

扇⼀登 3枚 ⼿書 420に収納

338
草稿(わが国がこの同盟に期待したところ
は…)

扇⼀登 3枚 ⼿書 420に収納

339
座談会原稿追加（ハル⻑官︓S15年夏頃の
こと）

扇⼀登 1枚 ⼿書 ⾚字で「重要」と書込 420に収納

340 ⽶国の反応(年表) 扇⼀登 1枚 ⼿書 420に収納

341 中原⼤佐(補給戦より) 扇⼀登 3枚 ⼿書 ⾚字で｢卓⾒」とあり 420に収納

342 海軍が三国同盟反対の主理由(⾼⽊) 扇⼀登 1枚 ⼿書 ⾚線あり 420に収納

343 ⽔交会講話資料 扇⼀登 4枚 ⼿書 420に収納

344 電波探信機(レーダー) 扇⼀登 昭和58年1⽉27⽇ 15枚
⼿書（電⼦
式複写）

「38回研究会 58-1-27」とあ
り、裏⾯ほかに書込あり

851に収納

345 松前⼆等兵召集事件の背景(その⼆) 扇⼀登ほか 1冊 ⼿書 表紙「校正」「扇」などとあり。 439に収納か

反省会（参考⽂献）

346 艦隊職員勤務令 1894年11⽉10⽇ 1部 ワープロ ｢海軍の伝統｣参考資料

347
明治三⼗六年秋⼭海軍少佐ノ「海軍戦務
全」(参考資料その3)

1903年4⽉ 2枚
活字（電⼦
式複写）

407に収納

348 対⽶英蘭戦争帝国海軍作戦計画 昭和6年11⽉3⽇ 1部
活字（電⼦
式複写）

軍令部軍機第24号

349
⼭本五⼗六ＧＦ⻑官から及川海軍⼤⾂に提
出した意⾒書 [...]

1
⼭本五⼗六ＧＦ⻑官から及川海軍⼤⾂に提
出した意⾒書

⼭本五⼗六 昭和16年1⽉7⽇ 4枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

349-1〜2合綴
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2 ⼭本ＧＦ⻑官から島⽥海軍⼤⾂宛の⼿紙 ⼭本五⼗六 昭和16年10⽉24⽇ 2枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

349-1〜2合綴

350

MEMORANDUM BY AN OFFICIAL OF
THE FOREIGN MINISTER'S
SECRETARIAT FUH.13（DOCUMENTS
ON GERMAN FOREIGN POLICY抜粋 
No.222）

昭和16年4⽉1⽇ 1部 ワープロ 440に収納

351

MEMORANDUM BY AN OFFICIAL OF
THE FOREIGN MINISTER'S
SECRETARIAT FUH.20（DOCUMENTS
ON GERMAN FOREIGN POLICY抜粋 
No.266）

昭和16年4⽉4⽇ 1部 ワープロ 440に収納

352 帝国国防国家論 海軍省調査課 1941年6⽉ 1冊 活字 海調研究資料A第7号

353 ⾼橋昭書翰 ⾼橋昭 扇⼀登 平成2年11⽉28⽇ 1通 封筒 ペン 開戦時起案⽂書写しの送付状 438に収納

354 ⼭本連合艦隊司令⻑官他ニ命令ノ件 [...]

1 ⼭本連合艦隊司令⻑官他ニ命令ノ件
永野修⾝（軍
令部総⻑）

1941年12⽉ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写、永野は軍令部総⻑、裁可書
354-1〜4合
綴、438に収納

2 ⼭本連合艦隊司令⻑官ニ命令
永野修⾝（軍
令部総⻑）

昭和16年12⽉1⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写、永野は軍令部総⻑、⼤海令
第九号

354-1〜4合
綴、438に収納

3 ⼭本連合艦隊司令⻑官ニ命令
永野修⾝（軍
令部総⻑）

昭和16年12⽉1⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写、永野は軍令部総⻑、⼤海令
第⼗⼆号

354-1〜4合
綴、438に収納

4 ⼭本連合艦隊司令⻑官他ニ命令ノ件
永野修⾝（軍
令部総⻑）

1941年12⽉ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写、永野は軍令部総⻑
354-1〜4合
綴、438に収納

355 ＧＦ⻑官、軍令部総⻑宛暗号緊急信 [...]

1 ＧＦ⻑官、軍令部総⻑宛暗号緊急信
機動部隊指揮
官

昭和16年12⽉8⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写
355-1〜3合
綴、438に収納

2 連合艦隊電令第⼗三号 ＧＦ⻑官 昭和16年12⽉7⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写
355-1〜3合
綴、438に収納

3 電信 昭和16年12⽉8⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

複写、「奇襲成功セリ」とあり
355-1〜3合
綴、438に収納
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356 ⼤東亜戦争第2段作戦帝国海軍作戦計画 昭和17年4⽉15⽇ 1部
ワープロ
（電⼦式複
写）

軍令部軍機第125号

357
⼭本連合艦隊司令⻑官作戦指導ノ為「ラバ
ウル」進出及ビ「ショートランド」⽅⾯実
視ニ⾄ル経緯竝ニ所⾒

宇垣纏（連合
艦隊参謀⻑）

昭和18年4⽉28⽇ 1部 ワープロ 442に収納

358 ⼤本営陸海軍部ノ合⼀ニ関スル研究案
源⽥中佐、瀬
島少佐

1943年8⽉ 1部 ワープロ
源⽥は⼤本営海軍参謀、瀬島は⼤
本営陸軍参謀

359 連合艦隊命令作第四⼆号 昭和18年8⽉15⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

360
⼤東亜戦争中艦船部隊、航空機及海軍軍⼈
軍属表彰規程

昭和18年9⽉20⽇ 2枚 ワープロ 内令第1963号 436に収納

361 連合艦隊戦策 第⼀巻(戦闘篇) 昭和18年12⽉5⽇ 1部
活字（電⼦
式複写）

407に収納

362 連合艦隊戦策 第⼀巻(戦闘篇) 昭和18年12⽉5⽇ 1部
活字（電⼦
式複写）

昭和⼗⼋年機密連合艦隊法令第⼋
⼀号別冊

407に収納

363 第⼆⽔雷戦隊戦策 昭和18年12⽉18⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

407に収納

364 ⼗⼋年七⽉下旬世界戦局情勢判断
軍令部第⼀部
直属部員

明治38年4⽉26⽇ 1部 ワープロ

365 ガ島周辺要図・ガ島⾶⾏場周辺要図 1枚
活字（電⼦
式複写）

366 第⼆艦隊機密法令関係 明治38年4⽉27⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

防衛研修所⽤箋 407に収納

367 第⼀機動艦隊戦策 明治38年4⽉27⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

防衛研修所⽤箋 407に収納

368
陸海軍⼈気質ノ相違︓主トシテ政治⼒ノ観
察

海軍⼤学校研
究部

昭和19年5⽉10⽇ 1冊
活字（電⼦
式複写）

｢47.11.10」・「軍極秘」とのス
タンプあり。⾚線、書込あり

369
臨調資料秘第88号（『昭和社会経済史料
集成』 4巻）

⼤東⽂化⼤学
東洋研究所

5枚
活字（電⼦
式複写）

「⽇本膨張の基本⽬標確⽴の必
要」など。「陸軍中佐 加登川幸
太郎」などと書込あり。

444に収納
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370 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年4⽉3⽇ 3枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1626、複写、書込あり 444に収納

371 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年4⽉3⽇ 5枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1626、複写、⾚線・書込あ
り

444に収納

372 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年4⽉3⽇ 1部
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1626、複写、書込あり

373 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年6⽉2⽇ 3枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1705、複写 444に収納

374 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年6⽉27⽇ 6枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1711、複写、書込あり 444に収納

375 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年7⽉20⽇ 3枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1734、複写、書込あり 444に収納

376 書「海軍精神」 ⼭梨勝之進 明治38年5⽉17⽇ 2枚
墨書（電⼦
式複写）

「⼭梨勝之進海軍⼤将遺芳録抜
粋」のための資料

429に収納

377 海軍主要制度官階等の変遷 朝雲新聞社 1975年10⽉ 1部
活字（電⼦
式複写）

戦史叢書海軍軍戦備第⼆巻より抜
粋

424に収納

378
海軍⼤将沢本頼雄⼿記︓第⼀部.⼤東亜戦
争所⾒

海上⾃衛隊幹
部学校

1980年2⽉ 1冊
タイプ（電
⼦式複写）

書込あり/

379
海軍⼤将沢本頼雄⼿記︓第⼆部.戦時中の
⼿記抜粋

海上⾃衛隊幹
部学校/

1980年2⽉ 1冊
タイプ（電
⼦式複写）

380 追想・軍令部伝統の作戦計画
松⽥千秋（元
海軍少将）

1981年8⽉ 1部 活字
中央公論社『歴史と⼈物』昭和
56年8⽉増刊号「実録・太平洋戦
争」抜粋

381 機密の中の“国家”（⽂芸春秋 64巻8号） 司⾺遼太郎 1986年8⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

⽂芸春秋第64巻8号より抜粋 418に収納

382 『太平洋戦争秘史』原稿 明治38年6⽉9⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

半歳のがダル争奪戦にも敗れて撤
退・ガ島奪回作戦の開始ほか

383 『太平洋戦争秘史』原稿 明治38年6⽉9⽇ 1部
⼿書（電⼦
式複写）

「6-17⽇市ヶ⾕会館で保科⼤井
末国共著出版会」と書込。サボ島
沖野戦の戦果・南太平洋海戦ほか

384 国際情勢 ⽇本郷友連盟 明治38年6⽉12⽇ 2枚 ワープロ
「平成⼆年度社団法⼈⽇本郷友連
盟事業計画（案）」より抜粋
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385 時代おくれの海兵教育 [...]

1 時代おくれの海兵教育 ⾼⽊惣吉 1枚 活字
411に収納、
385-1〜3合
綴/

2 海軍砲戦史談 黛治夫 1972年8⽉ 1枚 活字
「⽇⽶艦隊決戦時における戦艦戦
隊の砲戦要領」p244複写

411に収納、
385-1〜3合
綴/

3 ⽶国海軍⼤学校通信教育戦術教科書の付図
⽶国海軍⼤学
校

2枚 活字
1934年ワシントン海軍武官室保
管

411に収納、
385-1〜3合
綴/

386 ⽇独伊三国同盟関係年表 1部 ワープロ
昭和57年防衛研修所戦史研究発
表会

411に収納

387 ヒットラーと私 ⼩島秀雄
第24回反省会
資料（⽇独協
会常務理事）

1部 活字 408に収納

388 海軍反省会議題メモ 6⽉23⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

420に収納

389 ⼭梨勝之進海軍⼤将遺芳録抜粋 1枚 ワープロ 429に収納

390 『太平洋戦争秘史』原稿 1部
⼿書（電⼦
式複写）

国策遂⾏要領再検討・最後の⽇⽶
交渉ほか

391 海戦要務令 1部 活字 『⼗⼆⽉⼋⽇未明』より引⽤

392 帝国海軍作戦計画 1部 活字 昭和13年度〜16年度の⼀覧表

393 覚 [...]

1 覚 ⼟肥⼀夫 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

393-1〜4合綴

2 海戦要務令の制定、改訂の変遷 1枚
活字（電⼦
式複写）

393-1〜4合綴

3 反省事項 ⼟肥⼀夫 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

393-1〜4合綴

4 原稿構成案 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

393-1〜4合綴
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394 海戦要務令続編(航空戦之部)草案 1部
活字（電⼦
式複写）

422に収納

395 年度作戦計画・ＧＦ政策の語義説明 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

海上⾃衛隊⽤箋 407に収納

396 連合艦隊命令等覚書 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

海上⾃衛隊⽤箋 407に収納

397 連合艦隊策定の戦策類覚書 1部
⼿書（電⼦
式複写）

防衛研修所⽤箋 407に収納

398 海軍反省会議題メモ 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

海軍に於ける軍令承⾏令の功罪・
海軍教育制度上の問題ほか

432に収納

399 草稿(原⼦爆弾をめぐる問答) 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

414に収納

400 開戦前の潜⽔艦軍備に対する考察
同⽂2

部
⼿書（電⼦
式複写）

414に収納

401 草稿（特攻の本質） 5枚
⼿書（電⼦
式複写）

部分 414に収納

402 ⽇本との同盟関係 3枚 ワープロ 435に収納か

403 ⽇本との同盟関係 25枚 ワープロ 435に収納か

404 海軍の伝統・体質 29枚 ワープロ 書込あり

405 ⾼⽥利種さんの経歴 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

406
第三次近衛内閣最後期ニ於ケル政治情勢
(岡中将記憶)

3枚
⼿書（電⼦
式複写）

反省会（封筒）

407 紙袋 扇⼀登 1枚
200〜201、303〜304、308、
347、359、361〜363、366〜
367、395〜397を収納/

備考欄参照

408 封筒 反省会 扇⼀登 明治38年6⽉3⽇ 1枚
43、235、
387を収納

409 封筒(課題分担) 反省会 昭和56年9⽉4⽇ 1枚
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410 封筒 反省会 扇⼀登 明治38年6⽉4⽇ 1枚
封筒のみ。「57-11-24会合
分」、「新分担表57-10-20あ
り」と表書/

411 防衛庁防衛研修所封筒 1枚

50、147、152、168、252〜
254、258、264、284〜287、
310〜311、314、385〜386、
412を収納/

備考欄参照

412 封筒
防衛庁防衛研
修所

扇⼀登 7⽉21⽇ 1枚
「7-21（⽔）、7-22（⽊）、研
究発表会（要返）」と表書

411に収納、
285〜287を収
納/

413 封筒 反省会 扇⼀登 1枚
12、10、48、
297〜298を収
納

414 封筒 扇⼀登 1枚
「反省会」と表書、248、260〜
261、309、399〜401を収納

備考欄参照

415 封筒 扇⼀登 1枚
｢戦史研究の必要と戦訓適⽤の怠
慢」ほか表書、171〜172、174
〜175、181〜183、269を収納

備考欄参照

416 封筒 昭和61年12⽉17⽇ 1枚
「61-12-17反省会」ほか表書、
52、219〜220、278を収納

備考欄参照

417 封筒 反省会 扇⼀登 昭和61年10⽉16⽇ 1枚
千早正隆「⽇本海軍の対空防衛」
ほか表書、51、91、139、
159、230、299を収納

備考欄参照

418 封筒 反省会 扇⼀登 昭和61年10⽉13⽇ 1枚
「野元少将（太平洋戦争反省
録）」ほか表書

275、381を収
納

419 封筒 反省会 扇⼀登 昭和62年9⽉17⽇ 1枚
36、57、279
を収納

420 封筒(扇総括所⾒資料) 反省会 扇⼀登 昭和60年3⽉18⽇ 1枚
160、250、317〜343、388、
908を収納

備考欄参照

421 封筒 反省会 扇⼀登 明治38年6⽉9⽇ 1枚
55、277を収
納
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422 封筒 反省会 扇⼀登 昭和62年1⽉19⽇ 1枚
125、216、
276、394を収
納/

423 封筒 反省会 扇⼀登 昭和62年5⽉7⽇ 1枚
「延命 ⻑曽我部、沢⽥」ほか表
書、

56、300、
305を収納/

424 封筒 反省会 扇⼀登 昭和62年12⽉7⽇ 1枚
59、206、
377を収納

425 封筒 反省会事務局 扇⼀登 昭和63年9⽉16⽇ 1枚
封筒のみ。下⽥⼀之「戦後⽇本の
証⾔」ほか表書

426 封筒 反省会 扇⼀登 昭和63年2⽉18⽇ 1枚
60、104、
127を収納

427 封筒 反省会事務局 扇⼀登 昭和63年3⽉28⽇ 1枚
「3/28反省会資料 ⽔交会記録
（福島、中沢、富岡）」と表書

35、61、128
を収納

428 封筒 反省会事務局 昭和63年8⽉10⽇ 1枚
「重要資料 ⼩柳資料他の討議」
と表書

65、107、
109〜110を収
納

429 封筒 反省会事務局 扇⼀登 1枚
28〜29、74、119、121、
247、376、389を収納/

備考欄参照

430 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成1年11⽉18⽇ 1枚
77、191〜
192、133を収
納

431 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成1年9⽉12⽇ 1枚
75、120、122〜123、148、
188を収納/

432 封筒(反省項⽬取纏め案) 扇⼀登 1枚

「反省項⽬取纏め案」と表書、
19〜26、39、62〜64、67、
69、108、151、163〜165、
169、177、185〜187、225〜
227、229、262、281、294、
296、301、398を収納

備考欄参照

433 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成1年5⽉16⽇ 1枚
「軍⼈と政治 末国委員」ほか表
書、30、68、71、114〜117、
132、189、214、233を収納

備考欄参照
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434 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成1年6⽉12⽇ 1枚
32、72、
118、190を収
納

435 封筒 反省会事務局 平成1年4⽉15⽇ 1枚
70、249、
402〜403を収
納か

436 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成2年1⽉15⽇ 1枚
34、79、194〜195、295、360
を収納/

備考欄参照

437 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成2年3⽉16⽇ 1枚
封筒表「現 2年3⽉16⽇」とあ
り

27を収納か

438 封筒 ⾼橋昭 扇⼀登 平成2年11⽉28⽇ 1枚 「開戦時⼤海令写」と表書
353〜355を収
納

439 封筒 扇⼀登 1枚
封筒表「反省会未定稿」などとあ
り。潮書房・光⼈社の封筒。

345を収納か

440 封筒 反省会事務局 扇⼀登 平成3年1⽉28⽇ 1枚
129、350〜
351を収納/

441 封筒 反省会事務局 扇⼀登 明治38年6⽉13⽇ 1枚
90、180、
282を収納

442 封筒 反省会事務局 平成3年5⽉15⽇ 1枚 「千早⽒報告」ほか表書
89、357を収
納

443 封筒 反省会事務局 平成3年4⽉14⽇ 1枚 「独⽩録、今後の⽅針」など表書
88、166、
312、1398を
収納

444 封筒
（「⼤
切々々」と表
書き）

1枚

369〜371、373〜375、494、
644、648、669、699、713〜
714、717、1098、1101〜
1104、1367、1375、1386〜
1387、1395を収納/

備考欄参照

五⼀会

445 五⼀ 2号 五⼀会 1925年11⽉ 1冊 活字
書込・⾚線あり。扇「Ｓプレイの
考察」掲載

446 五⼀ 3号 五⼀会 ⼤正15年11⽉23⽇ 1冊 活字 裏表紙に書込あり
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447 五⼀ 4号 五⼀会 1929年2⽉ 1冊 活字 表紙に書込あり、会員名簿あり

448 五⼀ 5号 五⼀会 1931年3⽉ 1冊 活字 表紙に書込あり、会員名簿あり

449 五⼀ 6号 五⼀会 1931年10⽉ 1冊
会費徴収の「お願ひ」
1枚

活字
扇｢柿沼君を憶ふ」掲載、裏表紙
に書込あり

450 五⼀ 7号 五⼀会 1933年6⽉ 1冊
謄写版（⼿
書）

扇「上海戦線視察記」掲載、表紙
に「⼤井篤」と書込あり

451 五⼀ 8号 五⼀会 1940年7⽉ 1冊 活字 会員名簿あり

452 五⼀ 9号 五⼀会 1952年11⽉ 1冊 活字
扇「⽊梨鷹⼀君の⾯影」、「⼭本
祐⼆君を憶う」掲載、表紙に書込
あり

453 あの海あの空 五⼀会 昭和37年5⽉20⽇ 1冊
しおり1枚（84-85⾴
間）

活字
海軍兵学校第五⼗⼀期⽣の思い出
の記

454 あの海あの空(五⼀物故者追悼号)
海軍兵学校第
五⼗⼀期会

昭和47年7⽉15⽇ 1冊 活字

扇「五⼀会略歴」、「後藤直秀
君」など掲載、「祭⽂」に「扇ク
ラス会幹事稿」との書込あり、他
にも書込あり

455 あの海あの空 第三輯 五⼀鈴蘭会 昭和60年4⽉11⽇
同⼀2

冊
活字

扇「⼤須賀秀⼀君の功績を思
う」、「永⽥茂君への追懐」、
「三浦義四郎君を憶う」掲載。書
込、⾚線あり。⼀冊はカバー付

456 ファイル（東郷神社、海の宮関係綴） 1冊 「芳根幹事の祭⽂あり」と表書
457〜469を収
納

457
物故会員海の宮合祀祭 五⼀鈴蘭会秋季総
会 ご案内

五⼀鈴蘭会 1枚
ペン（電⼦
式複写）

書込あり 456に収納

458 五⼀鈴蘭会合祀祭 ⽬次 五⼀鈴蘭会 1枚
ペン（電⼦
式複写）

456に収納

459 合祠望否問合状
芳根広雄（五
⼀鈴蘭会幹
事）

1枚 活字 456に収納

460 申込書
渓⼝泰麿（五
⼀鈴蘭会幹
事）

明治38年6⽉3⽇ 1枚 ペン
五⼀鈴蘭会物故者の霊のために灯
数⼀基を申し込み。東郷神社宛。
「控」と書込あり。

456に収納
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461 東郷の池 灯籠流しご案内 東郷神社 1986年7⽉ 1枚 活字 456に収納

462 東郷神社社務所書翰 
東郷神社社務
所

渓⼝泰麿（五
⼀会事務局）
（五⼀会代
表）

昭和53年9⽉10⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

境内零社「海の宮」秋祭りご案内 456に収納

463 五⼀会書翰 五⼀会
東郷神社社務
所

昭和53年6⽉25⽇ 2枚
カーボン複
写（⼿書）

住所番地変更・追加届。作成者は
推測

456に収納

464 東郷神社宛燈籠申込書 東郷神社 1枚 活字 未記⼊ 456に収納

465 夏の神事灯籠流しご案内 東郷神社 7⽉16⽇ 1枚 活字 456に収納

466 東郷神社だより 東郷神社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字 ⾚線あり 456に収納

467 境内霊社創建と奉斎の趣意
⼤貫良夫（東
郷神社宮司）

1972年4⽉ 1枚 活字 456に収納

468 東郷神社境内霊社「海の宮」 東郷神社 1枚 活字
境内霊社創建と奉斎の趣意、合祀
申込み⼿続きについてなど

456に収納

469 ｢海の宮」合祀者申込書 東郷神社 1枚 活字 未記⼊ 456に収納

470 祭⽂ 扇⼀登 平成7年10⽉22⽇ 1枚 ペン
扇の肩書は五⼀鈴蘭会幹事、東郷
神社合祀の祭⽂

471 故安井保⾨君の遺した覚書 [...]

1 故安井保⾨君の遺した覚書 扇⼀登 平成8年10⽉18⽇ 2枚 鉛筆
「五⼀鈴蘭会誌（⼋年⼗⼆⽉発
⾏）に掲載」とあり。

471-1〜3合綴

2 安井覚書その⼀ 戦艦⻑⾨三式弾のこと 安井保⾨ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

471-1〜3合綴

3 安井覚書その⼆ ⾵船爆弾のこと 安井保⾨ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

471-1〜3合綴

472 故安井保⾨君の遺した覚書 扇⼀登 2枚 鉛筆

473 安井覚書その⼀ 戦艦⻑⾨三式弾のこと 安井保⾨ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

474 安井覚書その⼆ ⾵船爆弾のこと 安井保⾨ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）
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475 安井保⾨「爆⼼地ゼロからの報告書」

安井保⾨（海
軍広島調査団
⻑ 海軍⼤
佐）

4枚
活字（電⼦
式複写）

⾚線、書込あり

476 ファイル 明治38年6⽉17⽇ 1枚
「平成七年⼗⼆⽉以降五⼀、すず
らん会報綴」と表書

477〜479を収
納

477 五⼀鈴蘭会報 103号 五⼀会 平成7年12⽉20⽇ 1冊 活字
扇⼀登「故⼤井篤様並びに豊⽥隈
雄様への弔辞」掲載、⾚線、書込
あり。扇は幹事

476に収納

478 祭⽂ 扇⼀登 平成8年10⽉12⽇ 3枚 鉛筆
扇は五⼀鈴蘭会幹事、平成8年10
⽉12⽇合祀祭のもの

476に収納

479 弔辞 扇⼀登 ⽮野春海 平成8年11⽉16⽇ 3枚
墨書（電⼦
式複写）

扇は五⼀鈴蘭会幹事、遺族⽮野春
海宛

476に収納

480 第三回⻘葉会⽇曜散策 ⻘葉会 平成9年10⽉12⽇ 1枚 ワープロ

481 五⼀鈴蘭会報 105号 五⼀鈴蘭会 平成9年12⽉20⽇ 1冊 活字 扇は幹事

482 五⼀会1997年合祀祭・総会関連写真 明治38年6⽉19⽇ 1枚
写真（電⼦
式複写）

○が付けられている

483 五⼀会1997年合祀祭・総会関連写真 明治38年6⽉19⽇ 1枚
写真（電⼦
式複写）

484 五⼀会1997年合祀祭・総会関連写真 明治38年6⽉19⽇ 1枚
写真（電⼦
式複写）

485
懐かしの軍港都市・横須賀を訪ねるのご案
内

⻘葉会 平成10年2⽉1⽇ 1枚 ワープロ

486 荘林武書翰 荘林武 扇⼀登 平成10年10⽉24⽇ 1通 ペン
「急要処理」と書込あり、祭⽂送
付依頼

487 五⼀鈴蘭会報 106号 五⼀鈴蘭会 平成10年12⽉20⽇ 1冊 活字

488 五⼀鈴蘭会合祀の辞 扇⼀登 平成11年10⽉11⽇ 2枚 鉛筆
表題は内容から。本来3枚のもの
だが、1枚⽬が⽋落

489 封筒（荘林武から扇宛） 平成11年12⽉13⽇ 1枚 ペン
「平成⼗⼀年合祀祭に於ける 
⼀、祭⽂ ⼆、海軍兵学校五⼗⼀
期級会現況」等表書

490〜492を収
納
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490 祭⽂
扇⼀登（五⼀
鈴蘭会幹事）

平成11年10⽉11⽇ 1枚 墨書 489に収納

491 海軍兵学校五⼗⼀期級会の現況
扇⼀登（五⼀
鈴蘭会幹事）

3枚
⼿書（電⼦
式複写）

489に収納

492 荘林武書翰 荘林武 平成11年12⽉13⽇ 2枚 ペン 祭⽂・会報原稿送り状 489に収納

493 海軍兵学校51期級会の現況 扇⼀登 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

494 祭⽂ 扇⼀登 5枚 鉛筆 五⼀会関係草稿 444に収納

495 祭⽂ 1枚 ペン 包紙のみ

496 世話会資料 五⼀鈴蘭会 1枚 鉛筆

497 五⼀鈴蘭会収⽀決算書 五⼀鈴蘭会 1997年3⽉31⽉ 1枚 ワープロ

498 平成8年度⻘葉会会計報告（案） ⻘葉会 1997年3⽉31⽉ 1枚 ワープロ

499 増岡⼀郎死亡記事（3種） 明治38年6⽉19⽇ 1枚
活版（電⼦
式複写）

霞会・南政会

510 霞会有志懇談会出席者 霞会 昭和57年2⽉13⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

511 霞会・南政会出席者名簿 霞会、南政会 昭和54年10⽉1⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

⾚線あり

512 霞会・南政会名簿 霞会、南政会 平成7年6⽉18⽇ 2枚 ワープロ 書込あり

513
霞会・南政会合同懇親会⽋席通知はがき複
写⼀覧

霞会、南政会 明治38年6⽉17⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

514 霞会・南政会合同懇親会について 霞会、南政会 平成7年5⽉8⽇ 1枚 ワープロ 書込あり

515 中浦政吉書翰
中浦政吉（霞
会・南政会世
話⼈）

扇⼀登 平成7年5⽉8⽇ 1通 ペン
霞会･南政会合同懇親会世話⼈承
諾への礼状など

⽔交会

516 ⽔交 258号 ⽔交会 昭和49年12⽉1⽇ 1冊 活字 ⽬次の徳永栄関連⽂に⾚線あり
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517 ⽔交 295号 ⽔交会 昭和53年3⽉1⽇ 1冊 活字
⽬次部分、三代⼀就「中沢佑中将
の追憶―軍令部第1課⻑時代―」
に⾚線あり

518 ⽔交 321号 ⽔交会 昭和55年7⽉1⽇ 1冊 活字
⽬次部分、吉⽥重厚「没後⼀周年
にあたり⾼⽊惣吉提督を偲ぶ」に
⾚線あり

519 ⽔交 331号 ⽔交会 昭和56年6⽉1⽇ 1部 活字
上坂康「津久茂寺の和尚さん」掲
載、書込あり

520 ⽔交 336号 ⽔交会 昭和56年11⽉1⽇ 1冊 活字

521 ⽔交 340号 ⽔交会 昭和57年4⽉1⽇ 1冊 活字

⽬次部分、上坂康「江⽥島の観海
⼭品覚寺―津久茂寺を訪れて」に
⾚線あり。⻄井務「満洲国江防艦
隊」本⽂中に⾚線あり。8⾴に
「扇⽮資材株式会社」名の押印あ
り

522 ⽔交 341号 ⽔交会 昭和57年5⽉1⽇ 1冊 活字

523 ⽔交 342号 ⽔交会 昭和57年6⽉1⽇ 1冊 活字

524 ⽔交 343号 ⽔交会 昭和57年7⽉1⽇ 1冊 活字

525 ⽔交 344号 ⽔交会 昭和57年8⽉1⽇ 1冊 活字

526 ⽔交 345号 ⽔交会 昭和57年9⽉1⽇ 1冊 活字

527 ⽔交 347号 ⽔交会 昭和57年11⽉1⽇ 1冊 活字

528 ⽔交 348号 ⽔交会 昭和57年12⽉1⽇ 1冊 活字 36⾴、訃報欄に⾚線あり

529 ⽔交 349号 ⽔交会 昭和58年1⽉1⽇ 1冊 活字

530 ⽔交 355号 ⽔交会 昭和58年8⽉1⽇ 1冊 活字

531 ⽔交 356号 ⽔交会 昭和58年9⽉1⽇ 1冊 活字

532 ⽔交 357号 ⽔交会 昭和58年10⽉1⽇ 1冊 活字

533 ⽔交 358号 ⽔交会 昭和58年11⽉1⽇ 1冊 活字

534 ⽔交 359号 ⽔交会 昭和58年12⽉1⽇ 1冊 活字

535 ⽔交 361号 ⽔交会 昭和59年3⽉1⽇ 1冊 活字
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536 ⽔交 362号 ⽔交会 昭和59年4⽉1⽇ 1冊 活字

537 ⽔交 365号 ⽔交会 昭和59年7⽉1⽇ 1冊 活字
⽬次部分、藤村義朗「⼭本元帥機
を撃墜したパイロットとの対談
記」に⾚線あり

538 ⽔交 411号 ⽔交会 昭和63年8⽉1⽇ 1部 活字

539 紙袋 扇⼀登 1点
「（⼤切）『調査課の由来』『海
軍省調査課』藤岡泰周稿外」と表
書

540〜545を収
納

540 調査課の由来 藤岡泰周 1部
⼿書（電⼦
式複写）

⾚線・書込あり 539に収納

541 海軍省調査課 藤岡泰周 昭和58年7⽉30⽇ 1部 活字 未定稿 539に収納

542 藤岡論⽂について 世良晃志郎 ⾺場正夫 昭和58年8⽉17⽇ 4丁 ワープロ 539に収納

543 終戦⼯作の経緯 藤村義朗 昭和58年7⽉14⽇ 5枚 活字 於⽔交会、書込あり 539に収納

544 送り状
岡崎邦彦（東
洋研究所）

⾺場正夫 昭和58年5⽉20⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

『昭和研究会』送り状 539に収納

545
昭和社会経済史料集成海軍省資料バックナ
ンバー⼀覧

昭和58年5⽉1⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

⼤東⽂化⼤学東洋研究所刊、⾺場
正夫⽤箋

539に収納

546 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成10年5⽉20⽇ 1通 ペン 聴講会承諾の礼状、送り状

547 聴講会出席者メンバー ⾺場正夫 平成10年5⽉23⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

548 国策を中⼼とした⼤東亜戦争反省録 [...]

1 国策を中⼼とした⼤東亜戦争反省録 扇⼀登 平成10年5⽉13⽇ 4丁
ワープロ
（電⼦式複
写）

補注は⾺場正夫 548-1〜2合綴

2
いま東条⾸相の供述書を読む（⽔交 10
巻5号）

新⾒彰 1丁
活字（電⼦
式複写）

548-1〜2合綴

東郷会

549 東郷 38号 東郷会 昭和45年12⽉1⽇ 1冊 活字
表紙に「独逸特派潜⽔艦記事 稲
葉直宗」とあり、本⽂中にも書込
あり
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550 東郷 55号 東郷会 昭和47年5⽉1⽇ 1冊 活字
司⾺遼太郎「｢海軍⽂明というも
の」掲載、書込あり。黛治夫「⼤
艦巨砲主義を論じる」に傍線あり

551 東郷 82号 東郷会 昭和49年8⽉1⽇ 1冊 活字
泉雅爾「喜望峰を越えて」掲載、
表紙に「伊8潜渡独記」と書込、
⾚線あり

552 東郷 94号 東郷会 昭和50年8⽉1⽇ 1冊 活字

三輪良雄「戦後三⼗年を顧みて」
につき、「保存、よく纏められて
瞰観に適」と表紙に書込、本⽂中
にも書込あり

553 東郷 99号 東郷会 昭和51年1⽉1⽇ 1冊 活字
⼭本啓四郎「「終戦と⽶内海軍⼤
⾂（4）」、⽥畑正美「”狡い”海
軍︖」掲載、表紙に書込あり

554 東郷 110号 東郷会 昭和51年12⽉1⽇ 1部 活字
内⽥⼀⾂「戦争回避の道はありえ
たか」掲載、書込⾚線あり

689に収納

555 東郷 158号 東郷会 昭和55年12⽉1⽇ 1冊 活字
表紙部分、内⽥⼀⾂「及川海相と
⾮戦」に⾚線あり

556 東郷 178号 東郷会 昭和57年8⽉1⽇ 1冊 活字
永盛義夫「庄司及び友永両技術⼤
佐を偲ぶ」掲載、⽬次部分に⾚
線、表紙に書込あり

557 東郷 274号
東郷神社、東
郷会

平成2年9⽉5⽇ 1部 活字
「⼤礼特別観艦式 扇中尉御召艦
榛名乗組中」と表書

松前⽂庫

558 松前⽂庫 31号
東海教育研究
所・松前⽂庫

昭和57年10⽉1⽇ 1冊 活字
扇出席座談会「松前⼆等兵召集の
背景（⼆）」掲載、表紙に書込あ
り

559 松前⽂庫 32号
東海教育研究
所・松前⽂庫

昭和58年1⽉7⽇ 1冊 活字
扇出席座談会「松前⼆等兵召集の
背景（三）」掲載、表紙及び⽂中
に書込あり

560 松前⽂庫 37号
東海教育研究
所・松前⽂庫

昭和59年4⽉1⽇ 1冊 活字
扇出席座談会「続・⼆等兵召集事
件の背景（1）」掲載、表紙に書
込あり
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561 松前⽂庫 38号
東海教育研究
所・松前⽂庫

昭和59年7⽉1⽇ 1冊 メモ1枚 活字
座談会「続・⼆等兵召集事件の背
景（2）」掲載、表紙に貼紙あり

562 松前⽂庫 39号
東海教育研究
所・松前⽂庫

昭和59年10⽉1⽇ 1冊 活字
座談会「続・⼆等兵召集事件の背
景（3）」掲載

563 松前⽂庫 40号
東海教育研究
所・松前⽂庫

昭和60年1⽉7⽇ 1冊 活字

扇出席座談会「続・⼆等兵召集事
件の背景（4）」、「篠原登先⽣
の思い出」掲載ほか、表紙に「⼯
学博⼠篠原登⽒昭和五九年⼗⽉⼗
六⽇逝く、との書込あり

564 近代史における歴史の波動とアジアの将来 松前重義 1部 活字 講演要旨

565 松前⼆等兵召集事件の背景

坂井健吉（東
海⼤学記念事
業室⻑、松前
国際友好財団
事務局次⻑）

1冊 活字 扇出席座談会の記録

566 松前⼆等兵召集事件の背景(その三)

坂井健吉（東
海⼤学記念事
業室⻑、松前
国際友好財団
事務局次⻑）

1冊 活字
表紙に「松前⽒との懇談記録、⼆
等兵召集に対する陸軍の謝罪申⼊
の集会、扇参加」と書込

567 ⽇本の歴史 ⽉報30 ⼩学館 1部 活字
伊藤隆・松前重義対談「『新体
制』の周辺」掲載

568 海軍省調査課のころ 扇⼀登 14枚
⼿書（電⼦
式複写）

「扇⽒控」、「松前⽂庫登載」と
あり

⾼⽊会・⾺場正夫

569 海軍省調査課関係者名簿 1942年6⽉ 1枚 ⾺場正夫送り状 1通
活字（電⼦
式複写）

複写、⽇付に「（︖）」あり、表
紙に「⾼⽊惣吉⽒の遺品から発⾒
されたもの」などとあり

570 封筒 昭和61年11⽉24⽇ 1枚 「⾼⽊会61-11-24」と表書
571〜580-2を
収納

571 第4回⾼⽊会出席者名簿 ⾼⽊会 昭和61年11⽉24⽇ 1枚 ワープロ 570に収納

572 ⾼⽊惣吉少将を偲ぶ 藤岡泰周 1986年11⽉ 1冊 ワープロ ⾚線あり。 570に収納
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573 秋ノ御薬園 ⾼⽊惣吉 2枚
墨書（電⼦
式複写）

⾼⽊惣吉が⼩学五年⽣時に書いた
⽂章と推定される

570に収納

574 思想懇談会開催通知 ⾕川徹三 2⽉13⽇ 2枚
墨書（電⼦
式複写）

服部静夫宛の複写。⽂中「⾼⽊⼤
佐」「扇中佐」等の⽒名あり

570に収納

575 秋季⾼⽊会を迎えて
⾺場正夫（⾼
⽊会世話⼈）

昭和61年11⽉18⽇ 2枚 ワープロ ⾺場は⾼⽊会世話⼈ 570に収納

576
昭和社会経済史料集成 1巻海軍省資料
(1)

⼤東⽂化⼤学
東洋研究所

昭和53年11⽉20⽇ 1冊
活字（電⼦
式複写）

⽬次と解題の複写 570に収納

577 世界と⽇本 498号 内外ニュース 昭和61年8⽉15⽇ 1冊
活字（電⼦
式複写）

内⽥⼀⾂（元海上幕僚⻑）「黙す
る師」複写

570に収納

578 ⾕川さん歓迎のことば 扇⼀登 2枚 ワープロ ⾼⽊会・⾕川徹三関係

579 三五年間の最⼤のトピック ⾺場正夫 昭和61年3⽉20⽇ 3枚 ワープロ
⽇下公⼈「才⼈・堺屋太⼀の着
想」の転載記事含む

580 第四回⾼⽊会記録 [...]

1 第四回⾼⽊会記録 ⾼⽊会 昭和61年11⽉24⽇ 1枚 ワープロ 書込あり
570に収納、
580-1〜2合綴

2 ⽂化会議 213号 ⽇本⽂化会議 明治38年6⽉9⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

書込あり、阿川弘之「『井上成
美』を語る」複写

570に収納、
580-1〜2合綴

581 海軍が与えてくれたもの ⾺場正夫 昭和62年1⽉31⽇ 6枚 ワープロ 書込あり

582 封筒 ⾺場正夫 1枚 「鈴⽊先⽣、湯川⽒」と表書
583〜590を収
納

583 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 昭和63年6⽉1⽇ 1通 ワープロ
送り状。ペンによる添え書きあ
り。

582に収納

584 ⾼⽊会のお知らせ
内⽥⼀⾂、⾺
場正夫

昭和63年5⽉2⽇ 1枚 ワープロ 内⽥・⾺場は⾼⽊会世話⼈ 582に収納

585 ⾼⽊会名簿 ⾼⽊会 1988年5⽉ 2枚 ワープロ 582に収納

586 第6回⾼⽊会出席者名簿 ⾼⽊会 昭和63年6⽉5⽇ 3枚 ワープロ 582に収納

587 追悼 鈴⽊成⾼先⽣ 創⽂社 1988年5⽉ 1冊 活字
創⽂288号抜刷、⾚線あり。鈴⽊
は⾼⽊会会員

582に収納
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588
「墓碑銘 重厚な『古武⼠』湯川盛夫・前
式部官⻑」(週刊新潮)（週刊新潮）

新潮社 昭和63年3⽉31⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

湯川は⾼⽊会会員 582に収納

589
粕⾕⼀希「マスコミ反射鏡98」(鈴⽊成⾼
関連)(選択)（選択）

選択出版 1988年4⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

鈴⽊は⾼⽊会会員 582に収納

590 海軍から与えられたもの ⾺場正夫 昭和63年5⽉27⽇ 8枚 ワープロ ⾚線あり 582に収納

591 封筒 ⾺場正夫 1枚
「⾕川徹三⽒葬儀のこと」と表
書。⾕川は⾼⽊会会員

592〜596を収
納

592 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成1年10⽉19⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

⾕川徹三⽒告別式のことなど。⾕
川は⾼⽊会会員

591に収納

593 メモ ⾺場正夫 1枚 ペン 591に収納

594 ⾕川徹三葬儀会葬御礼 ⾕川俊太郎 平成1年10⽉16⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

591に収納

595 ⾃伝抄 ⾕川徹三 2枚
活字（電⼦
式複写）

「敗戦前後」（p104-p107）複
写。⾕川は⾼⽊会会員

591に収納

596 ⾃伝抄 ⾕川徹三 2枚
活字（電⼦
式複写）

「私の履歴書」（p70-p73）複
写。⾕川は⾼⽊会会員

591に収納

597 封筒 ⾺場正夫 扇⼀登 平成2年4⽉20⽇ 1枚
1⾼⽊会、2鈴⽊先⽣三回忌、3私
の⽃病記、など表書。⾺場正夫法
律事務所封筒。

598〜608を収
納

598 ⼼のあしあと 宮崎勇 昭和44年11⽉24⽇ 7枚
活字（電⼦
式複写）

海軍時代について 597に収納

599 モーツァルトとの出会い ⾺場正夫 昭和48年9⽉27⽇ 3枚 ワープロ 海軍時代の回想 597に収納

600 ダークエイジの四年間 ⾺場正夫 昭和56年12⽉31⽇ 10枚 ワープロ
府⽴三中（両国⾼校）時代につい
て、追記部分は1982年1⽉10⽇

597に収納

601 海軍が与えてくれたもの ⾺場正夫 昭和59年5⽉5⽇ 6枚 ワープロ
1987年1⽉31⽇付と1990年7⽉
14⽇付の添え⽂あり

597に収納

602 私の闘病記 ⾺場正夫 平成2年3⽉20⽇ 1冊 ワープロ ⽂中、扇への⾔及あり。 597に収納

603 ⾼⽊会・鈴⽊先⽣三回忌開催の連絡 ⾺場正夫 平成2年4⽉20⽇ 3枚
⼿書（電⼦
式複写）

597に収納
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604 鈴⽊成⾼先⽣を偲ぶ会出席者リスト
鈴⽊成⾼先⽣
を偲ぶ会発起
⼈

平成2年7⽉14⽇ 1枚 ワープロ
扇、⾺場は発起⼈の⼀⼈。⾚線あ
り

597に収納

605 世良先⽣を偲ぶ会出席者名簿
世良先⽣を偲
ぶ会

平成3年4⽉4⽇ 1枚 ワープロ ⾚線、書込あり 597に収納

606 追悼 世良晃志郎先⽣
世良先⽣を偲
ぶ会

平成3年4⽉4⽇ 3枚
活字（電⼦
式複写）

「世良晃志郎先⽣略歴および主要
業績」、⾺場正夫「世良さんの思
い出」収録。⾚線・書込あり

597に収納

607 世良美枝⼦書翰
世良美枝⼦
（世良晃志郎
妻）

扇⼀登 平成3年4⽉8⽇ 1通 封筒 ペン
「世良晃志郎先⽣を偲ぶ会」参列
への礼状

597に収納

608
英⽂メモ（to be a part of it without
being a part of it）

1枚 ペン 597に収納

609 終戦⽉を迎えて ⾺場正夫 平成2年8⽉1⽇ 3枚 ワープロ

610 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成2年8⽉27⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

⾼⽊会⽇程についてなど

611 バリックパパンの思い出 [...]

1 バリックパパンの思い出 ⾺場正夫 平成3年1⽉20⽇ 1枚
⾺場正夫送り状
（1991.1.20） 1通

ワープロ 611-1〜2合綴

2 ⾼⽊さんを偲ぶ ⾺場正夫 平成3年1⽉25⽇ 2枚 ワープロ 611-1〜2合綴

612 封筒 宮崎勇 1枚

扇⼀登宛、「宮崎夫⼈追悼号寄稿
原稿（⻁ノ⾨会）」など表書。宮
崎は⾼⽊会会員。⻁ノ⾨会は⾼⽊
惣吉を中⼼に活動。

613〜628を収
納

613 宮崎夫⼈の追悼号を読んで 扇⼀登 4枚 ペン 「⻁ノ⾨会経緯」と書込 612に収納

614 花落ちて⽊猶⾹ 鈴⽊宗忠 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

故宮崎みどり追悼集への寄稿 612に収納

615 ⼀期⼀会
真崎秀樹（外
務省参与、宮
内庁御⽤掛）

2枚
⼿書（電⼦
式複写）

故宮崎みどり追悼集への寄稿 612に収納
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616 故宮崎みどり追悼集への寄稿

⽯⽥捨雄（元
海軍少佐・海
将・海上幕僚
⻑・東郷神社
責任役員）

2枚
⼿書（電⼦
式複写）

612に収納

617 妻への⼿紙 宮崎勇 昭和21年11⽉18⽇ 1通
⼿書（電⼦
式複写）

結婚10年⽬に贈った⼿紙 612に収納

618 ⾼⽊惣吉少将の思い出 ⾼⽊成 1979年9⽉ 1冊 活字
「（七・七忌集会）参集者名簿住
所等」と表書、扇の追悼談掲載

612に収納

619 永遠の愛もて愛す
吉⼭登（レデ
ンプトール会
管区⻑）

1988年2⽉ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

故宮崎みどり追悼集への寄稿 612に収納

620 宮崎勇書翰 宮崎勇 扇⼀登 昭和63年3⽉4⽇ 1通 ペン 送り状 612に収納

621 宮崎勇書翰 宮崎勇 藤岡泰周 昭和63年3⽉4⽇ 1通
⼿書（電⼦
式複写）

著書送付への礼状、⻁の⾨会につ
いてなど。⾚線・書込あり

612に収納

622 創⽂ 301号 創⽂社 平成1年7⽉1⽇ 1冊
⾺場正夫送り状
(1989.7.6) 1通

活字

「追悼・世良晃志郎先⽣」特集。
⾺場正夫「世良さんの思い出」等
掲載。表紙に「⾺場正夫さんの追
悼記」との書込あり

612に収納

623 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成3年1⽉7⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

世良先⽣三回忌関連 612に収納

624 世良晃志郎先⽣を偲ぶ会案内
世良先⽣を偲
ぶ会発起⼈

1991年2⽉ 1通 活字
⾺場正夫が発起⼈のひとり。⾚線
あり

612に収納

625 ⼩⼭貞夫書翰 ⼩⼭貞夫 ⾺場正夫 平成3年3⽉24⽇ 1通
墨書（電⼦
式複写）

世良晃志郎先⽣を偲ぶ会関連の報
告､⾚線あり

612に収納

626 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成3年3⽉26⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

⾼⽊⽂集作成経過と⼩⼭貞夫書翰
（1991.3.24）写しの送付状

612に収納

627 ⼩⼭貞夫書翰 ⼩⼭貞夫 扇⼀登 平成3年4⽉4⽇ 1通 封筒 ペン 世良先⽣を偲ぶ会出席への礼状 612に収納

628 世良晃志郎先⽣を偲ぶ会出席者名簿
世良先⽣を偲
ぶ会

明治38年6⽉13⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

⾚線、書込あり 612に収納

629 ⾼⽊惣吉⼗三回忌法要来席者名簿
川越重男、川
越ハナエ

平成3年7⽉27⽇ 2枚 ワープロ ⽇付は法要の⽇。⾚線、書込あり
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630 ⾺場正夫書翰 [...]

1 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成7年2⽉19⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

近況など 630-1〜3合綴

2 終戦50年の回想と⽇本 ⾺場正夫 平成7年2⽉18⽇ 1枚 ワープロ
インドネシア美術研究会における
⾺場正夫（同会理事）の講演レジ
ュメ

630-1〜3合綴

3 ワヤンを楽しむ 松本亮 1枚 ワープロ 630-1〜3合綴

631 ⾺場正夫書翰 [...]

1 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成7年3⽉30⽇ 1通 ペン 631-1〜3合綴

2
別冊歴史読本特別増刊 戦争裁判処刑者
1000

新⼈物往来社 平成5年8⽉27⽇ 4枚
活字（電⼦
式複写）

「豊⽥隈雄⽒に聞く BC級戦犯
裁判の真相」の複写。⾺場正夫が
送ったもの。

631-1〜3合綴

3 ⾼⽊会御報告 ⾺場正夫 平成7年3⽉30⽇ 3枚 ワープロ 631-1〜3合綴

632 封筒 ⾺場正夫 1枚 扇⼀登宛
633〜638を収
納

633 お別れの⾔葉 ⾼⽊惣吉 昭和44年2⽉25⽇ １枚
ペン（電⼦
式複写）

  632に収納

634 お知らせ
霞会・南政会
世話⼈⼀同

昭和54年10⽉11⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

⾼⽊成「霞会の皆様へ」など記
載。

632に収納

635 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成7年6⽉20⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

礼状ほか 632に収納

636 ⽯原慎太郎「Noと⾔える⽇本」について ⾺場正夫 平成7年6⽉20⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

632に収納

637 太平洋戦争について思う ⾺場正夫 平成7年6⽉20⽇ 6枚 ワープロ
『⼤本営参謀の太平洋戦争 瀬島
⿓三インタビュー』への感想。同
書の⽬次・あとがきも所載

632に収納

638
⽇本を滅亡から救った男-海軍少将⾼⽊惣
吉-構成案

熊本県⺠テレ
ビ

平成7年8⽉13⽇ 3枚 ワープロ
⽇付は放送予定⽇。テレビ局「⽯
元」⽒から⾺場正夫宛に送られた
もの。

632に収納

639 封筒 ⾺場正夫 1枚
640〜643を収
納
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640 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成8年12⽉5⽇ 1通 ペン
南ボルネオ会、「朝まで⽣テレ
ビ」（帝国軍⼈50⼈）について
など。⾚線あり

639に収納

641 朝まで⽣テレビに出演してのコメントなど ⾺場正夫 平成8年12⽉4⽇ 4枚 付箋メモ1枚貼付
ペン（電⼦
式複写）

表題は整理者、「朝まで⽣テレ
ビ」関連の資料2枚を含む

639に収納

642 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫
福⾕薫（海将
補・海幕教育
⼈事部⻑）

平成8年12⽉1⽇ 1通
ペン（電⼦
式複写）

⾼⽊惣吉終戦⼯作ビデオの送り状 639に収納

643 南ボルネオ会結成四⼆周年を迎えて ⾺場正夫 2枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

639に収納

644 封筒
靖国神社社務
所

1枚
「⼀応⾒た まあ残しておくか」
と表書

444に収納。
645〜647を収
納か

645 読書(会)の功徳 [...]

1 読書(会)の功徳 ⾺場正夫 平成9年7⽉5⽇ 4枚 ワープロ
644に収納か。
645-1〜2合綴

2
⽵本孫⼀「このままでいいか ⽇本の政
治」（⾚旗）

⽇本共産党中
央委員会

平成9年6⽉22⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

⽵本は元・⺠社党政審会⻑。
644に収納か。
645-1〜2合綴

646 52回⽬の終戦記念⽇を迎えて [...]

1 52回⽬の終戦記念⽇を迎えて ⾺場正夫 平成9年8⽉5⽇ 4枚 ワープロ
644に収納か。
646-1〜2合綴

2 ⽇本帝国海軍はなぜ敗れたか 吉⽥俊雄 平成7年12⽉15⽇ 4枚
表紙に付箋1枚貼付あ
り

活字（電⼦
式複写）

表紙と⽬次などのみ複写。
644に収納か。
646-1〜2合綴

647 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫
扇⼀登・内⽥
⼀⾂

平成9年8⽉9⽇ 1通
カーボン複
写（⼿書）

送り状 644に収納か

648 封筒 ⾺場正夫 扇⼀登 平成9年8⽉20⽇ 1枚 扇⼀登宛
444に収納。
649〜650を収
納

649 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫
扇⼀登・内⽥
⼀⾂

平成9年8⽉20⽇ 1通 ペン 「終戦記念⽇覚書」など送り状 648に収納
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650 終戦記念⽇覚え書(追記) ⾺場正夫 平成9年8⽉20⽇ 5枚 ワープロ
「末尾の⼀節」と付記。「付論」
の⽇付は97年の誤りか

648に収納

651 短現クラブ諸兄へ ⾺場正夫 平成10年4⽉29⽇ 3丁
ワープロ
（電⼦式複
写）

652 終戦記念⽇を意識した読書について [...]

1 終戦記念⽇を意識した読書について ⾺場正夫 平成10年8⽉27⽇ 1冊
⾺場正夫送り状
（1998.10.28） 1通

ワープロ 652-1〜3合綴

2 戦争を語りつぐ 早⼄⼥勝元 平成10年7⽉21⽇ 1冊
活字（電⼦
式複写）

まえがきと⽬次の複写 652-1〜3合綴

3 侵略の世界史 清⽔馨⼋郎 平成10年7⽉21⽇ 1冊
活字（電⼦
式複写）

はしがきと⽬次の複写 652-1〜3合綴

653 新春読書始めの記 ⾺場正夫 平成11年1⽉5⽇ 1冊
⾺場正夫書翰
（1999.1.5、近
況） 1通

ワープロ 扇についての記述あり

654 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成11年8⽉19⽇ 1通 ペン
川越「打倒東条への道」について
など

655 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 扇⼀登 平成11年8⽉19⽇ 1通 ペン 礼状

⼩野寺和平⼯作

656 封筒 藤村義朗 扇⼀登 昭和51年3⽉20⽇ 1枚
「『藤村中佐ダレス⼯作繞る経
緯』⼩島武官宛⼿紙」と表書き

657〜659を収
納

657 藤村義朗書翰 藤村義朗 扇⼀登 昭和51年3⽉20⽇ 1通
⼿書（電⼦
式複写）

藤村発⼩島秀雄宛書翰の複写につ
いて

656に収納

658 藤村義朗書翰 藤村義朗 ⼩島秀雄 昭和51年3⽉20⽇ 1通
⼿書（電⼦
式複写）

『⽔交』3⽉号での指摘に関連し
て

656に収納

659 メモ（藤村ダレス⼯作テレビ放送） 扇⼀登 1975年12⽉ 2枚 ペン 656に収納

660 松阪政経研究 7巻1号
松阪⼤学学術
研究会

平成1年3⽉20⽇ 1冊 活字

内⼭正熊「終戦外交の⼀断⾯-ス
ウェーデンにおける和平活動」掲
載。「⼩野寺関係」「扇⼤佐のこ
と詳細」と表書。⾚線あり
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661
ステッラ・ポラーリス作戦と⽇本（『軍事
史学』 108号）

錦正社 平成4年3⽉1⽇ 1冊
⼩野寺百合⼦送り状 
1通

活字（電⼦
式複写）

662
ステッラ・ポラーリス作戦と⽇本 抜刷
（『軍事史学』 108号）

錦正社 平成4年3⽉1⽇ 1冊
⼩野寺百合⼦送り状
（1994.7.28） 1通

活字
「⼩野寺百合⼦⽒より贈6年7⽉
29⽇」と表書

663
⼆つの和平⼯作と扇海軍⼤佐（『正論』平
成5年1⽉号）

佐々⽊凛⼀ 1993年1⽉ 4枚 封筒 1枚
活字（電⼦
式複写）

664
⼆つの和平⼯作と扇海軍⼤佐（『正論』平
成5年1⽉号）

佐々⽊凛⼀ 1993年1⽉ 4枚
活字（電⼦
式複写）

665
⼩野寺武官の“戦い”︓北欧の地の情報戦と
リビコフスキーのこと（正論）

⼩野寺百合⼦ 1993年5⽉ 1冊
活字（電⼦
式複写）

⾚線あり

666
扇⼀登⼤佐と和平⼯作（『丸』別冊 戦争
と⼈物13-⼈物・太平洋戦争）

藤岡泰周 平成7年2⽉15⽇

同⽂
10点
（各8
枚）

封筒1点
活字（電⼦
式複写）

667
扇⼀登⼤佐と和平⼯作（『丸』別冊 戦争
と⼈物13-⼈物・太平洋戦争）

藤岡泰周 平成7年2⽉15⽇ 8枚
活字（電⼦
式複写）

668 ＪＰ編集部書翰 JP編集部 ⼩野寺百合⼦ 平成7年6⽉16⽇ 1通
⼩野寺百合⼦送り状 
1通

⼿書（電⼦
式複写）

1945年の夏⾄祭について

669 封筒 平成8年4⽉8⽇ 1枚
「⼩野寺百合⼦さんより『陸軍の
「偕⾏」誌に載せたもの』とし
て」受領などと表書

444に収納。
670〜671を収
納か

670 いわゆる北欧における和平⼯作 ⼩野寺百合⼦ 1冊 活字 ⾚線、書込あり。 669に収納か

671 いわゆる北欧における和平⼯作「資料」 ⼩野寺百合⼦ 1冊 印刷 669に収納か

672 封筒
（「著者より
受」ほか表書
き）

平成7年12⽉3⽇ 1枚 扇⼀登
673〜676を収
納

673
いわゆる北欧における和平⼯作︓『バルト
海のほとりにて』のうち

⼩野寺百合⼦ 1部 活字 672に収納

674 いわゆる北欧における和平⼯作 ⼩野寺百合⼦ 平成7年12⽉4⽇ 1部 活字 「追記」あり 672に収納

675 いわゆる北欧における和平⼯作「資料」 ⼩野寺百合⼦ 平成7年12⽉3⽇ 1部 印刷 672に収納
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676 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

昭和20年4⽉3⽇ 4枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1626、書込あり 672に収納

677 Gerhard Krebs書翰
Gerhard
Krebs

⼩野寺百合⼦ 平成8年5⽉4⽇ 1通
メモ（送り状）1枚添
付

タイプ
Vierteljahrshefte fur
Zeitgeschichte 誌掲載予定の論
⽂（⼩野寺⼯作関連）について

678
AUSSICHTSLOSE
SONDIERUNG（Vierteljahrshefte fur
Zeitgeschichte）

Gerhard
Krebs

13枚
Gerhard Krebs送り状
（1997.8.10） 1通

活字（複
写）

679
ヤルタ協定『ソ連の対⽇参戦半年前に打
電』⼩野寺武官の未亡⼈語る（産経新聞⼣
刊）

産経新聞社 平成9年8⽉13⽇ 1枚
封筒 1枚、湯川貞⼦
送り状
（1997.8.15） 1通

活字（電⼦
式複写）

680 ⼩野寺百合⼦書翰 ⼩野寺百合⼦ 扇⼀登 平成9年9⽉30⽇ 1通 封筒1枚添付 ペン
伯林ドクタークレープ⽒の⼿紙の
件について。⾚線あり。

681 封筒 ⼩野寺百合⼦ 平成9年10⽉11⽇ 1枚
封筒のみ。「重要資料 ⼩野寺」
と表書。

682
3⽉31⽇死去 ⼩野寺百合⼦さん（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 平成10年4⽉22⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

683 ビニール袋（藤村義朗報告書） 1枚
684〜687を収
納

684 "MAGIC"DIPLOMATIC SUMMARY

WAR
DEPARTMENT
Office of A.C.
of S.,G-2

昭和20年7⽉11⽇ 1枚
タイプ 
（電⼦式複
写）

「前回指摘の通り、⼩野寺がスェ
ーデン外務省を通じて和平⼯作の
動きを⾒せていることを岡本は察
知」と書込あり

683に収納

685 ⼤井篤君履歴より 1枚 鉛筆 683に収納

686
藤村義朗中佐陳述(原本)(アレン・ダレス
との和平交渉)

⼤井篤 明治38年5⽉4⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

「扇⽤」、「マッカーサー司令部
歴史課勤務時代集収資料のう
ち」・「『⽂芸春秋』（1951年
5⽉号）には多少⼿を⼊れて掲
載」などと付記、⾚線あり

683に収納

687 朝⽇新聞 朝⽇新聞社 平成11年3⽉28⽇ 1部 新聞
「100⼈の20世紀ヘルベルト・
フォン・カラヤン」掲載

683に収納

688 ファイル 1枚
ファイルのみ。「北欧に於ける和
平⼯作」と記す
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戦争指導史研究

689 封筒(戦争指導史研究関係) 扇⼀登 1枚 ペン
⾼⽊惣吉宛、防衛庁海上幕僚監部
調査部封筒、「戦争指導史研究関
係」と表書

554、690〜
695を収納

690 末次⼤将評価 [...]

1 末次⼤将評価 扇⼀登 1枚 ペン
690-1〜3合
綴、689に収納

2 中⼭定義書翰 中⼭定義 扇⼀登 昭和49年7⽉4⽇ 1通 ペン 内⽥質問書送り状
690-1〜3合
綴、689に収納

3 質問事項 内⽥ 昭和49年7⽉2⽇ 2枚 鉛筆
⽮部研究資料・末次⼤将評価につ
いてなど

690-1〜3合
綴、689に収納

691 質問書 内⽥⼀⾂ 扇⼀登 昭和53年2⽉8⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

質問状（複写）、開戦時の海軍の
態度についてなど

689に収納

692 メモ(研究会) 扇⼀登 昭和58年2⽉25⽇ 1枚 ペン
⽂頭に「53-2-25研究会（上⼤崎
寮」とあり

689に収納

693 海軍の開戦決意（新⼈物往来史） ⼤井篤 1986年2⽉ 4丁
活字（電⼦
式複写）

689に収納

694 メモ(第三次近衛内閣総辞職当時の状況) 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

689に収納

695 いま問う『東京裁判』（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1枚 活字 689に収納

696 乾杯挨拶 扇⼀登 3枚 ワープロ 海軍と環境庁

その他

697 及川古志郎先⽣ [...]

1 及川古志郎先⽣ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⾼⽥少将談話関係」とあり 697-1〜2合綴

2 及川さんの学問を語る 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⾼⽥少将談話関係」とあり 697-1〜2合綴

698
昭和⼗⼋年以降紀念署名帳(在欧帝国海軍
武官会議)

明治38年4⽉26⽇ 1綴
ペン（電⼦
式複写）

於独伊瑞典
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699
Overlamnas av Utrikesdepartementet
till kapten B.Brattberg, for kannedom.

昭和20年6⽉7⽇ 1枚
タイプ（電
⼦式複写）

「ベルリンよりデンマーク経由ス
ウェーデンマルメに逃げ込んだ海
軍⼀⾏名簿」と書込、扇の名もあ
り

444に収納

700
⽇⽀国交調整原則に関する協議会議事要録
[...]

1 ⽇⽀国交調整原則に関する協議会議事要録
⽮野書記官・
扇⼀登少佐

1部
活字（電⼦
式複写）

700-1〜2合綴

2 ⽇⽀新関係調整⽅針(御前会議決定) 1枚
活字（電⼦
式複写）

700-1〜2合綴

701 封筒
古村君の思い
出編集委員会

扇⼀登 1枚
1428に収納、
702〜704を収
納

702 古村提督略歴
古村君の思い
出編集委員会

1枚
⼿書（電⼦
式複写）

701に収納

703 記者の⽬（東京新聞） 東京新聞社 平成9年4⽉12⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

⺠社党永末・⽮部貞治語録 701に収納

704 古村啓蔵・元戦艦武蔵艦⻑告別式 1枚
活字（電⼦
式複写）

701に収納

705 海軍兵学校連合クラス会全国⼤会
海軍兵学校連
合クラス会全
国⼤会事務局

昭和58年8⽉2⽇ 1枚 活字 1428に収納

706 岡中将履歴抜粋 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

岡敬純の履歴

707 岡敬純履歴 扇⼀登 １枚 ペン
作成者は推定。表題は⼊⼒者によ
る。書込あり。

708 海軍陸戦隊 ⿅⼭誉 1993年3⽉ 1冊
封筒 1枚、送り状 1
通

活字
⿅⼭は海兵六⼗五期、海軍歴史保
存会に提出した原稿

709 随想録(⼀) 実松譲 1995年2⽉ 1冊
⼿書（電⼦
式複写）

写真2枚貼付

710 私の⾜あと(年表) 板垣⾦信 1976年1⽉ 1冊 送り状 1通 活字 喜寿記念
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711 戦務 渡辺安次 昭和42年9⽉18⽇ 1冊 正誤表 1枚 活字

712
⽀那事変と⽇本海軍︓政戦略の視点から⾒
た事変の勃発と拡⼤

影⼭好⼀郎
（防衛研究所
主任研究官）

平成8年8⽉8⽇ 1冊 送り状 1通 活字

713
⼤本営海軍部 ⼤東亜戦争開戦経緯に関す
る考察

内⽥⼀⾂（防
衛研修所戦史
部調査員）

昭和55年2⽉5⽇ 1冊 活字 ⾚線書込あり 444に収納

714 平成6年度戦史研究発表会 防衛研究所 平成6年7⽉5⽇ 1冊 活字 書込あり
444に収納。
715〜716挿⼊

715 戦史研究発表会案内状
廣中佑⾒（防
衛研究所⻑）

1994年5⽉ 1枚 ワープロ 714に挿⼊

716 戦史研究発表会発表題⽬ 防衛研究所 明治38年6⽉16⽇ 1枚 ワープロ 714に挿⼊

717
平成7年度調査研究実施概要(報告) 『⽀
那事変と⽇本海軍』

影⼭好⼀郎
（戦史部第⼀
戦史研究室主
任研究官）

平成8年2⽉22⽇ 1冊 ワープロ 444に収納

718 痛恨︕ダレス第⼀電 藤村義朗 昭和62年10⽉8⽇ 7枚
封筒 1枚、藤村義朗
送り状 1通、⽂芸春
秋転載依頼 1通

活字
『⽂芸春秋』にみる昭和史」掲載
のゲラ

719 封筒 三輪宗弘 扇⼀登 平成3年8⽉8⽇ 1枚
720〜722を収
納

720 三輪宗弘書翰 三輪宗弘 扇⼀登 平成3年8⽉7⽇ 1通 ペン 719に収納

721 満州事変の⾒直し（朝⽇新聞） 藤村道⽣ 昭和57年3⽉11⽇
同⽂2

枚
活字（電⼦
式複写）

719に収納

722 宣誓供述書 ⾼⽥利種 8枚
⼿書（電⼦
式複写）

719に収納

723 編集後記（『⽂化会議』 213号） 鈴⽊重信 昭和62年3⽉1⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

阿川弘之『井上成美』について

724 封筒 太⽥弘毅 扇⼀登 昭和56年6⽉30⽇ 1枚
725〜729を収
納

725 野地宗助書翰 野地宗助 扇⼀登 昭和56年3⽉25⽇ 1通 ペン 太⽥弘毅紹介状 724に収納
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726
海軍南⽅占領地に進出した⽇本の企業各社
（『東南アジア研究』18巻3号）

太⽥弘毅 1980年12⽉ 1部 送り状 活字 724に収納

727
海軍セレベス⺠政部の軍政（『南⽅⽂化』
7輯）

太⽥弘毅 1980年12⽉ 1部 活字 724に収納

728
海軍の兵補制度について（『政治経済史
学』179号）

太⽥弘毅 1981年4⽉ 1部 活字 724に収納

729 太⽥弘毅書翰 太⽥弘毅 扇⼀登 1通 ペン ⾯会依頼、論⽂送り状 724に収納

730 封筒 宮崎勇 扇⼀登 平成2年11⽉14⽇ 1枚
731〜732を収
納

731 宮崎勇書翰 宮崎勇 扇⼀登 平成2年11⽉14⽇ 1通
明治天皇肖像 1枚、
⼭梨勝之進揮毫写真 
1枚

ペン 730に収納

732 互和の友へ 鎌倉⼀閑⼈より 宮崎勇 8枚
⼿書（電⼦
式複写）

730に収納

【扇⽮資材株式会社関係資料】

733 封筒
扇⽮資材株式
会社

1枚 「会社経歴書」と表書

734 経歴書
扇⽮資材株式
会社

1冊 活字 代表住所は江東区深川

735 経歴書
扇⽮資材株式
会社

1冊
⼿書（電⼦
式複写）

代表住所は杉並区下⾼井⼾

736 経歴書
扇⽮資材株式
会社

1冊
⼿書（電⼦
式複写）

代表住所は杉並区下⾼井⼾。社印
あり

737 封筒 1枚 「会社創⽴関係書類」など表書
738〜753を収
納

738 感謝状
⽔野⾦⼀郎
（秋⽥営林局
⻑）

昭和28年4⽉29⽇ 1枚 墨書 扇⼀登宛 737に収納

739 法⼈設⽴申告書 扇⼀登 1962年7⽉ 1枚 ペン
杉並税務署⻑宛、扇⽮資材株式会
社

737に収納
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740 扇⽮資材株式会社 定款
扇⽮資材株式
会社発起⼈

昭和37年6⽉26⽇ 1冊 封筒1枚付属 活字
会社保存原本、扇は発起⼈7⼈の
⼀⼈

737に収納

741 事業開始申告書 扇⼀登 1962年7⽉ 1枚 ペン 東京都知事宛、扇⽮資材株式会社 737に収納

742 第15回定時株主総会議事録
扇⽮資材株式
会社第15回定
時株主総会

昭和51年11⽉29⽇ 1冊
⼿書（電⼦
式複写）

内容は株主総会、取締役会議の議
事録、扇⽮資材株式会社の登記簿
抄本など

737に収納

743 法⼈税額の確定申告書控
扇⽮資材株式
会社

昭和39年11⽉30⽇ 9枚
⼿書（電⼦
式複写）

杉並税務署⻑宛、⾃昭和38年10
⽉1⽇⾄昭和39年9⽉30⽇事業年
度。決算報告書も含む。

737に収納

744 登記簿抄本
東京法務局杉
並出張所登記
官

昭和44年7⽉10⽇ 1枚 封筒1枚付属 ペン
扇⽮資材株式会社本店住所登記簿
抄本

737に収納

745 給与⽀払開始申告書
扇⽮資材株式
会社

1962年7⽉ 1枚 ペン 杉並税務署⻑宛 737に収納

746
源泉徴収税額等の納期の特定に関する申請
書

扇⽮資材株式
会社

1962年7⽉ 1枚 ペン 杉並税務署⻑宛 737に収納

747 法⼈税額の確定申告書控
扇⽮資材株式
会社

昭和37年11⽉30⽇ 8枚
カーボン複
写（⼿書）

杉並税務署⻑宛、⾃昭和37年6⽉
27⽇⾄昭和37年9⽉30⽇事業年
度。損益計算書なども含む。

737に収納

748 事業税の確定申告書
扇⽮資材株式
会社

昭和37年11⽉2⽇ 1枚 ペン
東京都税務事務所⻑宛、⾃昭和
37年6⽉27⽇⾄昭和37年9⽉30
⽇

737に収納

749 ⻘⾊申告書提出の承認申請書
扇⽮資材株式
会社

昭和37年7⽉7⽇ 1枚 ペン 杉並税務署⻑宛 737に収納

750 解散時貸借対照表・損益計算書
扇⽮資材株式
会社

昭和37年8⽉15⽇ 6枚 活字
⾃昭和37年6⽉1⽇⾄昭和37年8
⽉15⽇。

737に収納

751 発起⼈同意書
扇⽮資材株式
会社発起⼈

昭和37年6⽉26⽇
同⽂3

枚
活字 扇は発起⼈7⼈のひとり 737に収納

752 印鑑証明交付申請 扇⼀登 昭和37年7⽉9⽇ 1枚 封筒1枚付属 ペン 東京法務局杉並出張所宛 737に収納

753 扇⽮資材株式会社発起⼈印鑑 扇⼀登ほか 2枚
2枚⽬に収⼊印紙貼付
あり

ペン 4名分 737に収納
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754 総勘定元帳
扇⽮資材株式
会社

昭和54年10⽉1⽇ 1冊 ペン
昭和54年10⽉1⽇-昭和55年9⽉
30⽇

755 元帳
扇⽮資材株式
会社

昭和54年10⽉1⽇ 1冊 ペン
昭和54年10⽉1⽇-昭和55年9⽉
30⽇

756 元帳
扇⽮資材株式
会社

昭和54年3⽉16⽇ 1冊
ペン（電⼦
式複写）

昭和54年3⽉16⽇-10⽉27⽇

757 元帳
扇⽮資材株式
会社

昭和39年10⽉1⽇ 1冊 ペン
昭和39年10⽉1⽇-昭和40年9⽉
30⽇

758 元帳
扇⽮資材株式
会社

明治38年6⽉17⽇ 1冊 ペン 昭和60年-平成7年
759〜785、
936が挿⼊

759 シール（振込みのお知らせ）
⼤蔵省会計セ
ンター

1枚 活字 758に挿⼊

760 消費税の事務取扱いのお願い
協和ミラー販
売株式会社営
業本部

お得意様各位 平成1年3⽉20⽇ 1枚 ワープロ 758に挿⼊

761 消費税転嫁についてのお願い 帝⾦株式会社 お得意様各位 平成1年3⽉1⽇ 1枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

758に挿⼊

762 消費税転嫁についてのお願い 帝⾦株式会社 お得意様各位 平成1年3⽉1⽇ 1枚 ワープロ 758に挿⼊

763 元帳（断⽚） 1枚 ペン 書式のみ 758に挿⼊

764 国庫⾦振込通知書 東京営林局 平成6年3⽉29⽇ 1枚 活字 通⾏⽌ゲート代 758に挿⼊

765 封筒
林野弘済会東
京⽀部

扇⽮資材株式
会社

平成6年4⽉14⽇ 1枚 封筒のみ 758に挿⼊

766 請求書控送り状
林野弘済会⾼
地⽀部

平成3年4⽉22⽇ 1枚
ペン（電⼦
式複写）

758に挿⼊

767 請求書控
扇⽮資材株式
会社

平成3年8⽉13⽇ 1枚
⼿書（カー
ボン複写）

林野弘済会⾼知⽀部宛。書込あり 758に挿⼊

768 ⽀払請求書控
扇⽮資材株式
会社

平成6年2⽉23⽇ 2枚
ペン（電⼦
式複写）

品⽬「⼤崎式通⾏⽌ゲート」7基 758に挿⼊

769 ⽀払請求書控
扇⽮資材株式
会社

1枚 ペン
「カーブミラー」2基、「道路標
識版」8基

758に挿⼊
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770 納⼊内訳表
扇⽮資材株式
会社

1枚 ペン
「曲線反射鏡」10基、沼津御殿
場製品事業所

758に挿⼊

771 曲線反射鏡納⼊内訳表 2枚 ペン
納付場所は⽔⼾・平塚・笠間各営
林署。書込あり

758に挿⼊

772 納品書
協和ミラー販
売株式会社

平成6年4⽉19⽇ 1枚 活字 758に挿⼊

773 道路反射鏡価格
協和ミラー販
売株式会社

1枚 活字 昭和60年版 758に挿⼊

774 ステンレスミラー価格表
協和ミラー販
売株式会社

2枚 活字 昭和57年度、書込あり 758に挿⼊

775 協和ミラー販売株式会社送り状
協和ミラー販
売株式会社

扇⽮資材株式
会社

平成6年4⽉19⽇ 1枚 封筒 ワープロ
「納品書在中」とあるも送り状と
封筒のみ

758に挿⼊

776
メモ（「中村署⼟⽊係」「ミラー、ステン
レス中600」など）

扇⼀登 平成6年3⽉14⽇ 1枚 鉛筆
⽇独協会のドイツ語講座案内葉書
にメモ。⽇付は葉書の⽇付を準⽤

758に挿⼊

777
メモ（「ミラー」「ヤナセ」「脚付」な
ど）

扇⼀登 1枚 鉛筆 758に挿⼊

778 メモ（「￥30，000脚抜き」） 扇⼀登 1枚 鉛筆 758に挿⼊

779 メモ（「⾼知弘済会」など） 扇⼀登 1枚 鉛筆 758に挿⼊

780 メモ（「札弘会」など） 扇⼀登 2⽉17⽇ 1枚 鉛筆 758に挿⼊

781 メモ（「⻘森林弘」「書類を送付」など） 扇⼀登 2⽉9⽇ 1枚 鉛筆 758に挿⼊

782
メモ（「アミベツ」「札幌」「納期」な
ど）

扇⼀登 1枚 鉛筆 758に挿⼊

783 メモ（「通⾏⽌ゲート」など） 扇⼀登 1枚 鉛筆 758に挿⼊

784 メモ（「⼤崎式通⾏⽌ゲート」など） 扇⼀登 1枚 ペン 758に挿⼊

785 終業挨拶状
扇⼀登（扇⽮
資材株式会社
代表取締役）

平成7年11⽉15⽇ 2枚
ペン（電⼦
式複写）

758に挿⼊

786 林道⽤標識板仕様等
扇⽮資材株式
会社

1枚
鉛筆（電⼦
式複写）

標識版の仕様、価格

【⽇記・⼿帳・アルバム類】
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787 アルバム 扇⼀登 明治38年4⽉6⽇ 1冊 写真
『扇⼀登オーラル・ヒストリー』
pp.10〜12に登場する「ジョニ
ー」さんのアルバムか

788 遠航記事(⽇記) 扇⼀登 ⼤正13年11⽉30⽇ 1冊 ペン
〜2⽉12⽇。後半に英⽂の書翰草
稿あり

789が挿⼊

789 扇⼀登書翰草稿 扇⼀登 （mother） ⼤正13年1⽉29⽇ 1通 ペン シドニーから
788に挿⼊
（12⽉18⽇部
分）

790 原稿ノート 1927-4.10.Shanghai 扇⼀登 昭和2年4⽉10⽇ 1冊 ペン 〜1935年。断続的に記述
791〜798が挿
⼊

791 俳句のメモ 扇⼀登 4⽉10⽇ 1枚 ペン 790に挿⼊

792
「⽇⽀新条約調印式場の両国交渉委員」
（⼤阪朝⽇新聞）

⼤阪朝⽇新聞
社

昭和15年12⽉1⽇ 1枚 活字 790に挿⼊

793 「随員の顔触れ」（東京朝⽇新聞）
東京朝⽇新聞
社

昭和15年4⽉7⽇ 1枚 活字 790に挿⼊

794 「1936年欧⽶・動きの跡」 明治38年4⽉20⽇ 1枚 活字 790に挿⼊

795 ｢本年外交界の回顧」 明治38年4⽉19⽇ 1枚 活字 790に挿⼊

796 「新太平洋防備制限 急速成⽴は困難」 明治38年4⽉19⽇ 1枚 活字 790に挿⼊

797
｢成都、北海両事件解決内容」（東京⽇⽇
新聞）

東京⽇⽇新聞
社

昭和11年12⽉31⽇ 1枚 活字 790に挿⼊

798 「各国航空路の網」 1枚 活字 790に挿⼊

799 ⽇記 No.1 扇⼀登 昭和18年11⽉18⽇ 1冊
ティッシュ1枚挿⼊あ
り

ペン
〜1944年2⽉23⽇。冒頭、⽑筆
による「出発の⾔葉」あり

800〜811が挿
⼊

800 フランスへの潜⽔艦航路図(全航路) 1枚
活字（電⼦
式複写）

799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

801 フランスへの潜⽔艦航路図(⼤⻄洋) 1枚
活字（電⼦
式複写）

799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

802 スケッチ(⼠官室右舷) 扇⼀登 昭和19年1⽉16⽇ 1枚 墨書
799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）
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803 スケッチ(⼠官室のマスコット) 扇⼀登 昭和19年1⽉12⽇ 1枚 墨書 「阿弗利加南⽅」とあり
799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

804 スケッチ(伊号⼆九潜神社) 扇⼀登 昭和19年1⽉16⽇ 1枚 墨書
799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

805 スケッチ(獅⼦⼭晩秋の⼣) 扇⼀登 昭和15年11⽉17⽇ 1枚 墨書
799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

806 スケッチ(特製の御菓⼦⽸) 扇⼀登 昭和19年1⽉9⽇ 1枚 墨書
799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

807 スケッチ(寒⽉照梅花) 扇⼀登 昭和19年1⽉13⽇ 1枚 墨書
799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

808 スケッチ(伊号⼆九潜神社) 扇⼀登 昭和19年1⽉16⽇ 1枚
墨書（電⼦
式複写）

799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

809 スケッチ(⼠官室右舷) 扇⼀登 昭和19年1⽉16⽇ 1枚
墨書（電⼦
式複写）

799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

810 スケッチ(⼠官室のマスコット) 扇⼀登 昭和19年1⽉12⽇ 1枚
墨書（電⼦
式複写）

799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

811 スケッチ(特製の御菓⼦⽸) 扇⼀登 昭和19年1⽉9⽇ 1枚
墨書（電⼦
式複写）

799に挿⼊（5
⽇と6⽇の間）

812 ⽇記 No.2 扇⼀登 昭和19年2⽉24⽇ 1冊 ペン 〜1944年4⽉15⽇

813 ⽇記 No.3 扇⼀登 昭和19年4⽉16⽇ 1冊 ペン 〜1944年6⽉20⽇

814 ⽇記 No.4 ハイデルベルク後半 扇⼀登 昭和19年6⽉21⽇ 1冊 ペン

〜1944年7⽉29⽇、表紙に「ハ
イデルベルク後半」と鉛筆書き。
⽇記中に、⽮部（貞治）教授がプ
レトリアス宛に書いたドイツ語の
⼿紙を写したものあり

815 ⽇記 No.5 瑞典⾏ 9/22 扇⼀登 昭和19年7⽉30⽇ 1冊 ペン
〜1945年4⽉30⽇。表紙に「瑞
典⾏9/22」と⾚鉛筆書き。⽇記
中⾚線多数。

816 ⽇記 No.6 扇⼀登 昭和20年5⽉1⽇ 1冊
20年5⽉瑞典⼊国名簿
メモ 1枚

ペン
〜1945年11⽉30⽇⽇記中⾚線多
数
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817 ⽇記 No.7 扇⼀登 昭和20年12⽉1⽇ 1冊
「滞欧⽇記5巻、6巻、
藤岡さん携⾏7年3⽉6
⽇」とのメモ

ペン 〜1946年1⽉19⽇

818 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年11⽉18⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

819 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉18⽇
同⽂4

枚
墨書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

820 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉18⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

821 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉19⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

822 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉21⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

823 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉21⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

824 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉23⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

825 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉26⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

826 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉28⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

827 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉29⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

828 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉29⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

829 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉30⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

830 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉31⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

831 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和18年12⽉31⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写
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832 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和19年1⽉1⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

833 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和19年1⽉2⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

834 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和19年1⽉6⽇
同⽂4

枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

835 ⽇記(抄・複写) 扇⼀登 昭和19年2⽉17⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

「⽇記 No.1」の⼀部を複写

836 フランスへの潜⽔艦航路図(⼤⻄洋) 1枚
活字（電⼦
式複写）

【⾃筆メモ・原稿類】

837 追憶藤村義朗先⽣
藤村先⽣追憶
集出版編集委
員会

平成5年3⽉13⽇ 1冊
藤村薫寄稿礼状
（1993.4.5） 1通

活字
扇「藤村義朗⽒を偲ぶ」掲載、⾚
線あり。

838〜839が挿
⼊

838 藤村義朗略歴 1枚 ワープロ 837に挿⼊

839 藤村義朗関連記事(英⽂) 1枚
活字（電⼦
式複写）

藤村義朗関係記事の切抜複写 837に挿⼊

840
藤村義朗⽒を偲ぶ（『追憶藤村義朗先
⽣』）

扇⼀登 平成5年3⽉13⽇ 2枚
活字（電⼦
式複写）

841 故藤村義朗⽒を偲ぶ 扇⼀登 11枚 ペン
「追憶 藤村義朗先⽣」へ寄せた
原稿

842 故藤村義朗⽒を偲ぶ 扇⼀登
同⽂
10点

封筒1枚
⼿書（電⼦
式複写）

「追憶 藤村義朗先⽣」へ寄せた
原稿

843 故藤村義朗⽒を偲ぶ 扇⼀登
同⽂9

点

ワープロ
（電⼦式複
写）

「コピー10部」と書込あり。
「追憶 藤村義朗先⽣」へ寄せた
原稿

844 ⾃叙伝草稿 扇⼀登 34枚 鉛筆

845 国内事情の概観 扇⼀登 4枚 鉛筆

846 満州事変前後の形勢概観 扇⼀登 3枚 鉛筆 草稿

847 ⽮部教授⽇記から(抜粋) 扇⼀登 10枚 ペン 財政経済調査会⽤紙
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848 封筒(国策補遺追加原稿) 扇⼀登 1枚
「必要 国策補遺追加原稿（⼀
部）」と表書

849〜850、
100〜101を収
納

849 真珠湾予知説に新証拠︖（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和59年8⽉16⽇ 1枚 活字 848に収納

850 国策補遺追加原稿 扇⼀登 13枚 鉛筆 848に収納

851 袋(使⽤済資料) 扇⼀登 1枚 「使⽤済資料」と表書
380、852〜
883、997、
1120を収納

852 昭和⼗年から⼗⼆年迄の主要国策関連事項 扇⼀登 2枚 鉛筆 851に収納

853 蘆溝橋事件 扇⼀登 2枚 鉛筆 851に収納

854 ⼤東亜戦争反省のあらすじ 扇⼀登 12枚 鉛筆 851に収納

855 ⼤東亜戦争反省のあらすじ(初案) 扇⼀登 9枚 鉛筆 851に収納

856 ⼤東亜戦争反省(回顧)のあらすじ 扇⼀登 1枚 鉛筆 851に収納

857
満州事変より太平洋戦争に⾄る国策の変遷
推移について

扇⼀登 3枚 鉛筆 851に収納

858 ⼤東亜補給戦 扇⼀登 1枚 ペン 851に収納

859 ⼤戦への道 扇⼀登 1枚 ペン 851に収納

860 (⼤戦)への道 扇⼀登 5枚 鉛筆 851に収納

861 昭和精神史 扇⼀登 4枚 鉛筆 ⾚線あり 851に収納

862 私観太平洋戦争 扇⼀登 3枚 鉛筆 851に収納

863 私観太平洋戦争 扇⼀登 1綴 鉛筆 851に収納

864 ⾃伝的始末記より 扇⼀登 1綴 鉛筆
⾼⽊惣吉『⾃伝的⽇本海軍始末
記』

851に収納

865 ⽇本歴史より 扇⼀登 2枚 鉛筆 「蘆溝橋事件」 851に収納

866 ⽇本歴史より 扇⼀登 1枚 鉛筆 ⾎盟団事件から 851に収納

867 ⾼校歴史教科書 扇⼀登 2枚 鉛筆 851に収納

868 道P349 扇⼀登 1枚 鉛筆 851に収納
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869 草稿(満州事変〜盧溝橋事件) 扇⼀登 7枚 鉛筆 851に収納

870 草稿(開戦への反省) 扇⼀登 2枚 鉛筆 「初案廃」とあり 851に収納

871 草稿（海軍としては不戦になった場合…） 扇⼀登 1枚 鉛筆 851に収納

872 草稿（⽇仏前線部隊間の交戦乃⾄は…） 扇⼀登 2枚 鉛筆 851に収納

873 草稿（英国は⽀那事変拡⼤につれて…） 扇⼀登 1枚 ペン 851に収納

874 草稿（元来わが国防⽅針には…） 扇⼀登 1枚 鉛筆 851に収納

875 覚え(内⽥) 扇⼀登 1枚 鉛筆 851に収納

876 年表 扇⼀登 9枚 ペン 便箋8枚､メモ1枚 851に収納

877
年表メモ（満州国独⽴宣⾔から⻄安事件ま
で）

扇⼀登 1枚 鉛筆 851に収納

878 年表メモ（チャーチル登場…） 扇⼀登 1枚 ペン 851に収納

879 メモ(近衛伝) 扇⼀登 3枚 ペン 851に収納

880 メモ(⽵⼭道雄著書について) 扇⼀登 7枚 鉛筆 ⽂頭「⽵⼭p143」とあり 851に収納

881 メモ(経緯より) 扇⼀登 2枚 鉛筆 851に収納

882 メモ(国策について) 扇⼀登 9枚 鉛筆
⽂頭「内⽥p174、⽶内海軍⼤⾂
の⼿記によれば」とあり

851に収納

883
メモ（陸は⼝を開けば対ソ戦と云って来
た…）

扇⼀登 3枚 鉛筆 851に収納

884
メモ（年表。「1898 M31年」、「⽀那
軍抗戦⼒」、「南部仏印進駐」…）

扇⼀登 3枚 ペン

885 メモ(⽮部教授) 扇⼀登 2枚 鉛筆
1枚⽬「国是」⽮部教授、2枚⽬
「⽮部政治学⼊⾨」

886 メモ(満州事変､宇垣擁⽴計画) 扇⼀登 2枚 鉛筆 今村⼿記要旨

887 メモ（45⾴、殺害五〇〇、〇〇…） 扇⼀登 2枚 鉛筆

888 メモ(思想懇談会など) 扇⼀登 1枚 ペン
「思想懇談会 ⽥辺、⾕川…」、
「NHK野島ディレクター…」な
ど

889 メモ(マカッサル⽅⾯視察⼀⾏の写真) 扇⼀登 1枚 ペン
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890 メモ（昭和52年末Ｘmas card） 扇⼀登 明治38年5⽉30⽇ 1枚 ペン

891 メモ(サツキの種類) 扇⼀登 1通 ペン 1428に収納

892 メモ（1975年Xmas） 扇⼀登 1枚 ペン

893 メモ（真珠湾攻撃最後の証⾔） 扇⼀登 1982年12⽉ 1枚 鉛筆
作成者・年代は推定。1982年12
⽉8⽇⽇本テレビ放映「真珠湾攻
撃最後の証⾔」に関するメモ。

894
メモ（1939年6⽉から9⽉にかけての情
勢）

扇⼀登 4枚 ペン

895 メモ（軍部暴⾛に関する意⾒） 扇⼀登 2枚 ペン

896 メモ（⽇本の外交関係） 扇⼀登 2枚 鉛筆

897 岡覚書の取扱いについて 扇⼀登 明治38年6⽉10⽇ 1枚 鉛筆 書翰草稿

898 俳句 扇⼀登 1枚 ペン

899 便箋 扇⼀登 18枚 ペン
「⽂化勲章」など若⼲の書込のほ
かは未使⽤

【扇⼀登履歴関係】

900 封筒 1枚
「扇⼀登奉職履歴（海軍省原
本）」、「⾼⽊惣吉少将履歴」と
表書。中央公論社名⼊りの封筒。

901〜907を収
納か

901 奉職履歴 扇⼀登 1冊 ペン 1920年-1947年 900に収納か

902 奉職履歴 扇⼀登
同⽂2

冊
⼿書（電⼦
式複写）

1920年-1947年 900に収納か

903 履歴書 扇⼀登 1枚 ペン 1923年-1947年の官歴 900に収納か

904 扇⼀登⼤佐略歴 平成4年11⽉30⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

｢扇⼀登⼤佐よりものを聞く会」
ほか書込

900に収納か

905 暦年早⾒表 扇⼀登 明治38年5⽉1⽇ 1枚 ペン
1901年-1948年、扇の経歴も掲
載

900に収納か

906 奉職履歴（⾼⽊惣吉） ⾼⽊惣吉 1冊
墨（電⼦式
複写）

1912年ー1945年。 900に収納か

907 ⾼⽊⼤佐 扇⼀登 1枚 ペン 官歴のメモ。作成者は推定による 900に収納か
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908 扇⼀登⼤佐略歴 ⽔交座談会 昭和59年10⽉31⽇ 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

⽔交座談会資料、書込あり 420に収納

909 扇⼀登履歴 扇⼀登 １枚 ペン

【扇⼀登関連刊⾏物】

910 封筒 1枚
「『海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側
⾯史断章』（原稿）藤岡泰周⽒
稿」と表書

911〜916を収
納

911 藤岡泰周書翰 藤岡泰周 扇⼀登 明治33年1⽉14⽇ 1通 ペン
「海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側⾯
史断章」原稿の送り状

910に収納

912
海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側⾯史断章原
稿 1⾴-29⾴

藤岡泰周 30枚 鉛筆 「おいたち」 910に収納

913
海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側⾯史断章原
稿 29⾴-39⾴

藤岡泰周 11枚 鉛筆 「頭⾓を顕した少中尉時代」 910に収納

914
海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側⾯史断章原
稿 40⾴-44⾴

藤岡泰周 5枚 鉛筆 「末次提督への傾倒」 910に収納

915
海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側⾯史断章原
稿 45⾴-50⾴

藤岡泰周 6枚 鉛筆
「海⼤甲種学⽣、連合艦隊参謀、
そして軍令部部員へ」

910に収納

916
海軍⼤佐扇⼀登 昭和海軍側⾯史断章原
稿 49⾴-57⾴

藤岡泰周 9枚 鉛筆 「満州事変前後の情勢概観」 910に収納

917 封筒 1枚
「扇の雑誌記事等のコピー⼀括」
と表書。封筒のみ

918 思い出(1)〜(6)(和辻哲郎全集⽉報2〜7) 和辻夏彦 1綴
活字（電⼦
式複写）

和辻夏彦の書込あり 扇に⾔及

919 週刊読売36巻31号（通巻1504号） 読売新聞社 昭和52年7⽉30⽇ 1冊 活字
阿川弘之｢回想⽶内光政」掲載、
扇に⾔及（⾚線あり）、表紙に書
込あり

920
ドイツへの潜航⼀万五千カイリ（中央公論
歴史と⼈物 昭和52年8⽉号）

扇⼀登（聞き
⼿伊藤隆）

1977年8⽉
5枚、
同⽂8

点
封筒

活字（電⼦
式複写）

921
ドイツへの潜航⼀万五千カイリ（中央公論
歴史と⼈物 昭和52年8⽉号）

扇⼀登（聞き
⼿伊藤隆）

1977年8⽉ 5枚
活字（電⼦
式複写）
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922 扇関連記事（ＤＡＧＥＮＳ NYHETTER）
ＤＡＧＥＮＳ
NYHETTER

1枚 活字 扇の写真掲載

923 扇関連記事（ＤＡＧＥＮＳ NYHETTER）
ＤＡＧＥＮＳ
NYHETTER

2枚
活字（電⼦
式複写）

922の複写

924
柔道関係記事（ＤＡＧＥＮＳ
NYHETTER）

ＤＡＧＥＮＳ
NYHETTER

昭和54年8⽉28⽇ 1枚 活字

925
柔道関係記事（ＤＡＧＥＮＳ
NYHETTER）

ＤＡＧＥＮＳ
NYHETTER

昭和54年8⽉28⽇ 2枚
活字（電⼦
式複写）

924の複写

926 郷友30巻10号（通巻356号） ⽇本郷友連盟 昭和59年10⽉1⽇ 1冊 活字

表紙に「『国⺠教育刷新提⾔余
話』（39⾴）扇貞雄」と書込、
「扇」部分に○と「珍しい」とあ
り、他に、参与懇談会「「侵略」
問題を考える」⽂中に傍線あり

927 思い出-海軍と⼈と-

七起会（主計
科短現七期）
⽂集刊⾏委員
会

昭和63年10⽉19⽇ 1冊
⾺場正夫、島⽥豊送り
状（1988.11.18） 2
通

活字

主計科短現七期⽂集、島⽥豊「海
軍省調査課のことなど」
（p126-）に扇の記述あり、⾚線
あり。

928
異⾊海軍⼠官伝 扇⼀登⼤佐（歴史群像 
太平洋戦争シリーズ5）

上原光晴 平成7年1⽉10⽇
2枚、
同⽂8

点
封筒

活字（電⼦
式複写）

929
異⾊海軍⼠官伝 扇⼀登⼤佐（歴史群像 
太平洋戦争シリーズ6）

上原光晴 平成7年1⽉10⽇ 2枚
活字（電⼦
式複写）

930 ⽂芸春秋 77巻10号 ⽂芸春秋社 平成11年10⽉1⽇ 1冊 活字
阿川弘之「九⼗⼋翁を囲む会」掲
載、扇に⾔及。もと該当箇所に付
箋あり

931 汪精衛和平⼯作をめぐる諸問題
⾼橋久志（戦
史部助⼿・防
衛庁教官）

1枚
ペン（電⼦
式複写）

扇は⾼橋らの取材に協⼒

932
｢政治わが道 藤⼭愛⼀郎回想録3」（朝
⽇新聞）

朝⽇新聞社 1枚 活字 ⽂中「扇中佐同⾏す」と書込あり

【新聞･雑誌（切抜等）】

933 近衛公⽇⽶交渉⼿記1（朝⽇新聞） [...]
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1 近衛公⽇⽶交渉⼿記1（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

⾚線あり
933-1〜12合
綴

2 ⽇⽶交渉近衛公⼿記2（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

3 ⽇⽶交渉近衛公⼿記3（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

4 ⽇⽶交渉近衛公⼿記4（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

⾚線あり
933-1〜12合
綴

5 ⽇⽶交渉近衛公⼿記5（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

⾚線あり
933-1〜12合
綴

6 ⽇⽶交渉近衛公⼿記6（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

7 ⽇⽶交渉近衛公⼿記7（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

8 ⽇⽶交渉近衛公⼿記8（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

9 ⽇⽶交渉近衛公⼿記9（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

10 ⽇⽶交渉近衛公⼿記10（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

11 ⽇⽶交渉近衛公⼿記11（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 1945年12⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

12 国内政治 荒れ狂うテロ（掲載誌不明） 1枚
活字（電⼦
式複写）

933-1〜12合
綴

934 げるまにあ 16号 ⽇独協会 昭和40年3⽉30⽇ 1冊 活字
⼩島秀雄「戦時中ドイツ赴任潜⽔
艦航海記録」掲載、表紙に「要保
存」とあり

935 毎⽇グラフ別冊 10年6号 毎⽇新聞社 昭和44年8⽉1⽇ 1冊
38-39⾴間に⽩紙メモ
⽤紙1枚

活字
通巻114号、特集「あゝ江⽥
島」、書込あり

936
井上靖「美しきものとの出会い(唐招提寺
第四回)」、後藤 基治「古賀元師・死のか
げの秘密」（⽂芸春秋）

⽂芸春秋社 1971年4⽉ 8枚 活字 758に挿⼊
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937 別冊 ⽂芸春秋 123号 ⽂芸春秋社 昭和48年3⽉5⽇ 1冊 活字
吉村昭「海軍⼄事件」掲載、傍線
あり、背表紙に書込あり

938
昭和史の天皇2293 ⼤使の苦慮〈9〉
（読売新聞）

読売新聞社 昭和49年1⽉19⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

939
近藤翠翁「やそ⼋抱談」第21話（商⼯ク
ラブ 158号）

⼤阪商⼯クラ
ブ

昭和49年12⽉1⽇ 1部
活字（電⼦
式複写）

940
｢戦後⽇本に四分割統治案 ⽶国で資料発
⾒」（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和49年12⽉15⽇ 1枚 活字

941
岡⽥⾣次『「⽇中戦争裏⽅記』紹介（掲載
誌不明）

明治38年5⽉27⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

942 松⽥道雄「昭和史私論｣（読売新聞） 読売新聞社 昭和50年1⽉6⽇ 1枚 活字

943
「有事にっぽん 安全保障シリーズ12」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

944
「有事にっぽん 安全保障シリーズ13」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

945
「有事にっぽん 安全保障シリーズ14」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

946
「有事にっぽん 安全保障シリーズ15」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

947
「有事にっぽん 安全保障シリーズ16」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

948
「有事にっぽん 安全保障シリーズ19」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

949
「有事にっぽん 安全保障シリーズ20」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

950
「有事にっぽん 安全保障シリーズ21」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

951
「有事にっぽん 安全保障シリーズ22」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

952
「有事にっぽん 安全保障シリーズ23」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字
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953
「有事にっぽん 安全保障シリーズ24」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

954
「有事にっぽん 安全保障シリーズ25」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

955
「有事にっぽん 安全保障シリーズ26」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

956
「有事にっぽん 安全保障シリーズ27」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

957
「有事にっぽん 安全保障シリーズ28」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

958
「有事にっぽん 安全保障シリーズ29」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

959
「有事にっぽん 安全保障シリーズ30」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

960
「有事にっぽん 安全保障シリーズ31」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

961
「有事にっぽん 安全保障シリーズ32」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

962
「有事にっぽん 安全保障シリーズ34」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

963
「有事にっぽん 安全保障シリーズ35」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

964
「有事にっぽん 安全保障シリーズ37」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

965
「有事にっぽん 安全保障シリーズ39」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

966
「有事にっぽん 安全保障シリーズ41」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

967
「有事にっぽん 安全保障シリーズ42」
（読売新聞）

読売新聞社 明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字
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968
「『シュレジンジャー構想』を洗う」
（Empress News）

昭和50年9⽉9⽇ 1枚 活字

969
｢昭和史の天皇2793 エピローグ〈1〉」
（読売新聞）

読売新聞社 昭和50年9⽉27⽇ 1枚 活字

970
｢昭和史の天皇2794 エピローグ〈2〉」
（読売新聞）

読売新聞社 昭和50年9⽉29⽇ 1枚 活字

971
｢昭和史の天皇2795 エピローグ〈3〉」
（読売新聞）

読売新聞社 昭和50年10⽉1⽇ 1枚 活字

972 「ガン予防の道開く」（読売新聞） 読売新聞社 昭和50年11⽉12⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

973
『防衛を考える会』の報告書(要旨)（掲載
誌不明）

明治38年5⽉28⽇ 1枚 活字

974 朝⽇ジャーナル第883号 朝⽇新聞社 昭和51年1⽉16⽇ 1部 活字 井上成美「海軍の思い出」掲載

975 週刊⽂春 18巻33号 ⽂芸春秋社 昭和51年8⽉19⽇ 1冊 活字
吉⽥俊雄｢四⼈の連合艦隊⻑官」
掲載、表紙に書込あり

976 『⽇独⽉報』275号 ⽇独協会 昭和51年10⽉25⽇ 1部 活字
Hideo KojimaʻDeutschland und
ich(Ⅱ)ʼ掲載

977
「対⽇講和・⽶が機密⽂書公表」（読売新
聞）

読売新聞社 昭和52年1⽉31⽇ 1枚 活字

978
「'50⽶外交機密⽂書の内容」（読売新
聞）

読売新聞社 昭和52年1⽉31⽇ 1枚 活字

979
｢⽶外交⽂書『'50年朝鮮編』の詳報」（読
売新聞）

読売新聞社 昭和52年2⽉28⽇ 1枚 活字

980 「'49⽶外交⽂書の詳報」（読売新聞） 読売新聞社 昭和52年4⽉18⽇ 1枚 活字

981
「憲法制定 吉⽥元⾸相が回顧の録⾳残
す」（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和52年4⽉18⽇ 1枚 活字

982
1951年の⽶外交⽂書公表(対⽇講和・領⼟
規定)（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和53年4⽉30⽇ 1枚 活字

983
1951年の⽶外交⽂書公表(天皇の謝罪な
ど)（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和53年4⽉30⽇ 1枚 活字

984
1951年の⽶外交⽂書公表(再軍備・賠償な
ど)（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和53年4⽉30⽇ 1枚 活字 ⽇付は推定
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985
「1951年の⽶外交⽂書『対⽇講和』への
動き⽣々しく」（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和53年4⽉30⽇ 1枚 活字

986
「天皇親書 インサイドリポート」（読売
新聞）

読売新聞社 昭和53年8⽉15⽇ 1枚 活字

987 旧海軍、沈黙破り反論書（読売新聞） 読売新聞社 昭和53年12⽉4⽇ 1枚 活字

988 開戦経緯の問題点について 内⽥⼀⾂ 1979年8⽉ 1部 活字
⼤東亜(太平洋)戦争戦史叢書 第
100冊付録

989 真珠湾物語

ウィリアム・
Ｔ・ライス
（元アメリカ
海軍⼤佐）

明治38年6⽉1⽇ 1部 活字 1046に収納

990 ⼼ 33巻11号 平凡社 昭和55年11⽉1⽇ 1冊 活字

「謹呈扇⼀登様 鈴⽊成⾼」とあ
り、書込あり、内容は鈴⽊「唐⽊
順三と反近代」、⾼⼭岩男「京都
学派の回想」など

991
社説「『国を守る』とは何か」（掲載誌不
明）

昭和56年8⽉15⽇ 1枚 活字

992
活字のひとり歩きを憂える-池⽥清著「海
軍と⽇本」に関連して-（『波涛』通巻40
号）

中⼭定義 1982年5⽉ 1部 活字

993
宇都宮(徳⾺)軍縮研究室・意⾒広告（読売
新聞）

読売新聞社 昭和57年8⽉15⽇ 1枚 活字

994
ドキュメント決断 なぜ⽇本は開戦したの
か︖(第2回)（BIGMAN 昭和57年8⽉
号） [...]

1
ドキュメント決断 なぜ⽇本は開戦したの
か︖(第2回)（BIGMAN 昭和57年8⽉
号）

猪瀬直樹 1982年8⽉ 1部
活字（電⼦
式複写）

994-1〜2合綴

2
ドキュメント決断 なぜ⽇本は開戦したの
か︖(第3回)（BIGMAN 昭和57年9⽉
号）

猪瀬直樹 1982年9⽉ 1部
活字（電⼦
式複写）

994-1〜2合綴

995
真珠湾攻撃情報3ヵ⽉前に⼊⼿（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 昭和57年12⽉7⽇ 1枚 活字 新聞切抜
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996 やすくに
靖国神社社務
所

昭和58年1⽉1⽇ 2枚 活字
佐藤和男｢昭和の戦争と国際法」
掲載

997
「ミッドウェー海戦」を疑う（⽂芸春秋
61-2）

澤地久枝 1983年2⽉ 1枚
活字（電⼦
式複写）

851に収納

998
螺旋状サイクル史観・序論（『経済集志』
58巻3号）

⾼須裕三 1983年10⽉ 1部 活字

999
史上最⾼の武勲が仇になった男（ｗｉｌ
ｌ 31号）

藤村義郎 昭和59年8⽉1⽇ 3丁
活字（電⼦
式複写）

1000
⾼⽊惣吉の終戦研究（『軍事史学』20-
1）

⼯藤美知尋 昭和59年6⽉1⽇ 1部
活字（電⼦
式複写）

1001
旧海軍⽂書41年ぶり“⽇の⽬”（読売新
聞）

読売新聞社 昭和61年8⽉5⽇ 1枚 活字 1046に収納

1002 クリアファイル 1枚
1003〜1045
を収納

1003 顎関節症（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年9⽉21⽇ 1枚 活字 1002に収納

1004
パーキンソン病治療脳細胞移植の問題点
（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和62年9⽉8⽇ 1枚 活字 1002に収納

1005
松前重義が語るわが昭和史2 ヒロシマ原
爆（朝⽇新聞）

松前重義 昭和61年8⽉23⽇ 1枚 活字 1002に収納

1006 座標 新聞と権⼒批判（朝⽇新聞） 松⼭幸雄 昭和61年10⽉15⽇ 1枚 活字 1002に収納

1007 『病死』の汪精衛 実は暗殺 昭和61年10⽉17⽇ 1枚 活字 1002に収納

1008 ビキニの海に⽶空⺟（読売新聞） 読売新聞社 昭和61年1⽉11⽇ 1枚 活字 1002に収納

1009
松前重義が語るわが昭和史3 反東条運動
（朝⽇新聞）

松前重義 昭和61年8⽉26⽇ 1枚 活字 1002に収納

1010 パーキンソン病の原因物質︖（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和60年11⽉16⽇ 1枚 活字 1002に収納

1011 専⾨医にきく うつ病1（読売新聞） 読売新聞社 昭和61年3⽉23⽇ 1枚 活字 1002に収納

1012 専⾨医にきく うつ病3（読売新聞） 読売新聞社 昭和61年4⽉6⽇ 1枚 活字 1002に収納

1013
『遠藤周作のあたたかな医療を考える』広
告（読売新聞）

読売新聞社 昭和61年4⽉16⽇ 1枚 活字 1002に収納
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1014
遠藤周作『私が⾒つけた名治療家32⼈』
広告（掲載誌不明）

昭和61年4⽉15⽇ 1枚 活字 1002に収納

1015
脳に副じんを移植 パーキンソン病患者に
（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和61年4⽉22⽇ 1枚 活字 1002に収納

1016
トーク・⽼い ⼩野寺百合⼦さん（毎⽇新
聞）

毎⽇新聞社 昭和60年10⽉8⽇ 1枚 活字 1002に収納

1017
成⼈Ｔ細胞⽩⾎病(ＡＴＬ)治療に効果例
（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和60年9⽉21⽇ 1枚 活字 1002に収納

1018
⼥と⽼い7 80歳時代を⽣きる（掲載誌不
明）

昭和60年9⽉17⽇ 1枚 活字 1002に収納

1019
成⽥晃⼀投書(テーマ談話室・戦争)（朝⽇
新聞）

成⽥晃⼀ 昭和61年10⽉25⽇ 1枚 活字 1002に収納

1020 太平洋戦争の原因は︖上（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年11⽉27⽇ 1枚 活字 1002に収納

1021 太平洋戦争の原因は︖下（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年11⽉28⽇ 1枚 活字 1002に収納

1022 問われる⽇本政治の質（朝⽇新聞） ⽮野暢 昭和61年10⽉2⽇ 1枚 活字 1002に収納

1023 岩波新書新刊広告（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年12⽉23⽇ 1枚 活字 1002に収納

1024 ⾼橋睦郎さんと歳時記をよむ（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和62年1⽉4⽇ 1枚 活字 1002に収納

1025 国家秘密法は必要ない（朝⽇新聞）
⽵岡勝美（元
防衛庁官房
⻑）

昭和62年1⽉5⽇ 1枚 活字
「扇が阿川（弘之）に話した⾔
葉」との書込

1002に収納

1026 効果抜群の抗⾎栓剤を開発（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和62年1⽉14⽇ 1枚 活字 1002に収納

1027
信⻑・秀吉の“歴史”が変わる︖（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 昭和62年1⽉19⽇ 1枚 活字 1002に収納

1028 ⽥中路⼦とツックマイヤー（読売新聞） ⾼橋健⼆ 昭和62年2⽉7⽇ 1枚 活字 1002に収納

1029
杉森久英『近衛⽂麿』・須藤眞志『⽇⽶開
戦外交の研究』書評（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和62年2⽉9⽇ 1枚 活字 1002に収納

1030 故宮様が終戦即決論（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和62年2⽉9⽇ 1枚 活字 1002に収納

1031
天声⼈語・⾼松宮即時終戦論について（朝
⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和62年2⽉10⽇ 1枚 活字 1002に収納
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1032
阿川弘之『井上成美』紹介（ＴＢＳ「すば
らしき仲間」）

明治38年6⽉9⽇ 1枚 活字 1002に収納

1033 百年の⽇本⼈ 吉⽥茂①（掲載誌不明） ⼤嶽秀夫 昭和62年3⽉17⽇ 1枚 活字 1002に収納

1034 パーキンソン病治療（読売新聞） 読売新聞社 昭和62年3⽉25⽇ 1枚 活字 1002に収納

1035
専⾨医に聞く ⾃律神経失調症4（読売新
聞）

読売新聞社 昭和62年4⽉12⽇ 1枚 活字 1002に収納

1036
パーキンソン病の“重要参考⼈”発⾒（朝⽇
新聞）

朝⽇新聞社 昭和62年3⽉30⽇ 1枚 活字 1002に収納

1037
脳に副腎細胞を移植 パーキンソン病に効
果（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和62年3⽉25⽇ 1枚 活字 1002に収納

1038 座標 開戦記念⽇の反省（朝⽇新聞） 松⼭幸雄 昭和60年12⽉8⽇ 1枚 活字 ⾚線あり 1002に収納

1039 ⽂芸季評 上（読売新聞） 磯⽥光⼀ 昭和61年12⽉10⽇ 1枚 活字
阿川弘之『井上成美』関連箇所に
⾚線あり

1002に収納

1040
歩⾏が不⾃由になる神経病 ⽩⾎病ウィル
スが犯⼈︖（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和61年12⽉8⽇ 1枚 活字 1002に収納

1041
GHQと皇室“緊張” ⽶公⽂書館からアチ
ソン覚書（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 昭和61年12⽉8⽇ 1枚 活字 1002に収納

1042 アチソン覚書の背景（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年12⽉8⽇ 1枚 活字 1002に収納

1043
よみうり⼨評(アチソン覚書関連)（読売新
聞）

読売新聞社 昭和61年12⽉8⽇ 1枚 活字 年代は推定 1002に収納

1044 海軍こぼれ話第38回 少将の墓 阿川弘之 1枚
活字（電⼦
式複写）

p122-p123 1002に収納

1045 ⽶ソ潜⽔艦戦略の実態（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年10⽉11⽇ 1枚 活字 1002に収納

1046 ビニールケース 1枚

989、1001、
1047〜
1074、1379
を収納/

1047 いま、なぜ丸⼭真男論か（掲載誌不明） 1枚 活字 1046に収納

1048
三国⼀朗さんとビルマの竪琴をよむ（朝⽇
新聞）

三国⼀朗 昭和61年8⽉17⽇ 1枚 活字 1046に収納
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1049 読み直す昭和史1（読売新聞） 北岡伸⼀ 昭和61年8⽉12⽇ 1枚 活字 1046に収納

1050 読み直す昭和史2（読売新聞） 北岡伸⼀ 昭和61年8⽉13⽇ 1枚 活字 1046に収納

1051 読み直す昭和史3（読売新聞） 北岡伸⼀ 昭和61年8⽉14⽇ 1枚 活字 1046に収納

1052 読み直す昭和史4（読売新聞） 北岡伸⼀ 昭和61年8⽉15⽇ 1枚 活字 1046に収納

1053 読み直す昭和史5（読売新聞） 御厨貴 昭和61年8⽉19⽇ 1枚 活字 1046に収納

1054 読み直す昭和史6（読売新聞） 御厨貴 昭和61年8⽉20⽇ 1枚 活字 1046に収納

1055 読み直す昭和史7（読売新聞） 御厨貴 昭和61年8⽉21⽇ 1枚 活字 1046に収納

1056
読売新聞(昭和天皇在位60年特集)（読売
新聞）

読売新聞社 昭和61年4⽉23⽇ 1部 活字 司⾺遼太郎、樋⼝陽⼀の対談あり 1046に収納

1057 昭和と共に60年（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年4⽉29⽇ 1枚 活字 1046に収納

1058 復古調の⽇本史教科書（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年5⽉24⽇ 1枚 活字 1046に収納

1059
松前重義が語る わが昭和史5（朝⽇新
聞）

松前重義 昭和61年8⽉29⽇ 1枚 活字 1046に収納

1060
松前重義が語る わが昭和史6（朝⽇新
聞）

松前重義 昭和61年8⽉30⽇ 1枚 活字 1046に収納

1061
松前重義が語る わが昭和史7（朝⽇新
聞）

松前重義 昭和61年9⽉2⽇ 1枚 活字 1046に収納

1062
松前重義が語る わが昭和史8（朝⽇新
聞）

松前重義 昭和61年9⽉3⽇ 1枚 活字 1046に収納

1063
松前重義が語る わが昭和史10（朝⽇新
聞）

松前重義 昭和61年9⽉6⽇ 1枚 活字 1046に収納

1064
松前重義が語る わが昭和史12（朝⽇新
聞）

松前重義 昭和61年9⽉10⽇ 1枚 活字 1046に収納

1065
百年の⽇本⼈ 児⽟源太郎①（掲載誌不
明）

児島襄 昭和61年2⽉18⽇ 1枚 活字 1046に収納

1066 ⼈ 庭瀬康⼆2（読売新聞） 読売新聞社 昭和61年2⽉13⽇ 1枚 活字 1046に収納

1067 家永教科書裁判の証⼈たち（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年3⽉17⽇ 1枚 活字 1046に収納

1068 芦⽥均⽇記(上)（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和60年12⽉19⽇ 1枚 活字 1046に収納
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1069
証⾔-⼆・⼆六事件から半世紀（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 昭和61年2⽉19⽇ 1枚 活字 1046に収納

1070
両陛下から皇太⼦さまへ 四通の⼿紙の全
⽂（読売新聞）

読売新聞社 昭和61年4⽉15⽇ 1枚 活字 1046に収納

1071 両陛下の⼿紙明るみに（読売新聞） 読売新聞社 昭和61年4⽉15⽇ 1枚 活字 1046に収納

1072 百年の⽇本⼈ ⽥中義⼀①（掲載誌不明） ⼤江志乃夫 昭和61年4⽉15⽇ 1枚 活字 1046に収納

1073 終戦前後、天皇陛下が⼿紙（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和61年4⽉16⽇ 1枚 活字 1046に収納

1074
芦⽥均⽇記 つけ加えられた75⾏（朝⽇
新聞）

朝⽇新聞社 昭和61年4⽉17⽇ 1枚 活字 1046に収納

1075
昭和20年のマッカーサー会⾒ 元帥側近
のバワーズ⽒が⼿記（読売新聞）

読売新聞社 昭和62年10⽉26⽇ 1枚 活字

1076
天声⼈語・46年前の12⽉8⽇（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 昭和62年12⽉8⽇ 1枚 活字

1077
藤岡泰周『⾼⽊惣吉』『⾼⽊惣吉語録』紹
介（週刊読書⼈）

藤原彰 昭和63年5⽉30⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

1078 天皇、戦争ヲ望マズ（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 昭和63年8⽉1⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

1079 ⼊江侍従⻑⽇記6（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 平成1年1⽉19⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

1080
天皇そして昭和 テーマ談話室（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 平成1年2⽉2⽇ 1枚 活字

1081
『天皇とマッカーサー会⾒』の検証・上
（朝⽇新聞）

豊下楢彦 平成1年2⽉6⽇ 1枚 活字

1082
『天皇とマッカーサー会⾒』の検証・下
（朝⽇新聞）

豊下楢彦 平成1年2⽉7⽇ 1枚 活字

1083 ⽊⼾孝⼀証⾔関連（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 平成1年2⽉20⽇ 2枚 活字

1084 昭和にんげん史3（朝⽇新聞） ⼭本満喜⼦ 平成1年3⽉24⽇ 1枚 活字

1085 やすくに 407号
靖国神社社務
所

平成1年6⽉1⽇ 1部 活字
⼩堀桂⼀郎「昭和天皇と⼤東亜戦
争」掲載

1086 やすくに 409号
靖国神社社務
所

平成1年8⽉1⽇ 1部 活字
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1087 無敵艦隊400年1（掲載誌不明） 増⽥義郎 平成1年10⽉17⽇ 1枚 活字

1088 元帥の晩年36（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 平成1年10⽉28⽇ 1枚 活字

1089
⻘酸毒物⼊⼿先は友⼈の東⼤病院⻑ 戦
犯・⾃殺の近衛元⾸相（読売新聞）

読売新聞社 平成2年1⽉4⽇ 1枚 活字

1090
中村元・梅原猛新春対談「⽇本⼈を語る」
（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 平成2年1⽉16⽇ 1枚 活字

1091
ラストエンペラー・溥儀の抑留時代（朝⽇
新聞）

朝⽇新聞社 平成2年6⽉6⽇ 1枚 活字

1092 NATOのロンドン宣⾔（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 平成2年7⽉7⽇ 1枚 活字

1093 連合、借り上げ住宅建設へ（読売新聞） 読売新聞社 平成2年9⽉23⽇ 1枚 活字

1094
柳条湖から真珠湾へ（『⽇本学⼠院紀要』
別冊）

横⽥喜三郎 平成2年10⽉31⽇ 1部
活字（電⼦
式複写）

1095 週刊⽂春 32巻45号 ⽂芸春秋 平成2年11⽉29⽇ 1部 活字
「『昭和天皇独⽩録』私はこう読
んだ」掲載、⾚線あり

1096 靖国 431号
靖国神社社務
所

平成3年6⽉1⽇ 1部 活字
⼩堀桂⼀郎「開戦五⼗周年に際し
ての所感」他掲載

1097
海軍中堅層と⽇⽶交渉（『九州史学』99
号）

森⼭優 平成3年3⽉1⽇ 1冊 活字

1098
『⾮決定』の構図（『軍事史学』 106・
107号）

森⼭優 平成3年12⽉15⽇ 1冊
森⼭優送り状
（1991.12.15） 1通

活字（電⼦
式複写）

444に収納

1099
「好機南⽅武⼒⾏使」と「国策」︓対南⽅
施策要綱」と陸海軍（『⽇本歴史』531
号）

森⼭優 1992年8⽉ 1冊 森⼭優送り状
活字（電⼦
式複写）

1100
潜⽔艦『伊-29』号写真 撃沈から49年ぶ
り発⾒（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 平成6年7⽉25⽇
同⽂3

枚
封筒

活字（電⼦
式複写）

1101
「祖国への緊急暗号」上･下（新聞之新
聞）

佐々⽊凛⼀ 扇⼀登 平成6年1⽉26⽇ 2枚 送り状､封筒
活字（電⼦
式複写）

「祖国への緊急暗号上」切抜複
写、⽂末に（凜）との署名あり。
⾚線あり

444に収納

1102
浅⽥彰「『⼤東亜共栄圏』は清算された
か」（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 平成6年10⽉10⽇ 1枚 活字 444に収納
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1103
加藤周⼀「⼣陽妄語 安保条約の⾏く末」
（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 平成8年4⽉17⽇ 1枚 活字 444に収納

1104 ⽇⽶安保共同宣⾔全⽂（朝⽇新聞） 朝⽇新聞社 平成8年4⽉17⽇ 1枚 活字 444に収納

1105
紙上追体験 あの戦争23 『北進なし』
喜んだゾルゲ（産経新聞）

産経新聞社 平成9年5⽉11⽇ 1枚 活字

1106 ネービークラブ21 20号
ネービークラ
ブ21

扇⼀登 1997年11⽉ 1部
送り状(寺川成⼈）､封
筒

活字

1107
「ハプスブルク家の栄華と悲運のヒロイン
たち」展覧会広告（朝⽇新聞）

朝⽇新聞社 平成10年5⽉8⽇ 1枚 活字

1108 諸君 1998年9⽉号 ⽂芸春秋社 1998年9⽉ 1冊
活字（電⼦
式複写）

桶⾕秀昭・保阪正康「汪兆銘とは
何だったか」（座談会）複写

1109
昭和天皇、敗戦23年後の述懐（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 平成11年1⽉6⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

1110
『退位せぬ理由』語った昭和天皇（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 平成11年1⽉6⽇ 1枚 活字

1111 広報すぎなみ 1463 杉並区 平成11年1⽉11⽇ 1枚 活字

1112 朝⽇新聞⼣刊 朝⽇新聞社 平成11年1⽉19⽇ 1枚 新聞
1⾯は⼩渕⾸相の施政⽅針演説、
海上保安庁巡視船関連記事

1113 朝⽇旅⾏ 朝⽇旅⾏会 平成11年3⽉1⽇ 1枚 活字

1114 浴⾵会 172号 浴⾵会 平成11年3⽉1⽇ 1枚 活字

1115 健やかTOKYO ヘルス通信社 平成11年3⽉1⽇ 1枚 活字

1116
「2000年⾃然科学関係ノーベル賞」(朝⽇
新聞 ⼣刊)（朝⽇新聞 ⼣刊）

朝⽇新聞社 平成12年10⽉11⽇ 1枚 活字 ⾚線あり

1117 朝⽇新聞⼣刊 朝⽇新聞社 平成12年10⽉31⽇ 1部 新聞
1・2・19・20⾯、1⾯の記事は
「少年法改正案衆院を通過」

1118 在外武官の研究 内⼭正熊 扇⼀登 1部 送り状､封筒 活字
慶応義塾⼤学法学研究会『法学研
究』54巻3号抜刷

1119 軍縮貫き通した提督 1枚 活字 ⾚線、「堀悌吉」の書込あり

1120 チャーチル⾸相が⽶に警告（毎⽇新聞） 毎⽇新聞社 1枚
活字（電⼦
式複写）

851に収納
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1121
「太平洋戦争 ⽇本海軍軍艦喪失⼀覧図」
ほか（掲載誌不明）

1枚 活字

1122
海戦の流れをかえた⽇⽶電波合戦の真相
（丸76-6）

松井宗明 1枚
活字（電⼦
式複写）

1123 ⽇本海軍の電波探信儀 松井宗明 1部
活字（電⼦
式複写）

1124 今世紀初頭の海戦における通信
吉⽥昭彦（第2
海上訓練指導
隊2等海佐）

1部 活字

1125 「天皇16」（掲載誌不明） 1枚 活字

1126
⻄島有厚「原爆投下の真の⽬的は」（朝⽇
新聞）

朝⽇新聞社 1枚 活字

1127
⽊村雄四郎「漢⽅を活かそう」（掲載誌不
明）

1枚 活字

1128
余⽩を語る ⼟屋⽂明さん(歌⼈)（朝⽇新
聞）

朝⽇新聞社 1枚 活字

【雑】

1129 国⽴公園箱根案内図
⽇本観光美術
出版社

昭和32年3⽉10⽇ 1冊
ゴルフ場の地図1枚が
表紙に貼付

活字

1130
メモ(潜航3万km第⼆次⼤戦中の『深海の
密使』永盛義夫…) [...]

1
メモ(潜航3万km第⼆次⼤戦中の『深海の
密使』永盛義夫…)

扇⼀登 昭和52年5⽉27⽇ 1枚 ペン
1130-1〜8合
綴

2 ⽇独間の連絡輸送 扇⼀登 3枚 ペン
1130-1〜8合
綴

3 ベルリン春秋 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

1130-1〜8合
綴

4 海軍伯林 吉川技術中佐 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

歌詞
1130-1〜8合
綴

5 酒井直衛⽒のこと 11枚
⼿書（電⼦
式複写）

1130-1〜8合
綴
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6
メモ（Augsburg実験隊壁に貼られた標
語…）

扇⼀登 1枚 ペン
1130-1〜8合
綴

7
あの『深海の使者』フォーデルさんが来⽇
（掲載誌不明）

1枚
活字（電⼦
式複写）

1130-1〜8合
綴

8 礼状 新延（NHK） 扇⼀登 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

1130-1〜8合
綴

1131 封筒

兵頭（「⽇独
経済交流（永
盛）」ほか表
書き）

⼤東⽂化⼤学･
東洋研究所
（扇⼀登）

昭和58年6⽉17⽇ 1枚
1132〜1134
を収納

1132 扇中佐⽇記の抜粋 扇⼀登 6枚
⼿書（電⼦
式複写）

1131に収納

1133 ⽥丸技中佐の記述抜粋 扇⼀登 昭和52年9⽉1⽇ 2枚 ペン 1131に収納

1134
1939年から1945年に⾄る⽇独経済関係
(永盛訳)

Phil Max
Brücher

昭和52年6⽉9⽇
同⼀2

部
⼿書（電⼦
式複写）

Brücherは国防軍司令部経済局、
「『国防軍司令部経済局及び軍需
局の⾒解』より」とあり

1131に収納

1135
写真(財政経済調査会、⼭⼝淑⼦参院議員
と扇)

1979年11⽉ 1枚 写真

1136 会員名簿 ⽇独協会 1985年1⽉ 1冊 活字 扇は会員

1137 会員名簿 ⽇独協会 1995年8⽉ 1冊 活字 扇は会員 1138が挿⼊

1138 正誤表 ⽇独協会 1枚 活字 125⾴の正誤表 1137に挿⼊

1139
2⽉24⽇の昭和天皇の御喪儀に関する各国
元⾸・弔問使節の感想

外務省 1989年3⽉ 1部 活字 「御参考」とあり

1140 ダイレクトメール 東急リゾート 扇幸⼦ 1998年10⽉ 1通 活字
箱根仙⽯原新リゾートマンション
計画アンケート、計画概要など

1141 ⼋ヶ岳地図 2枚 鉛筆 1428に収納

1142 帝京⼤学附属病院位置図
帝京⼤学附属
病院

1枚 印刷 1428に収納

1143 東欧6ヶ国の⺠主化 1枚
ペン（電⼦
式複写）
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1144 三川村東野市街地図 1枚
封筒(松前国際友好財
団）

活字（電⼦
式複写）

1145 メモ（⽇本フィールチェア株式会社） 1枚 ペン

【扇⼀登伝記資料（藤岡泰周⽒所蔵）】

1146 ファイル 藤岡泰周 昭和39年4⽉29⽇ 1枚
「扇回想記64-4-29起 ①⽣たち
②海兵に⼊る③海⼤卒後」とあり

1147〜1157
を収納

1147 扇⼀登⼤佐の回想録 藤岡泰周 昭和38年4⽉29⽇ 7枚 付箋1枚 鉛筆
「おいたち」、「六三年四⽉⼆九
⽇起、直話要旨」とあり

1146-1に収納

1148 扇⼤佐の回想録 藤岡泰周 12枚 付箋1枚 鉛筆 「海軍兵学校に⼊る」 1146-1に収納

1149 扇⼤佐の回想録 藤岡泰周 3枚 鉛筆 海⼤卒業後の記述 1146-1に収納

1150 ファイル 藤岡泰周 1枚

「扇論考 わが⽣涯の師(末次、
⾼⽊) 徳望の⼈⼈⽶内光政艦
⻑」「反省録」「藤村中佐⼆つの
終戦⼯作」などとあり

1146-1に収
納、1151〜
1155を収納

1151 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 9枚 付箋1枚 鉛筆
「第⼆部 敗戦えの急傾斜の中
で、ミッドウェイ惨敗とガダル撤
収」

1150に収納

1152 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 「畑辞任(⽶内打倒)」とあり 1150に収納

1153 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 付箋1枚 鉛筆 「末次軍令部批判」、書込あり 1150に収納

1154 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 付箋1枚 鉛筆
「⾼⽊の憂愁(戦勝騒ぎをよそ
に」

1150に収納

1155 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆
昭和10年の華北五省⾃治化⼯作
の記述

1150に収納

1156 戦訓作業取組決意 藤岡泰周 4枚 鉛筆 ホルダー同封
1156〜1157
⼀括、1146-1
に収納

1157 扇⼤佐の回想録 藤岡泰周 5枚 鉛筆
「扇話、⾼⽊のブレーンの編成と
扱い⽅、調査課ブレーンについ
て」

1156〜1157
⼀括、1146-1
に収納

1158 ファイル 藤岡泰周 1枚
1159〜1172
を収納
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1159 荒⽊閥激成 藤岡泰周 35枚 鉛筆 1158に収納

1160 昭和期の陸軍・海軍 藤岡泰周 19枚
付箋3枚、「ニ皇道派
と統制派」などの表記
あり

鉛筆 表題は内容から 1158に収納

1161 ロンドン海軍軍縮条約問題 藤岡泰周 16枚 鉛筆 表題は内容から 1158に収納

1162 「軍令部強化(格上げ)」 藤岡泰周 6枚 鉛筆 1158に収納

1163 統帥権⼲犯問題 藤岡泰周 3枚 鉛筆 表題は内容から 1158に収納

1164 年表 藤岡泰周 2枚 鉛筆 1936年-1938年 1158に収納

1165 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚 付箋3枚 鉛筆 トラウトマン⼯作に関する記述 1158に収納

1166 ワシントン海軍軍縮条約に関して 藤岡泰周 2枚 鉛筆 1158に収納

1167 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 6枚 鉛筆 「桐⼯作」 1158に収納

1168 戦争指導班に関して 藤岡泰周 1枚 鉛筆 1158に収納

1169 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 「梅機関へ」 1158に収納

1170 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 3枚 鉛筆
影佐機関からの⽇中関係修復路線
についての記述

1158に収納

1171 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 付箋2枚 鉛筆 第五艦隊参謀転出 1158に収納

1172 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 汪脱出と梅機関についての記述 1158に収納

1173 ファイル 藤岡泰周 1枚
1174〜1177
を収納

1174
藤村義朗⽒を偲ぶ(故藤村義朗⽒⼀周忌
『追憶藤村義朗先⽣』に寄す)

扇⼀登 2枚
活字（電⼦
式複写）

1173に収納

1175 藤村義朗書翰 [...]

1 藤村義朗書翰 藤村義朗 昭和62年11⽉5⽇ 7枚
活字（電⼦
式複写）

送り状 1173に収納

2
痛恨︕ダレス第⼀電(⽂芸春秋)（⽂芸春
秋）

藤村義朗 7枚
活字（電⼦
式複写）

1173に収納

1176 “MAGIC”Diplomatic Summary
WAR
DEPARTMENT

4枚
タイプ（電
⼦式複写）

SRS-1626、書込あり 1173に収納
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1177 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 ワープロ 軍令部⼀部⼄部員の時期の記述 1173に収納

1178 ホルダー 藤岡泰周 1枚
「扇⼀登・横井忠雄■■」とあ
り。

1179〜1187
を収納

1179 図書複写 ⾼⽊惣吉 4枚
活字（電⼦
式複写）

（p94-p97）部分、作成者は内
容から

1178に収納

1180 主要経歴⼀覧表 藤岡泰周 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

横井忠雄・阿部勝雄･⾼⽊惣吉の
経歴の複写貼付

1178に収納

1181 扇⼀登略歴 藤岡泰周 1枚
⼿書（電⼦
式複写）

1936年〜1941年、書込あり 1178に収納

1182 年表 藤岡泰周 1枚
ペン、鉛筆
（電⼦式複
写）

1937年〜1940年、書込あり 1178に収納

1183
昭和重要事件年表(掲載書不明)（掲載書不
明）

5枚
活字（電⼦
式複写）

(p467-p471)部分、書込あり 1178に収納

1184 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 9枚 鉛筆
表題は「連合艦隊参謀兼副官、軍
令部第⼀部⻑直属⼄部員(戦争指
導)」

1178に収納

1185 「内閣の変遷表」 1枚
活字（電⼦
式複写）

1178に収納

1186 「⻄暦・年号対照表・度量衡表」 1枚
活字（電⼦
式複写）

1178に収納

1187 海軍主要職務歴任者⼀覧 藤岡泰周 1枚 鉛筆
昭和期の海相・軍令部⻑・軍令部
次⻑・海軍次官・軍務局⻑

1178に収納

1188 ファイル 藤岡泰周 1枚 「或る想念」とあり
1189〜1193
を収納

1189 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 「⼆⼆六後の粛軍」 1188に収納

1190 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 「藤村義朗」 1188に収納

1191 参考 汪関係 藤岡泰周 2枚 鉛筆 1188に収納

1192 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 付箋1枚 鉛筆
「潜航⼀万五千浬」、裏⾯にも書
込あり

1188に収納
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1193 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆
「伊号第三⼗四潜⽔艦(第三便)」
他の航⾏記録・⽣存者数など

1188に収納

1194 ファイル 藤岡泰周 1枚
表紙に「扇調査課とトラウトマン
⼯作」ほか書込あり

1195〜1216
を収納

1195 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 p10のみ 1194に収納

1196 メモ 藤岡泰周 1枚 鉛筆
「扇先⽣⽇記 旧帳No.5」・
「旧帳No.6」などとあり

1194に収納

1197 国策を中⼼とした⼤東亜戦争反省録 扇⼀登 1枚
活字、鉛筆
か（電⼦式
複写）

複写(p3-p23)、書込あり 1194に収納

1198 メモ 藤岡泰周 1枚 鉛筆 「平7年始葉書差出先」とあり 1194に収納

1199 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚
付箋1枚、「重」
「①」「OK6/10」と
あり

鉛筆
表題は「⽴ち消えとなるトラウト
マン⼯作」とあり

1194に収納

1200 年表1937年-1940年 藤岡泰周 1枚 鉛筆 1194に収納

1201 年表1936年-1938年 藤岡泰周 1枚 鉛筆 1194に収納

1202 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚
付箋2枚、「2.4.⽋」
「⼀艦隊参謀から軍令
部員へ」とあり

鉛筆
表題は「⽀那事変下の軍令部勤
務」「艦隊参謀から軍令部部員
へ」とあり

1194に収納

1203 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 3枚
付箋2枚「⑦」「1-3要
ご検閲」とあり

鉛筆
表題は「軍政への道」とあり、書
込あり

1194に収納

1204 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 4枚 鉛筆
表題は「軍令部戦争指導」とあ
り、書込あり

1194に収納

1205 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 6枚 付箋2枚 鉛筆
表題は「扇の⾼⽊回想(末次、調
査課ブレーン)」とあり、書込あ
り

1194に収納

1206 汪精衛和平⼯作をめぐる諸問題
⾼橋久志（戦
史部助⼿、防
衛庁教官）

1枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

書込あり 1194に収納

1207 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚 鉛筆
表題は「海軍⼤佐扇⼀登」とあ
り、書込あり

1194に収納
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1208 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 表題は「⽶内内閣奏請」とあり 1194に収納

1209 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆
ドイツによる⽇本海軍⼤型潜⽔艦
投⼊要請の記述

1194に収納

1210 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆
昭和13年暮の艦隊参謀への復帰
の時期の記述

1194に収納

1211 メモ 藤岡泰周 4枚 鉛筆
1枚記⼊なし、「梅機関余聞」ほ
か、記⼊の数字は扇伝の原稿枚数
か

1194に収納

1212 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 4枚 鉛筆
表題は「末次樹⽴⼯作(16年10
⽉)」とあり、書込あり

1194に収納

1213 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 4枚 鉛筆
2枚未記⼊、表題は「連合艦隊参
謀兼副官、軍令部第⼀部⻑直属⼄
部員(戦争指導)」とあり

1194に収納

1214 雑誌複写(週刊読売) 読売新聞社 1枚
活字（電⼦
式複写）

(p38-p39)部分、「⽇本終戦史
22」の続きか

1194に収納

1215 扇略歴(⽣徒－調査課課員まで) 藤岡泰周 4枚 鉛筆 1920年〜1943年 1194に収納

1216 ⽇記 扇⼀登 4枚
⼿書（電⼦
式複写）

書込あり 1194に収納

1217 ファイル 藤岡泰周 1枚
1218〜1223
を収納

1218 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 27枚
付箋2枚、「⼋年史序
章」などの表記あり

鉛筆 1217に収納

1219 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 18枚
付箋2枚、「事変勃
発」・「上海事変」な
どの表記あり

鉛筆 1217に収納

1220 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 26枚
付箋1枚、「Ⅱ」
「２」「完」などの表
記有り

鉛筆
表題は「宇垣⼯作と影佐謀略」と
あり

1217に収納

1221 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚
付箋1枚、「①」との
表記あり

鉛筆 表題は「三国問題」とあり 1217に収納

1222 メモ 藤岡泰周 12枚 鉛筆、ペン 須賀彦次郎海軍少将関連のメモ 1217に収納
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1223 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 12枚 鉛筆
⽇華基本条約と梅機関についての
記述

1217に収納

1224 ファイル  藤岡泰周 1枚
「扇関係最重要部分」ほか表書あ
り。カバーのみ。

1225を収納

1225 原稿 藤岡泰周 4枚 鉛筆
ドイツへの往路潜⽔艦⾏の時期の
原稿の⼀部。

1224に収納

1226 ファイル 藤岡泰周 1988年11⽉ 1枚
「特命案件処理関係綴 藤岡顧問
担当」とあり

1227〜1234
を収納

1227
「北欧に恨み残る和平⼯作 スウェーデン
王室を動かした⼩野寺少将、⽇本終戦史
22」（週刊読売）

読売新聞社 昭和37年1⽉14⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

(p37-p38)部分 1226に収納

1228
⼀九四五年春のストックホルム（軍事史学
会編『第⼆次世界⼤戦(三)－終戦－』）

⼩野寺百合⼦ 平成7年9⽉7⽇ 1枚
活字（電⼦
式複写）

(p439－p447)の部分、表紙に
「重要平7・11･13受信」とあ
り。軍事史学会編『第⼆次世界⼤
戦(三)－終戦－』（錦正社 1995
年）の抜刷。

1226に収納

1229 ⼩野寺百合⼦書翰 ⼩野寺百合⼦ 藤岡泰周 平成7年11⽉12⽇ 1通 封筒1枚 ペン 挨拶とコピー送り状 1226に収納

1230 年表1936年-1941年 藤岡泰周 1枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

1226に収納

1231 陸海軍主要職務の歴任者⼀覧 藤岡泰周 3枚 鉛筆 昭和期 1226に収納

1232 軍部⼤⾂リスト 藤岡泰周 1枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

岡⽥内閣から阿部内閣まで 1226に収納

1233 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 7枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

扇のスウェーデン⼊国についての
原稿

1226に収納

1234 昭和期の陸軍 藤岡泰周 14枚 鉛筆 表題は内容から 1226に収納

1235 ホルダー 1枚
1236〜1239
を収納

1236 辞書複写 1枚
活字（電⼦
式複写）

「⼆個師団増設問題」 1235に収納

1237 メモ 藤岡泰周 1枚 鉛筆、ペン
「⽇独潜⽔艦連絡作戦」他あり、
項⽬案か。封筒切抜に書込

1235に収納
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1238
「ドイツへの潜航⼀万五千カイリ」(『中
央公論 歴史と⼈物』(中央公論社))

扇⼀登・伊藤
隆

1977年8⽉ 5枚
活字（電⼦
式複写）

1235に収納

1239 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚
鉛筆（電⼦
式複写）

コペンハーゲン関連の記述 1235に収納

1240 封筒 藤岡泰周 1枚 「須賀中将関係」とあり
1241〜1244
を収納

1241 「汪兆銘変⼼」 8枚
活字（電⼦
式複写）

(p464-p479)部分、書込あり 1240に収納

1242
私の知れる須賀中将(須賀中将追念録編纂
会『須賀彦次郎君追念録』)（須賀中将追
念録編纂会『須賀彦次郎君追念録』）

陳公博 明治38年4⽉26⽇ 3枚
活字（電⼦
式複写）

須賀中将追念録編纂会『須賀彦次
郎君追念録』（1943年）の⼀
部、書込あり

1240に収納

1243 「銭永銘」 9枚
活字（電⼦
式複写）

(p514-p531)部分 1240に収納

1244 扇⼀登経歴 藤岡泰周 2枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

1920年-1943年、国際情勢･国内
情勢などの書込あり

1240に収納

1245 ファイル 藤岡泰周 1枚 表紙に「遣独潜⽔艦雑」とあり
1246〜1249
を収納

1246 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚
付箋1枚、「１」とあ
り

鉛筆
「⽇独潜⽔艦連絡作戦」、書込あ
り

1245に収納

1247 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚 鉛筆 ⽇独潜⽔艦連絡作戦つづき 1245に収納

1248 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚
付箋1枚、「４」とあ
り

鉛筆
「独⼄Uボート⼆隻の譲渡と伊号
第⼋潜⽔艦の成功」

1245に収納

1249 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 21枚 付箋2枚 鉛筆 「遣独艦始末」、1枚は未使⽤ 1245に収納

1250 ホルダー 1枚
1251〜1261
を収納

1251 辞書複写（平凡社⼤百科事典） 平凡社 1984年11⽉ 2枚
活字（電⼦
式複写）

「コミンテルン」の項⽬(第5巻
のp1083-p1084)、⾚線あり

1250に収納

1252 辞書複写 2枚
活字（電⼦
式複写）

「インターナショナル」の項⽬⾚
線あり

1250に収納

1253 辞書複写 4枚
活字（電⼦
式複写）

「⺠主主義」の項⽬ 1250に収納
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1254 辞書複写 1枚
活字（電⼦
式複写）

「⽇本共産党」の項⽬ 1250に収納

1255 辞書複写 1枚
活字（電⼦
式複写）

「⽇本共産党」「⽇本協同党」の
項⽬

1250に収納

1256
昭和15年7⽉26⽇「基本国策要綱」(閣議
決定)他

14枚
活字（電⼦
式複写）

多数書込あり 1250に収納

1257 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 17枚 付箋1枚 鉛筆 「孫⽂⾰命後の中国と⽇本」 1250に収納

1258 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 ワープロ
「危機迫るベルリンへの赴任 潜
航⼀万五千カイリ」

1250に収納

1259 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚
ワープロ、
鉛筆

「決死のベルリン赴任」および裏
⾯の書込

1250に収納

1260 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 遣独⽇本潜⽔艦の記述 1250に収納

1261 ⾼⽊⽇記編纂会名簿
⾼⽊⽇記編纂
会

1991年4⽉ 1枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

1250に収納

1262 ファイル 藤岡泰周 1枚

表紙に「(重)序章第⼀次稿、藤村
批判、⾼⽊追想 （幻の和平⼯作
〈バッゲ〉）」とあり。カバーの
み。

1263〜1266
を収納

1263 雑誌複写(週刊読売)（週刊読売） 読売新聞社 1枚
活字（電⼦
式複写）

（p40-p41）部分、1314の「⽇
本終戦史22」の続きか

1262に収納

1264 わが⽣涯の師

扇⼀登（海兵
五⼗⼀期、⼤
佐、スウェー
デン駐在武
官）

7枚 鉛筆 1262に収納

1265 名提督の教え 徳望の⼈⽶内光政艦⻑ 藤岡泰周 6枚
付箋1枚、「[2]113」
とあり

鉛筆 1262に収納

1266 海軍⼤佐扇⼀登 藤岡泰周 8枚 鉛筆
「要保存」・「序章第⼀次稿」と
あり

1262に収納

1267 封筒 藤岡泰周 1枚 「汪兆銘梅機関須賀」ほかあり
1268〜1273
を収納

1268 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚 鉛筆 「汪兆銘登場」 1267に収納
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1269 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 14枚
付箋1枚、「Ⅱ」とあ
り

鉛筆 「汪兆銘脱出」 1267に収納

1270 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 17枚
付箋1枚、「Ⅲ」とあ
り

鉛筆 「梅機関」 1267に収納

1271 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 14枚
鉛筆か（電
⼦式複写）

「梅⼯作余聞、愛国者汪兆銘のこ
と」

1267に収納

1272 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 12枚 付箋1枚 鉛筆
「⼤⼈須賀彦次郎の⾯影」、⼀部
複製

1267に収納

1273 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 20枚 付箋1枚 鉛筆 「海軍きっての知華家須賀中将」 1267に収納

1274 ホルダー 藤岡泰周 1枚 メモ1枚
添付メモに「影佐、今井、⼩野寺
の重慶⼯作」とあり

1275〜1278
を収納

1275 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 3枚 付箋1枚 鉛筆
「影佐、今井上海密談（⽇華協議
記録）」

1274に収納

1276 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 21枚 鉛筆
p3-p7落丁とあり。「影佐機関と
⼩野寺機関」

1274に収納

1277 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆 「汪の死」 1274に収納

1278 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 鉛筆
汪脱出と⽇華協議記録についての
記述

1274に収納

1279 航空機物動と戦時⽣産研究会 藤岡泰周 1枚
1279〜1291
⼀括

1280 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 13枚
付箋1枚、「③25枚」
とあり

鉛筆 「或る想念」
1279〜1291
⼀括

1281 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚
付箋1枚、「②②Ⅱ
包」とあり

鉛筆 「ハイデルベルクへ」
1279〜1291
⼀括

1282 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚
鉛筆（電⼦
式複写）

「⼩野寺少将との密約」
1279〜1291
⼀括

1283 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 27枚
付箋3枚、「扇付記」
などとあり

鉛筆 「幻の和平⼯作」
1279〜1291
⼀括

1284 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 7枚 鉛筆 「戦後」
1279〜1291
⼀括

扇一登関係文書目録

88



資料
番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

1285 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1枚 鉛筆
「ドイツへの潜航⼀万五千カイ
リ」、裏⾯に書込あり

1279〜1291
⼀括

1286 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 13枚
付箋1枚、「④④」と
あり

鉛筆 「⼩野寺少将との密約」
1279〜1291
⼀括

1287 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚
付箋1枚、「⑧」とあ
り

鉛筆 「戦い敗れて」
1279〜1291
⼀括

1288 故藤村義朗⽒を偲ぶ 扇⼀登 3枚
ワープロ
（電⼦式複
写）

副題「⼀年追悼誌に寄す」
1279〜1291
⼀括

1289
「北欧に恨み残る和平⼯作 スウェーデン
王室を動かした⼩野寺少将、⽇本終戦史
22」（週刊読売）

読売新聞社 昭和37年1⽉14⽇ 4枚
活字（電⼦
式複写）

（p37〜p41）部分、p38〜p39
のみ2枚。書込あり。1314，
1321，1387と同⼀。

1279〜1291
⼀括

1290 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚
付箋1枚、「⑤⑤」と
あり

鉛筆
「スウェーデン公使館付武官の発
令と不思議な赴任妨害」、ホルダ
ー同封

1279〜1291
⼀括

1291 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 14枚
付箋1枚、「⑥⑥」と
あり

鉛筆
「阻まれた扇のスウェーデン⼊
国」ほか

1279〜1291
⼀括

1292 封筒 藤岡泰周 1枚
⾺場法律事務所⽤封筒に「遣独潜
⽔艦雑⼀括」とあり

1293〜1298
を収納

1293 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 10枚 ワープロ
「危機迫るベルリンへの赴任潜航
⼀万五千カイリ」、書込あり

1292に収納

1294 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 19枚 ワープロ
「危機迫るベルリンへの赴任潜航
⼀万五千カイリ」

1292に収納

1295 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 6枚
付箋1枚、「２」とあ
り

鉛筆 「(⼆) 空路開発案」 1292に収納

1296 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚 付箋1枚 鉛筆
「遣独伊連絡使節団⼀七・⼆・
三」

1292に収納

1297 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 13枚 付箋1枚 鉛筆 「バドリオ元帥の降伏劇」 1292に収納

1298 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 12枚 付箋1枚 鉛筆
遣独潜⽔艦とケスラー⼤将派遣に
ついての記述

1292に収納

1299 ファイル 藤岡泰周 1992年12⽉ 1枚
1300〜1317
を収納
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1300 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 鉛筆 「扇戦後」 1299に収納

1301 藤村義朗⽒を偲ぶ 扇⼀登 10枚
⼿書（電⼦
式複写）

1299に収納

1302 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 7枚 鉛筆 「ソ連への和平斡旋依頼」 1299に収納

1303 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 鉛筆 ドイツ敗戦時の⼼境など 1299に収納

1304 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 7枚
付箋1枚「①①20とあ
り

鉛筆
「不発に終ったスウェーデン和平
⼯作」」

1299に収納

1305 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 2枚 鉛筆
「藤村の情報活動統制」、「扇⼿
⼊」とあり

1299に収納

1306 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚 鉛筆
「武官室偉(ﾏﾏ)和感と藤村少佐の
所⾒」

1299に収納

1307 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 4枚 鉛筆 「⼆⼗九潜」 1299に収納

1308 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚
付箋1枚、「TVD⼯
作」とあり

鉛筆 「スイスにおけるD⼯作」 1299に収納

1309 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 4枚 鉛筆 「扇⾃筆⼿⼊ 和平関係」 1299に収納

1310 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 17枚 鉛筆 トラウトマン⼯作についての記述 1299に収納

1311 いわゆる北欧における和平⼯作 ⼩野寺百合⼦ 1冊
活字（電⼦
式複写）

「⼩野寺百合⼦『バルト海のほと
りにて』のうち」(p1-p32)部
分、表紙に「扇⼀登」とあり、書
込あり

1299に収納

1312
「北欧に恨み残る和平⼯作 スウェーデン
王室を動かした⼩野寺少将、⽇本終戦史
22」（週刊読売）

読売新聞社 昭和37年1⽉14⽇ 2枚
活字（電⼦
式複写）

（p36-p37）（p40-p41）部分 1299に収納

1313
⼀九四五年春のストックホルム（軍事史学
会編『第⼆次世界⼤戦(三)－終戦－』）

⼩野寺百合⼦ 平成7年9⽉7⽇ 7枚 送り状
活字（電⼦
式複写）

軍事史学会編『第⼆次世界⼤戦
(三)－終戦－』（錦正社 1995
年）の(p439－p447)部分、、表
紙に扇⼀登宛⼩野寺百合⼦書翰が
写込み、書込あり

1299に収納

1314 VI 38掲載の訳⽂ 2枚 送り状
⼿書（電⼦
式複写）

“VI”はスウェーデンの週刊誌、ホ
テル・アストンはスパイセンター
だったとの記事

1299に収納
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1315 書翰（作成者不明） ⼩野寺百合⼦ 平成7年2⽉19⽇ 1通
タイプ（電
⼦式複写）

カール・ボンデ書翰複写の送り状
ほか

1299に収納

1316 カール･ボンデ書翰 カール･ボンデ
イエルト・ス
ンドレーム

平成7年2⽉10⽇ 1通
ワープロ
（電⼦式複
写）

邦訳⽂、フィンランドのステラポ
ラリス作戦について

1299に収納

1317 スウェーデン地図 1枚
活字（電⼦
式複写）

1299に収納

1318 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 15枚 鉛筆
昭和18年、潜⽔艦での独赴任の
記述

1319 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 14枚
鉛筆（電⼦
式複写）

昭和18年、潜⽔艦での独赴任の
記述。

1320 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 9枚
鉛筆（電⼦
式複写）

複写9枚、独滞在の記述

1321 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 3枚
鉛筆（電⼦
式複写）

阿部中将の、独潜⽔艦⽇本回航の
申し⼊れの記述

1322 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 1冊
鉛筆（電⼦
式複写）

表紙に「危局迫るベルリン赴任 
扇⼀登⼤佐」とあり

1323 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 7枚
付箋1枚、「要整理」
とあり

鉛筆 「⽀那関係勤務続く」

1324 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 4枚
鉛筆か、ペ
ン（電⼦式
複写）

⼆つの終戦⼯作について、書込あ
り

1325 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚 鉛筆
断続的、扇の独赴任と潜⽔艦⾏の
記述、裏⾯に書込あり

1326 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚 鉛筆 「扇関係⼆九潜便乗」

1327 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 5枚 鉛筆 「愈々危険⽔域へ」

1328 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 19枚 鉛筆
○にⅠとあり、⽣⽴ちから第五艦
隊参謀転補まで

1329 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 19枚
鉛筆（電⼦
式複写）

○にⅠとあり、⽣⽴ちから第五艦
隊参謀転補まで
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1330 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 19枚
鉛筆（電⼦
式複写）

「第⼀次」○にⅠとあり、⽣⽴ち
から第五艦隊参謀転補まで、書込
あり

1331 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 19枚
鉛筆（電⼦
式複写）

「第⼆次」△に○Ⅰとあり、⽣⽴
ちから第五艦隊参謀転補まで、書
込あり

1332 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 15枚
鉛筆（電⼦
式複写）

△に○Ⅱとあり、潜⽔艦による独
逸赴任

1333 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 10枚 鉛筆
○Ⅲとあり、ドイツ着任の記述、
書込あり

1334 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 10枚
鉛筆（電⼦
式複写）

△に○Ⅲとあり、ドイツ着任の記
述、書込あり

1335 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 9枚 鉛筆
複写を含む、○Ⅲとあり、ドイツ
着任の記述

1336 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚
鉛筆（電⼦
式複写）

○Ⅳとあり、独での情報活動・⼩
野寺との盟約、書込あり

1337 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚
鉛筆（電⼦
式複写）

△に○Ⅳとあり、独での情報活
動・⼩野寺との盟約、書込あり

1338 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 6枚
鉛筆（電⼦
式複写）

△に○Ⅵとあり、スウェーデン⼊
国

1339 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 14枚
鉛筆（電⼦
式複写）

第⼀次○にⅥとあり、スウェーデ
ン⼊国

1340 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 14枚 鉛筆
○ⅥのⅢとあり、スウェーデン⼊
国

1341 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 13枚
鉛筆（電⼦
式複写）

△に○Ⅴとあり、スウェーデン公
使館付武官への転出、書込あり

1342 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚
鉛筆（電⼦
式複写）

○ⅤのⅡとあり、スウェーデン公
使館付武官への転出、書込あり

1343 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 11枚 鉛筆
○ⅤのⅡとあり、スウェーデン公
使館付武官への転出、書込あり

1344 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 9枚
鉛筆（電⼦
式複写）

○ⅤのⅡとあり、スウェーデン公
使館付武官への転出
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1345 扇⼀登伝記草稿 藤岡泰周 8枚
鉛筆（電⼦
式複写）

○ⅣのⅠ8とあり、ドイツでの情
報活動

1346
メモ（「張作霖爆殺事件」「対満蒙政策」
など）

藤岡泰周 11枚 鉛筆

1347 メモ（「独ソ戦」「第⼆次世界⼤戦」） 藤岡泰周 2枚 鉛筆

1348
メモ（「扇⼀代記粗稿原･改⼆揃」・「陸
軍派閥荒⽊真崎□バーデンバーデン」）

藤岡泰周 2枚 ペン

1349 原稿構想（扇⼀登・⼤井篤・中⼭定義） 藤岡泰周 2枚 鉛筆 1350が添付

1350 年表 1894年-1941年 藤岡泰周 16枚 鉛筆
うち⽩紙3枚。扇⼀登・⼤井篤・
中⼭定義の年譜と対応

1349に添付

1351 扇⼀登海軍⼤佐と和平⼯作 藤岡泰周 13枚 活字

『丸 別冊 戦争と⼈物13-⼈
物・太平洋戦争』（1995年2⽉
15⽇、潮書房）のゲラp157-
p169

1352 中堅・少壮幕僚閥、⼀⼣会と桜会 藤岡泰周 35枚 鉛筆

1353 扇⼀登⽇記 No.1 扇⼀登 明治38年4⽉26⽇ 67枚
⼿書（電⼦
式複写）

1943年11⽉18⽇〜1944年2⽉
23⽇

1354 扇⼀登⽇記 No.2 扇⼀登 明治38年4⽉26⽇ 61枚
⼿書（電⼦
式複写）

1944年2⽉24⽇〜1944年4⽉15
⽇

1355
異⾊海軍⼠官伝 扇⼀登⼤佐（『歴史群
像 太平洋戦史シリーズ』6）

上原光晴 平成7年1⽉10⽇
同⼀4

点
活字（電⼦
式複写）

1356 ⽇本経済新聞
⽇本経済新聞
社

平成14年7⽉14⽇ 2枚 活字 17⾯-24⾯

1357 ⽇本経済新聞朝刊
⽇本経済新聞
社

平成14年7⽉14⽇ 1枚 活字

1358
⼗五年七⽉⼆⼗六⽇｢基本国策要央」(閣議
決定)

1枚
活字（電⼦
式複写）

昭和15年7⽉26⽇「基本国策要
綱」（閣議決定）についての記述
部分、書込あり

1359 「戦争の泥沼」 2枚
活字（電⼦
式複写）
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1360 「欧州戦局と国内情勢」ほか 1枚
活字（電⼦
式複写）

書込あり

1361 封筒 藤岡泰周 1枚 「重要 ⼤井篤⼤佐弔辞」とあり
1362〜1366
を収納

1362 ⼤井篤⼤佐弔辞

豊⽥隈雄（海
軍兵学校第五
⼗⼀期級会代
表）

平成6年12⽉31⽇ 6枚
⼿書（電⼦
式複写）

1361に収納

1363 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 藤岡泰周 平成6年12⽉25⽇ 1枚
カーボン複
写(⼿書)

扇に関する記事(学研『歴史群
像』掲載)の送付状

1361に収納

1364 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 藤岡泰周 平成6年12⽉30⽇ 3枚
カーボン複
写(⼿書)

通夜(⼤井篤)の状況、会葬礼状他
の送付の件

1361に収納

1365 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫 ⼤井篤 平成6年12⽉16⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

⼤井の著作を読んでの感想、卒論
執筆の学⽣との顔合わせの件

1361に収納

1366 ⾺場正夫書翰 ⾺場正夫
扇⼀登･藤岡泰
周

平成7年1⽉3⽇ 2枚
⼿書（電⼦
式複写）

弔辞送付の礼状と⼤井篤の思い出 1361に収納

【書翰】

1367 阿部書翰 阿部 扇⼀登 平成9年7⽉5⽇ 1通 ペン ベルリンから 444に収納

1368 飯島みや⼦葉書 飯島みや⼦ 扇⼀登 1977年4⽉ 1通 ペン
差出⼈は点訳⾚⼗字奉仕団員、礼
状

1428に収納

1369 ⽯橋静⼦葉書 ⽯橋静⼦ 扇⼀登 1978年4⽉ 1通 ペン 退職の挨拶 1428に収納

1370 ⽯橋宏康書翰 ⽯橋宏康 扇⼀登 昭和55年3⽉1⽇ 1通 封筒 ペン 礼状 1428に収納

1371 伊藤隆書翰 伊藤隆 扇⼀登 昭和52年3⽉9⽇ 1通 封筒 ペン ⾯会依頼とその趣旨 1428に収納

1372
岩崎健次、岩崎久⼦クリスマスカード
[...]

1 岩崎健次、岩崎久⼦クリスマスカード
岩崎健次、岩
崎久⼦

扇⼀登、扇幸
⼦

昭和47年12⽉6⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

2 岩崎健次、岩崎久⼦クリスマスカード
岩崎健次、岩
崎久⼦

扇⼀登 昭和50年12⽉15⽇ 1通 封筒 ペン

1373 岩崎久⼦書翰 [...]
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1 岩崎久⼦書翰 岩崎久⼦ 扇⼀登 昭和54年9⽉15⽇ 1通 封筒 ペン 礼状、⾃叙伝執筆のすすめなど 1428に収納

2 岩崎久⼦書翰 岩崎久⼦ 扇⼀登 明治38年6⽉1⽇ 1通 封筒 ペン 訪⽇時の厚情への礼状 1428に収納

1374 植⽥⼀雄書翰
植⽥⼀雄（練
習艦隊司令
部）

扇⼀登 昭和54年6⽉14⽇ 1通 封筒 ペン
葉書⼆枚（礼状）と扇書翰写
（Mannergren宛）

1428に収納

1375 上原光晴書翰 上原光晴 扇⼀登 平成9年4⽉23⽇ 1通 ペン 「反省会資料」借⽤の礼状 444に収納

1376 榎⽥たか書翰 榎⽥たか 扇⼀登 平成11年11⽉3⽇ 1通 ペン
阿川弘之の⽂化勲章授章について
など。作成年は内容から推定

1377 扇和⼦葉書 扇和⼦ 扇⼀登 1980年10⽉ 1通 ペン 留学の報告 1428に収納

1378 扇千賀⼦葉書 [...]

1 扇千賀⼦葉書 扇千賀⼦
扇⼀登、扇幸
⼦

昭和53年8⽉7⽇ 1通 ペン 暑中⾒舞 1428に収納

2 扇千賀⼦書翰 扇千賀⼦ 扇⼀登 1通 封筒 鉛筆 扇の退院祝い 1428に収納

1379 扇暢威ほか書翰 [...]

1 扇暢威ほか書翰 扇暢威ほか 扇⼀登 昭和45年5⽉5⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

2 扇暢威書翰 扇暢威 扇⼀登 平成1年5⽉13⽇ 1枚
｢宝会ニュース183
号」、封筒

ペン 年は推定 1046に収納

1380 扇正雄書翰 扇正雄 扇⼀登 昭和53年6⽉27⽇ 1通 封筒 ペン
伯⽗の訃報に接して、インドネシ
アから近況

1428に収納

1381 扇美代⼦書翰 扇美代⼦ 扇⼀登 昭和51年1⽉28⽇ 1通 封筒 ペン 寒中⾒舞と近況 1428に収納

1382 ⼩野⽥多江⼦葉書 ⼩野⽥多江⼦ 扇⼀登 昭和50年4⽉22⽇ 1通 ペン
「⼩野⽥捨次郎⼤佐未亡⼈さん」
と書込、三回忌礼状など

1428に収納

1383 河村淑⼦書翰 [...]

1 河村淑⼦書翰 河村淑⼦ 扇⼀登 昭和54年1⽉19⽇ 1通 領収書、封筒 ペン 葬儀参列への礼状、領収書同封 1428に収納

2 河村淑⼦葉書 河村淑⼦ 扇⼀登 昭和54年5⽉4⽇ 1通 ペン ⼀周忌の案内 1428に収納

3 河村淑⼦書翰 河村淑⼦ 扇⼀登 昭和54年8⽉21⽇ 1通 封筒 ペン 近況 1428に収納

1384 北島健⼀クリスマスカード 北島健⼀ 扇暢威 昭和52年12⽉16⽇ 1通 封筒

1385 ⽊村都書翰 [...]
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1 ⽊村都書翰 ⽊村都
扇⼀登、扇幸
⼦

昭和50年8⽉1⽇ 1通
新聞切抜（The
Sacrament Bee)、封
筒

ペン
⽶サクラメントから、暑中⾒舞と
近況

1428に収納

2 ⽊村⼀男、⽊村都クリスマスカード
⽊村⼀男、⽊
村都

扇⼀登 昭和50年12⽉2⽇ 1通 封筒 ペン

1386 ⼩林秀樹書翰 ⼩林秀樹 扇⼀登 平成9年8⽉24⽇ 1通
資料（国際情勢研究会
7⽉例会のお知らせ）4
枚､封筒

ペン

「好個の参考と存じ拝呈申上ます
⼩林秀樹」との書込あり。内容は
例会の講師、平野浤治（防衛⼤学
校第三期⽣）紹介など

444に収納

1387 佐藤仁志書翰

佐藤仁志
（NHK番組制
作局 社会情
報番組部）

扇⼀登 平成9年3⽉12⽇ 1通 名刺､封筒 ワープロ 取材への礼状と出版の報告 444に収納

1388 鮫島博⼀、中村悌次葉書 [...]

1 鮫島博⼀、中村悌次葉書
鮫島博⼀、中
村悌次

扇⼀登 1976年3⽉ 1通 活字
統合幕僚会議議⻑・海上幕僚⻑拝
命の挨拶 宛先は推定

1428に収納

2 鮫島博⼀書翰 鮫島博⼀ 扇⼀登 昭和51年5⽉31⽇ 1通 封筒 ペン 礼状 1428に収納

1389 志羅⼭頼⽞葉書 志羅⼭頼⽞ 扇⼀登 昭和54年9⽉15⽇ 1通 ペン 礼状 1428に収納

1390 瑞泉寺書翰 瑞泉寺 扇⼀登 1992年2⽉ 1通 写真､封筒 活字
墓所の岩盤崩落の報告とお詫び、
封筒に写真貼付

1391 鈴⽊成⾼書翰 [...]

1 鈴⽊成⾼書翰 鈴⽊成⾼ 扇⼀登 昭和53年2⽉26⽇ 1通 封筒 ペン

2 鈴⽊成⾼書翰 鈴⽊成⾼ 扇⼀登 昭和51年10⽉11⽇ 1通 封筒 ペン 礼状と⾼⽊惣吉の近況など 1428に収納

3 鈴⽊成⾼書翰 鈴⽊成⾼ 扇⼀登 昭和55年4⽉16⽇ 1通 封筒 ペン

4 鈴⽊成⾼書翰 鈴⽊成⾼ 扇⼀登 昭和55年7⽉30⽇ 1通 封筒 ペン

1392 善⽊豊書翰 善⽊豊 扇⼀登 昭和53年10⽉26⽇ 1通 封筒 ペン
封筒に「東郷元帥遺髪の件」とあ
り

1428に収納

1393 ⾼⽊成書翰 [...]

1 ⾼⽊成書翰 ⾼⽊成 扇⼀登 昭和54年8⽉4⽇ 1通 封筒 ペン 礼状と近況 1428に収納
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2 ⾼⽊成書翰 ⾼⽊成 扇⼀登 昭和54年12⽉15⽇ 1通 封筒 ペン 礼状ほか 1428に収納

1394 ⾼⽊惣吉書翰 [...]

1 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和49年11⽉20⽇ 1通 封筒 墨書

2 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和50年12⽉13⽇ 1通 封筒 墨書

3 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和51年2⽉22⽇ 1通 封筒 ペン

4 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和51年10⽉7⽇ 1通 ペン 礼状 1428に収納

5 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和51年10⽉27⽇ 1通 封筒 ペン

6 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和51年12⽉21⽇ 1通 封筒 墨書

7 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和52年10⽉4⽇ 1通 ペン 礼状 1428に収納

8 ⾼⽊惣吉書翰 ⾼⽊惣吉 扇⼀登 昭和52年12⽉28⽇ 1通 ペン 礼状 1428に収納

1395 ⾼橋雅裕書翰
⾼橋雅裕（防
衛研究所戦史
部）

扇⼀登 平成8年3⽉11⽇ 1枚 名刺 ワープロ
扇⽇記借⽤依頼、⽇記類を貸し
た、との書込あり

444に収納

1396 武久謹也書翰
武久謹也（元
海軍⻭科軍医
委託⽣）

扇⼀登 昭和54年3⽉25⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

1397 ⾕川徹三葉書 ⾕川徹三 扇⼀登 昭和53年1⽉1⽇ 1通 墨書

1398 千早正隆書翰 千早正隆 平塚清⼀ 3⽉25⽇ 1通
ペン（電⼦
式複写）

「横⽥博⼠の論⽂」送り状 443に収納

1399 中原茂敏葉書 中原茂敏 扇⼀登 昭和53年11⽉2⽇ 1通 ペン 礼状 1428に収納

1400 中村悌次書翰 中村悌次 扇⼀登 昭和55年4⽉14⽇ 1通 封筒 ペン

1401 野島学葉書 [...]

1 野島学葉書 野島学 扇⼀登 1998年1⽉ 1通 ペン
年賀状、野島の所属はNHK、資
料返却の件

2 野島学書翰

野島学（ＮＨ
Ｋ報道局⾸都
圏部ディレク
ター）

扇⼀登 平成10年5⽉21⽇ 1通 ワープロ 借⽤資料の返送

扇一登関係文書目録

97



資料
番号

枝番
1

タイトル 作成者 宛先 年⽉⽇ 数量 付属資料 記述法 備考 合綴注記

1402 橋本亘葉書 橋本亘 扇⼀登 昭和53年9⽉7⽇ 1通 ペン
差出⼈は⽇本基督改⾰派南与⼒町
教会牧師（代筆）、礼状

1428に収納

1403 平間洋⼀書翰
平間洋⼀（軍
事史学会）

扇⼀登 平成3年12⽉26⽇ 1通 封筒
ワープロ
（電⼦式複
写）

軍事史学特集号送り状

1404 藤岡泰周書翰 藤岡泰周 扇⼀登 昭和51年8⽉10⽇ 1通 封筒 ペン 海軍省調査課についての質問項⽬ 1428に収納

1405 伏下哲夫葉書 伏下哲夫 扇⼀登 昭和52年9⽉12⽇ 1通 ペン

1406 藤村義朗葉書 [...]

1 藤村義朗葉書 藤村義朗 扇⼀登 昭和52年8⽉12⽇ 1通 ペン アメリカから暑中⾒舞 1428に収納

2 藤村義朗葉書 藤村義朗 扇⼀登 昭和53年8⽉10⽇ 1通 ペン

3 藤村義朗葉書 藤村義朗 扇⼀登 昭和54年9⽉6⽇ 1通 ペン

1407 穂積美枝⼦書翰 [...]

1 穂積美枝⼦書翰 穂積美枝⼦ 扇⼀登 昭和54年3⽉4⽇ 1通 転居通知、封筒 ペン 1428に収納

2 穂積美枝⼦書翰 穂積美枝⼦ 扇⼀登 昭和54年5⽉24⽇ 1通 封筒 ペン 上京の際の礼状 1428に収納

1408 穂積曄⼦書翰 [...]

1 穂積曄⼦書翰 穂積曄⼦ 扇⼀登 昭和53年11⽉5⽇ 1通 封筒 ペン 戦争の思い出と近況 1428に収納

2 穂積曄⼦書翰 穂積曄⼦
扇⼀登、扇幸
⼦

昭和54年4⽉25⽇ 1通 封筒 ペン 近況、⼀周忌の案内など 1428に収納

3 穂積曄⼦書翰 穂積曄⼦
扇⼀登、扇幸
⼦

昭和54年8⽉20⽇ 1通 封筒 ペン 近況 1428に収納

4 穂積曄⼦書翰 穂積曄⼦
扇⼀登、扇幸
⼦

昭和55年5⽉23⽇ 1通 封筒 ペン 近況 1428に収納

5 穂積曄⼦書翰 穂積曄⼦
扇⼀登、扇幸
⼦

8⽉24⽇ 1通 メモ貼付、封筒 ペン 近況など

1409 穂積良治書翰 [...]

1 穂積良治書翰 穂積良治
扇⼀登、扇暢
威

昭和53年6⽉25⽇ 1通 封筒 ペン 葬儀参列への礼状

2 穂積良治葉書 穂積良治 扇⼀登 昭和54年12⽉18⽇ 1通 ペン 法事の案内 1428に収納
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1410 前川春雄書翰 前川春雄 扇⼀登 昭和55年5⽉8⽇ 1通 封筒 ペン 紹介への返事 1428に収納

1411 宮崎勇葉書 [...]

1 宮崎勇葉書 宮崎勇 扇⼀登 昭和51年7⽉31⽇ 1通 ペン ミュンヘンから 1428に収納

2 宮崎勇電報 宮崎勇 扇⼀登 昭和54年5⽉5⽇ 1通 活字 誕⽣⽇祝

1412 宮崎蒸クリスマスカード [...]

1 宮崎蒸クリスマスカード 宮崎蒸 扇⼀登 明治38年5⽉29⽇ 1通 封筒 ペン 年賀状

2 宮崎蒸クリスマスカード 宮崎蒸 扇⼀登 明治38年5⽉30⽇ 1通 封筒 ペン

1413 森元治郎葉書 [...]

1 森元治郎葉書 森元治郎 扇⼀登 昭和47年8⽉3⽇ 1通 封筒 ペン
差出⼈は国際協⼒事業団、⾼⽊惣
吉の訃報に接してほか

1428に収納

2 森元治郎葉書 森元治郎 扇⼀登 昭和55年10⽉15⽇ 1通 ペン 出版記念会出席への礼状 1428に収納

1414 ⼭本祐義クリスマスカード ⼭本祐義
扇⼀登、扇幸
⼦

12⽉4⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

1415 湯川盛夫書翰 湯川盛夫 扇⼀登 昭和54年12⽉18⽇ 1通 封筒 活字 宮内庁退官

1416 吉村昭書翰 吉村昭 扇⼀登 昭和47年11⽉27⽇ 1通 封筒 ペン
封筒に「『深海の使者』発刊につ
いて、扇の⾏動の⼀部照会」とあ
り

1428に収納

1417 Agnerクリスマスカード
■■■ 
Agnerr

扇⼀登 明治38年5⽉30⽇ 1通 封筒 ペン

1418 Emma Fischerクリスマスカード [...]

1 Emma Fischerクリスマスカード
Emma
Fischer

扇⼀登 昭和47年12⽉11⽇ 1通 ペン

2 Emma Fischerクリスマスカード
Emma
Fischer

扇⼀登 1通 封筒 ペン

1419 Helmut Neuss書翰 [...]

1 Helmut Neuss書翰 Helmut Neuss 扇⼀登 昭和52年11⽉3⽇ 1通 封筒 ペン
「Neuss中将からの⼿紙」と表
書、東京滞在時の礼状など

1428に収納

2 Helmut Neussクリスマスカード Helmut Neuss 扇⼀登 明治38年5⽉30⽇ 1通 封筒 ペン
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1420 Jula Rumberg葉書 [...]

1 Jula Rumberg葉書 Jula Rumberg 扇⼀登 昭和51年1⽉11⽇ 1通 ペン カード 1428に収納

2 Jula Rumbergクリスマスカード Jula Rumberg 扇⼀登 明治38年5⽉30⽇ 1通 封筒

3 Jula Rumbergクリスマスカード Jula Rumberg 扇⼀登 昭和54年3⽉22⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

4 Jula Rumberg書翰 Jula Rumberg 扇⼀登 昭和55年11⽉1⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

1421 ⽊村⼀男クリスマスカード [...]

1 ⽊村⼀男クリスマスカード
KAZUO C,
KIMURA

扇⼀登 昭和49年11⽉21⽇ 1通 封筒 ペン 1428に収納

2 ⽊村⼀男クリスマスカード
KAZUO C,
KIMURA

扇⼀登 昭和52年12⽉3⽇ 1通 封筒 ペン

1422 Kerstinクリスマスカード Kerstin 扇⼀登 昭和50年12⽉18⽇ 1通 封筒 ペン

1423 L. Mannergrenクリスマスカード
L.
Mannergren

扇⼀登 昭和50年12⽉13⽇ 1通 封筒 ペン

1424 Maggie Mannergren書翰 [...]

1 Maggie Mannergren書翰
Maggie
Mannergren

扇⼀登 昭和54年11⽉9⽇ 1通 封筒 ペン
書翰への礼状と渓⼝他のスウェー
デン紙掲載記事について

2 Maggie Mannergren書翰(写)
Maggie
Mannergren

扇⼀登 昭和54年11⽉9⽇ 1通
⼿書（電⼦
式複写）

書翰への礼状と渓⼝他のスウェー
デン紙掲載記事について

1425 Olof Hemmingsクリスマスカード [...]

1 Olof Hemmingsクリスマスカード
Olof
Hemmings

扇⼀登 昭和50年12⽉11⽇ 1通 封筒 ペン

2 Olof Hemmingsクリスマスカード
Olof
Hemmings

扇⼀登 昭和52年12⽉14⽇ 1通 封筒 ペン

1426
Philip & Cecilia Andrewsほかクリスマス
カード [...]

1
Philip & Cecilia Andrewsほかクリスマス
カード

Philip &
Cecilia
Andrewsほか

扇⼀登 明治38年5⽉30⽇ 1通 封筒 ペン
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2
Philip & Cecilia Andrewsほかクリスマス
カード

Philip &
Cecilia
Andrewsほか

扇⼀登 1通 封筒 ペン

1427 扇⼀登書翰 [...]

1 扇⼀登書翰 扇⼀登 Mannergren 昭和52年9⽉15⽇ 1通 ペン
扇の書いた紹介状への返信ほかに
対する礼状（英⽂）

1428に収納

2 扇⼀登書翰 扇⼀登
Mr.&Mrs.
Mannergren

昭和54年4⽉5⽇ 1通 ペン
扇の書いた紹介状への返信ほかに
対する礼状（英⽂）

1428に収納

3 扇⼀登書翰草稿 扇⼀登
Mr.&Mrs.
Mannergren

昭和54年12⽉2⽇ 1通

新聞切抜（ＤＡＧＥＮ
Ｓ NYHETTER(スウェ
ーデン)）、同新聞記
事英訳、封筒

ペン

書翰と新聞切抜送付への礼状など
（英⽂）、封筒には「練習艦隊ス
ウェーデン寄港新聞記事（扇⼤佐
記事）」とあり

1428に収納

4 扇⼀登書翰草稿 扇⼀登
Niece 
Sperstin

平成11年12⽉25⽇ 1枚 鉛筆 Xʼmas cardへの礼状、英語

5 扇⼀登書翰草稿 扇⼀登 1通 鉛筆 紹介状（英⽂） 1428に収納

1428 封筒 扇⼀登 平成12年1⽉25⽇ 1枚

「懐かしき⼿紙、残しておきたい
ものばかり」「略調スミ」とあ
り。701、705、891、1141〜
1142、1368〜1374、1377〜
1379-1、1380〜1383、1385-
1、1388〜1389、1391-2〜
1393、1394-4、1394-7〜8、
1396、1399、1402、1404、
1406〜1408、1409-2〜1411-
1、1413〜1414、1416、1419-
1、1420-1、1420-3〜4、
1421-1、1427-1〜3、1427-
5 を収納/

備考欄参照
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